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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「ふぅ……」

　肩かたにかけたタオルで汗あせを拭ぬぐいながら、ハヤテはシェリーと暮らしている寮りようの部屋に戻もどってきた。

　朝の涼しい空気にさらされて、背中から湯気が出そうなほど汗だくになっている。ハヤテは背中に貼はりつくシャツを指で剝はがしながら、首をグキッグキッと鳴らした。

「風ふ呂ろでも入れるか」

　独り言を呟つぶやき、ハヤテは手に持っていた素す振ぶり用の木刀を壁かべに立てかける。

　ゴトッ

　軽く立てかけたはずなのに、木刀を受け止めた壁は重たい音を立てた。筋力をつけるために中に鉄てつ芯しんを入れているので、そのせいだろう。制服以外ではこの部屋で唯ゆい一いつのハヤテの私物だ。

　ハヤテは個室風呂に入り、バスタブに湯を張り始める。しかし、湯が張り終わるまで我が慢まんできそうになかったので、先にシャツを脱ぬいでシャワーを浴び始めた。

「あぁ～」

　シャワーのノズルから流れる冷水が気持ちよくて、ハヤテはだらしなく口を半開きにしてしまう。存分に気を抜ぬいたあと顔をパシンッと叩たたき、汗のべたつきを手で洗い落としてから前まえ髪がみをかき上げた。

　ハヤテは自分の二の腕うでを逆の手で摑つかんでみて、堅かたくなった筋肉の具合を確かめる。

（朝の訓練を始めてだいぶマシになってきたかな）

　ハヤテがこの早朝特訓を始めるキッカケとなった神降ろし事件から、もう二ヶ月が経たつ。

　あの事件の最中、『魔神器ゼーレ』のない自分の弱さを痛感し、もしもの時ひとりでも最低限戦えるように体を鍛きたえ始めたのだ。

　まだ全然だが、そこそこの体力と筋力はついてきたように思う。『魔導器ワンド』や魔ま獣じゆうが相手と考えたらまだまだ足りないが……。

「っと、溢あふれる！」

　考え事をしていたらバスタブがいっぱいになりかけていたので、慌あわてて湯を止める。ついでにシャワーも止め、今度は湯船に体を浸つからせた。

「～～～くぅ～～」

　冷水でせっかく冷ました筋肉が再び熱を持ち、解きほぐれていく感覚が全身に広がる。二度手間のようにも見えるが、これがまた堪たまらない。ほかでは味わえない快感にハヤテはしばらく時を忘れた。

「あ～～……そういやシェリーはまだ魔法の練習中か？」

　ハヤテはハヤテで早朝特訓を始めたわけだが、シェリーも相変わらず魔法の早朝特訓を続けていた。大魔法を使えるようになった今でも、彼女の向上心はとどまることを知らないようだ。

　以前のように自分の体を酷こく使しする無茶な特訓はもうしなくなったので、ハヤテとしても文句をつける謂いわれはない。それに……

「もうすぐ『レギンレイヴ杯はい』か」

『八大魔宴ヴアルプルギス』のスターファム王国国内大会。

　これに優勝し、大陸最強を決める『ブリュンヒルデ杯』へと駒こまを進め、そこで勝利することがシェリーの夢だ。

　そのためにはまずこの学院でランキング『１位』ないし『２位』になり、大会のシード権を得ることが不可欠。

　期限は間近。一刻も早くランキングを上げなければならないのはお互たがい理解していた。そのためには力をつける必要がある。

（もうちょい訓練メニュー増やすか……）

　そんなことをハヤテが風呂に入りながら考えていると、ふと部屋のドアを開ける音が聞こえてくる。シェリーが帰ってきたようだ。

「ハヤテ？　お風呂に入ってるの？」

「おう、悪いな。先にいただいてる」

　ドア越ごしに問いかけてくるシェリーに返事をしつつ、そろそろ出るかと思い始める。彼女も訓練を終えて早く汗を流したいだろう。

　と、ハヤテが湯船から立ち上がろうとしたその時、

「なら私も入ろうかしら」

「へ？」

　こちらが何かリアクションを返す前に、一糸纏まとわぬ姿となったシェリーが風呂場に入ってきた。

「のわあ！」

　立ち上がりかけていたハヤテは突とつ然ぜんの事態に思わず足を滑すべらせ、ごんっと壁に頭をぶつけてバスタブの中で尻しり餅もちをつく。

　そうすると下からシェリーを見上げる格好になるのだが、彼女は一いつ切さい自分の体を隠かくそうともしない。

　そのため彼女の豊かなバストや、キュッとしたくびれ、水すい滴てきをはじく玉の肌はだ、むちっとした太もも。

　そのあらゆる部分が丸見えとなり、風呂で上がっていた体温がさらに急きゆう上じよう昇しようする。

「よいしょ。さすがにふたりだと狭せまいわね」

　そうしてハヤテの対応が遅おくれている隙すきに、シェリーは彼に覆おおい被かぶさるようにバスタブに入ってくる。

　彼女の一部豊満な体積の分だけ湯が大量に溢れた。

「ん……硬かたくなってるわね」

「筋肉な!?　筋肉の話な!?」

　自分の胸むな板いたの上で押し潰つぶされ、密着しているシェリーの胸から目を逸そらしながらハヤテは叫さけぶ。

　もちろん、狭いバスタブ内なので触ふれているのは胸だけではなくて、彼女の全身があますところなくハヤテには感じられた。まるで彼女に包み込まれているようだ。

　だが、その気持ちよさと状じよう況きようのヤバさは話が別だ。

　熱と鼻び腔こうをくすぐる彼女の匂においのせいで頭がクラクラしてくる。今にも理性を失いそうだ……

「な、なぁ、熱いからそろそろ出たいんだが？」

「あら、じゃあ水風呂にする？」

　そう言うとシェリーは小声で魔法を詠えい唱しようし、手の平から冷気を生み出して湯船に浸ひたす。みるみる内に熱い風呂は水風呂へと変化していった。

　先さき程ほどまでは熱で蕩とろけるようにお互いの体の境目が曖あい昧まいに感じられたが、今度は若じやつ干かん鳥肌が立つような水温になったことで肌が敏びん感かんになり、お互いに触れ合っている部分が一層明確に感じられるようになる。

　中でも胸の上に感じるふたつの硬い突とつ起きが、ハヤテの硬い部分を激しく刺し激げきしてきて……

「さっきより硬くなってない？」

「……風邪かぜ引く前に出よう、な？」

　氷魔法が強すぎて、そろそろ指先の感覚がなくなってきた。








第一章　特訓×特訓×特訓









　朝から温まったり冷えたりいろいろと大変だったが、いつも通りハヤテとシェリーは食堂で朝食を食べてから教室へと向かった。

「おはようございますわ。ハヤテさん、シェリーさん」

　教室に入り、真っ先に挨あい拶さつをしてきたのは、今日も金きん髪ぱつドリルが神こう々ごうしいビクトリアだった。

「シャ──」

　傍かたわらにはやはり翼つばさの生えた大だい蛇じやリンドヴルムがいて、ハヤテに向かって舌をチロチロと伸のばしてくる。最初は威い嚇かくされているのかと思っていたが、最近になってこれが彼（彼女？）の挨拶なのだと分かってきた。

「おはようございます。ハヤテさん、シェリーさん」

「おはよう。ふたりとも」

　続けて声をかけてきたのはキルルにアリアの幼おさな馴な染じみコンビ。

　お互いに挨拶を交かわし、そのまま五人は教室の隅すみの席へと移動する。

　元々はぼっちだったシェリーの定位置だったのだが、今ではハヤテたちが教室で集まる場所となっていた。

「そういえば今日はいよいよアレの日でしたわね」

　少し雑談したあと、唐とう突とつにビクトリアがそう切り出した。

「アレ？」

「見当もつかないわね」

「学内ランキングの発表日ですわ！」

　首を傾かしげるハヤテたち主従にビクトリアが大声でツッコミを入れる。

「冗じよう談だんよ。覚えているわ」

　しれっとした顔でシェリーは答える。

　からかわれたビクトリアは顔を紅潮させたが、こほんっと咳せき払ばらいをしてからシェリーの顔に指を突つきつけた。

「前回のクエストではわたくしの方が三匹びき多く魔獣を倒たおしたのだから、今度の査定ではシェリーさんたちの順位を追い抜いているはずですわ！」

「まぁ、最終的に魔獣の司し令れい塔とうを倒したのはハヤテ君たちだけどね」

「アリアさんは黙だまっててくださる!?」

　茶々を入れられ、ビクトリアはまたしても顔を真っ赤に染める。軽い笑いが俺たちの間で起こった。

「とにかく！　ランキングが張り出されたらすぐに見に行きますわよ！」

「分かったわ、ビクトリアさん」

　シェリーも口元に指を当ててくすくすと笑いながら頷うなずく。

　出会った当初に比べて、その笑え顔がおも随ずい分ぶんとやわらかくなったような気がした。

　ハヤテにとってそれはこの上なく喜ばしいことだ。

　誰だれかと笑い合えることは幸せなことだから、彼女にはもっとそれをたくさん感じて欲しい。

　と、そこでハヤテはふと気づく。

「……」

（キルル？）

　この輪の中でひとりだけ、キルルだけが小さく肩かたを落としていることに。




　　　　▽




　その日もいくつかの授業をこなしたあと、ついに学内ランキングの結果がエントランスホールの掲けい示じ板ばんに張り出された。

「あああー！　また負けましたわー！」

「でも『７位』じゃないか。前よりふたつも上がってるぞ」

　頭を抱かかえて落ち込むビクトリアにハヤテはフォローを入れる。

「『５位』の人が言っても嫌いやみにしか聞こえませんわ！」

　しかし、逆効果だったようだ。

　ビクトリアに詰つめ寄られてハヤテはタジタジになり、シェリーがため息をつきながら接近しすぎているふたりを引き剝はがそうとする。

　こんな光景もこの二ヶ月でよくあるものとなっていた。

　あの神降ろし事件で国内の貴族の間に名を広めたハヤテたちは、数多くのクエスト依い頼らいが舞まい込むようになったのだ。シャルラッハロートの名に対する悪評が完全になくなったわけではないが、王国貴族の多くを救った功績は少なからず状況をよい方向へと進めたらしい。

　そのおかげでもあり、ハヤテたちはかなりのペースでクエストを受け続け、そして達成し続けてきた。それに伴ともないランキングも順調に上がっている。

　またクエストでよくチームを組むビクトリアやキルルたちも、同じようにランキングを勢いよく上げていた。特にシェリーをライバル視するビクトリアは毎回ランキングの発表に一いつ喜き一いち憂ゆうしている。

「んー、私は『29位』か～。後方支し援えんばっかりだとなかなか上がらないね。キルルはどうだった？」

　アリアは自分の順位を確かめながら、隣となりの幼馴染に尋たずねる。

「えっと……」

　キルルは一いつ瞬しゆん言いにくそうに躊躇ためらったあと、ハヤテの顔をちょっとだけチラッと見やった。

　その視線にハヤテは気づき、

「ん……？　なんだ、キルルも『11位』に上がってるじゃないか。よかったな」

　と、掲示板を見てキルルの順位を確かめる。

「あ、ありがとうございます」

　キルルはお礼を言うが、微び妙みように浮うかない顔だ。

　どうしたのだろうとハヤテは思って何か言おうとしたが、その声はいつの間にか口論に発展していたシェリーとビクトリアにかき消された。

「上等ですわ！　今度こそ決着をつけるとしましょう！」

「ええ望むところよ。返り討うちにしてあげるわ」

　どうやらランキングに関する言い争いが、そのまま意地の張り合いとなってついに武力行使一歩手前まできていたようだ。

「おいおい落ち着けってお前ら！」

　慌あわててハヤテはふたりの仲ちゆう裁さいに入る。

「私は落ち着いてるわよ」

「だったらその物ぶつ騒そうな魔ま法ほうを今すぐやめろ」

　素すっとぼけるシェリーにハヤテはツッコみ、次にビクトリアの方にも釘くぎを刺さす。

「ビクトリアも『魔導器ワンド』を出そうとするのやめろって。せっかくランキング上がったのに減点されるぞ」

「フンッ、仕方ありませんわね」

　不服そうにビクトリアは『魔導器ワンド』を引っ込め、腕うで組ぐみをしてぷいっとそっぽを向く。

「で？　ちょっと目を離はなした隙に何を言い争ってたんだよ？」

「どちらが先に『１位』に届くかという話よ。私は当然、私とハヤテと答えたけれど」

　シェリーは胸を反らし、手を腰こしに当てて自信満々に言った。

「そうはさせませんわ。次の考査までにはわたくしがあなたたちを抜ぬいて差し上げます」

　対たい抗こうするようにビクトリアもズズイッと胸を突き出し、シェリーの胸を押し返した。

「ふふふふ」

「うふふふ」

「怖こわいってお前ら……」

　至し近きん距きよ離りで目が笑ってないのに笑い合うふたりを眺ながめながら、ハヤテはお手上げという風にため息をつく。

「……」

　その横顔を、キルルは寂さびしそうな目で見つめていた。




　　　　▽




　その日の放課後。アリアの部屋。

「それで、私に相談したいことって何かな？　キルル」

　ベッドに腰かけたアリアは、隣に座るキルルに軽い調子で尋ねる。

　幼馴染から相談を持ちかけられるのはよくあることだが、今日はいつもより少しばかり思い詰めた表情だった。

「あのね……」

　気弱な彼女にしては珍めずらしく眉み間けんにしわが寄り、悩なやみの深さを物語っている。

　いったい何の相談なのか──正直だいたい予想はついているアリアは、とりあえず幼馴染がそれを口にするまでのんびりと待った。

「その……」

「うん？」

「ハヤテさんたちに追いつくにはどうしたらいいかなぁ？」

　予想通りの言葉にアリアはひとつ頷きを返して、しばし考える素そ振ぶりを見せた。

「追いつきたいっていうのはあれだよね、学内ランキングのことでいいんだよね？」

「うん」

「理由は分かる気もするけど、いちおう聞いておいていいかな？」

　アリアに問われ、キルルはまたちょっと俯うつむき、

「その……なんだかハヤテさんたちに置いていかれてる気がして……寂しいの」

　と、たどたどしく答えた。

　今日、学内ランキングが発表された時、キルルは自分の順位が上がったのを喜びながらハヤテに報告しようとして、直前に彼らが一ひと桁けたの順位で争っているのを見て、思わず言うのを躊躇ためらってしまった。

　その一部始終を横で見ていたアリアは、よしよしと彼女の頭を撫なでる。

「ハヤテ君はそんなことでキルルを蔑ないがしろにするような人間じゃないよ。もしそうだったら私なんてとっくに相手にされてないさ」

「うん。でも、あたしは」

　キルルはぐいっと顔を上げ、アリアの目をまっすぐ見つめる。

「少しでもハヤテさんの傍そばに行きたいの。そうしないとハヤテさんとシェリーさんはどんどん先に行っちゃう。ビクトリアさんも。だから、追いつきたい」

　アリアは意志のこもった彼女の言葉を聞きながら、そっと微び笑しようを浮かべた。

（中間考査の前日も、キルルはこんな顔をしていたな。妄もう想そうに逃にげてばかりだった彼女が、はじめて自分から戦おうとしたのには驚おどろいたけど、凄すごくいいことだと思ったよ）

　幼い頃ころからのつき合いなのだ。キルルの成長は我が事のように喜ばしい。

　その動力源となっているハヤテのことだが……アリアもまた彼には少なからぬ好意を抱いだいている。

（あの時から私も、ハヤテ君のことは契約獣サーヴアントとしてじゃなく異性として気になってるけど、それを理由にキルルの邪じや魔まをするのは私自身にとってもよくないことだよね）

　キルルは自分を信しん頼らいしてくれている。同様に自分も彼女を親友だと思っている。その関係を逆手にとって彼女を出し抜こうなんて考えは、自分の心に後ろめたさと汚お点てんを残す。それは愚おろかな選せん択たくだ。

「いいよ。分かった。キルルがそう言うなら、私も知ち恵えを貸すよ」

「ありがとう！　アリア」

　満開の花のような笑顔を浮かべ、キルルはアリアに抱だきつく。

　アリアはそんな彼女の背中をぽんぽんと叩たたきながら、今のところ思いつく範はん囲いで、即そく実行可能なアイディアのひとつを話し始めた。




　　　　▽




「今日も忙いそがしかったな～」

「そうね。……あら？」

「ん？」

　その日のアルバイトを終えて寮りように帰ってきたハヤテとシェリーは、彼らの部屋の前に立っているキルルの姿を目に留めた。

「キルル。どうしたんだ？」

「あっ、ハヤテさん」

　ハヤテの声に反応してキルルは顔を上げる。

「実はお願いしたいことがあって」

「お願い？」

「はい」

　キルルは頷うなずいたあと、一瞬だけちらりとシェリーに目をやる。

「ふたりにした方がいいかしら？」

「あっ、いえ。どちらにせよシェリーさんにも許可をもらわないといけないことですので」

　気き遣づかうように尋ねたシェリーに、キルルは首を横に振ふりながら答える。

（シェリーの許可がいるお願い？）

　それは何だろうと思い、ハヤテは若じやつ干かん首を傾かしげる。

「あの……ハヤテさんは毎朝特訓をしていますよね？　もしよかったらなんですが、明日あしたからあたしも一いつ緒しよにやらせていただいてもいいですか？」

「朝の訓練を？」

　それくらい別に構わない……と言いたいところなのだが、ハヤテにはその前にキルルが言ったセリフの意味が分かった。

　ハヤテとシェリーはふたりとも朝に訓練をするが、実のところ一緒にいる時間はほとんどない。ハヤテは主に肉体鍛たん錬れん、シェリーは魔法の修しゆ行ぎようで、それぞれやることが違ちがうし、訓練場所が離れているからだ。

　キルルの『魔導器ワンド』は接近戦向きだ。一緒に訓練するというならハヤテと同じ肉体鍛錬になる。

　となると必然的に訓練中はふたりきりということになってしまうわけで……。

（やっぱりシェリーは気にするかな。俺が安易に引き受けたら拗すねるか落ち込むかするかも……）

　強気に見えてシェリーは意外と内側にため込むタイプだ。特にハヤテのこととなると考えすぎなくらいになることもある。

　それが分かっているので、ハヤテもヘタに返事はできない。ただキルルの頼たのみを無む下げに断るのも憚はばかられるため、どうにも身動きできない状態だ。

　その時、ふとシェリーが肩かたを竦すくめた。

「いいわよ。やりなさいな」

「いいのか？」

　思いのほかあっさりとお許しが出て、逆にハヤテは驚く。

「ハヤテが想定しているのは『魔神器ゼーレ』がない時の戦せん闘とう訓練でしょう。だったら素振りや走り込みばっかりじゃなく、キルルさんに『魔導器ワンド』で相手してもらった方がいいでしょう」

「ありがとうございます！」

　キルルは勢いよく頭を下げてシェリーにお礼を言う。

「お礼なんていいわよ」

　シェリーは気にしなくていいという風に手を振り、先に自室へ入っていった。

「んーと、じゃあ明日だけど、キルルは何時に起きれる？」

「ハヤテさんに合わせます！」

「分かった。せっかくだし、シェリーの言う通り組み手もするか。となると、広い場所探さないとな」

「あっ、それならいいところ知ってます」

　シェリーの態度は気になりつつ、ハヤテはしばらく明日の待ち合わせ場所などをキルルと話し合ったあと、もう遅おそい時間だったのでそのままおやすみを言って別れた。

「ではまた明日！」

「おう。明日な」

　満面の笑えみを浮うかべて去っていくキルルを見送り、ハヤテも部屋に入ろうとドアを開ける。

　部屋の中はすでに暗かった。どうやら照明が消されているようだ。

「なんだ、もう寝ねてるのか？」

　時間的にシャワーを浴びる時間もなかったはずだが、よほど疲つかれがたまっていた時やアルバイトが忙しかった時は翌朝に浴びることもある。今日がそうなのかもしれない。

（じゃあ俺も寝るか）

　シャワーの音で彼女を起こしてしまうのも忍しのびないので、ハヤテも寝ね間ま着きに着き替がえて早々にベッドに潜もぐり込むことにした。

（えーと、確か寝間着はこの辺に……）

　暗くら闇やみの中手て探さぐりで着替えを終えると、ハヤテは自分のベッドへと向かった。

　そのままベッドに潜り込もうとした時──かけ布ぶ団とんの中から伸のびてきた手によって、強引に内側へと引っ張り込まれた。

「なっ!?　シェ、シェリーか？」

　驚いて思わず疑ぎ問もん符ふが飛んだが、よく考えればこの部屋には自分以外シェリーしかいない。犯人は決まっていた。

　問題は、彼女がハヤテのベッドの中にいて、おそらくだが何も着ていない点だ。寝る時にいつも着る際きわどいネグリジェすら今は身につけていない。

　おかげで体のあちこちに少女のやわらかい部分が直じかに触ふれ、官能的な刺し激げきに理性が飛びそうになる。

「な、何なんだよ……やっぱりキルルのこと怒おこってんのか？」

　こうなると部屋が暗いのが幸いというか、見えていないことでギリギリの理性を保ちながらハヤテは尋たずねた。

「そんなわけないじゃない。キルルさんとの特訓は必要なことと思ったまでよ。それに彼女にはお世話にもなってるし、イジワルなことはしたくないわ」

　シェリーの言葉に裏はなさそうだった。どうやら本当に怒ってはいないようだ。

　じゃあなぜこんなことを……って、なんだか少し湿しめった感かん触しよくが首筋に。

「イテッ！　何するんだ!?」

「痕しるしをつけてるのよ」

「しるしぃ？」

　何のことかとハヤテは思ったが、ふと先さき程ほど押しつけられたのがシェリーの唇くちびるだと気づき、つけられている痕の意味を悟さとる。
















「キスマークかよ！　ただでさえ同室であれこれ言われてるのに、そんなものつけて教室入ったら……！」

「それは非常に今いま更さらな気もするけれど、何？　恥はずかしいの？　私のものであることが？　え？　どうなの下げ僕ぼく？」

（唐とう突とつにキレた……）

　ベッドの中でげんなりするハヤテだったが、こう言われると弱い自分も自覚していた。

「俺はシェリーの下僕ものだよ、ご主人様。どうぞお好きにしてください」

「そう。よろしい」

「って、おいおい！　いったい何ヶ所つける気だ!?」

「たくさんよ。キルルさんの妄想の余地が入る隙すき間まもないほど、たくさん」

　イジワルはしないが独どく占せん権けんは主張したいらしい。

「ん……ちゅっ」

「……！」

　シェリーは本当に体中に痕をつけまくる気でいるらしく、ハヤテの寝間着を脱ぬがせ、這はい回るように体の上を移動した。

　時々意味もなく脚あしを絡からませてきたり抱きついてきたりして、お互たがい微び妙みように汗あせばんでくる。

（ぬるぬるするのもあれだけど……）

　お互いシャワーも浴びていないせいか、ベッドの中にふたりのニオイがこもって、吸う度たびに頭がクラクラした。不快な意味ではなく、それこそ甘かん美びな、このニオイに味があったらきっと蕩とろけるように甘い。

「ん、はぁ……」

　ふたりの汗を潤じゆん滑かつ油ゆにシェリーの太ももや胸、そして舌がなめくじのように跡あとを残しながら、段々と下へ移動していって……

「……おい待て！　さすがにそこを吸うのはヤバい！」

　危あやうく正気を失いかけていたハヤテは、慌あわててシェリーを止めに入った。




　　　　▽




　翌早朝。

「ねむ……」

　非常に寝不足気味ではあったが、ハヤテは寝ぼけ眼まなこを擦こすりつつキルルとの約束の場所へと足を運んだ。

「えーと、確か」

　キルルに指定された場所というのは、寮りようから少し離はなれた場所にある小広場のような場所だ。中庭と違って庭園がなく開けた場所となっており、下が芝しば生ふで運動をするには最適だろう。

（まずはストレッチしたあと広場の周りで走り込み、素す振ぶりはいつもより減らすか。その代わり組み手の時間を多めに）

　ぶつぶつと口の中で呟つぶやきながら、ハヤテは広場の東側にある〝滝たき〟を目指す。

　滝とはいっても広場のオブジェとして造られた小さな滝だ。さすがお嬢じよう様さま校というべきか立派な造りで、跳はねる水みず飛沫しぶきが早朝の空気と相まって清せい涼りよう感かん溢あふれる空間を作っている。

「終わったあとここで汗を流すのも気持ちいいかもな」

　ここならシェリーに乱入される心配もないし……と、

「ん？」

　考え事をしていたハヤテは、滝の傍そばに近づくまでその人ひと影かげに気づけなかった。

「九千九百八十九……九千九百九十……」

　人影──胸にさらしを巻き薄うす着ぎに身を包んだ少女は、滝壺つぼのすぐ手前にある小さな岩場を足場にして、手にした槍やりを一心不乱に落ちる水流に向けて突つき込んでいた。

　いったいいつからそうしているのか？　早朝の涼すずしい空気の中だというのに、彼女の全身からは汗が噴ふき出し、熱気が湯気となって肩から立ちのぼっていた。

　それ以上にハヤテが目を瞠みはったのは、彼女の突きの恐おそろしいまでの〝正確さ〟だ。

「九千九百九十五……九千九百九十六……」

　少女の鋭するどい刺し突とつは滝の水流に吞のまれることなく、小さな円形の穴を穿うがつ。それは彼女の突きが水の勢いに負けず、それでいて突きの力が余計に分散していないことを示していた。

（あれだけ力強く突いてるのに、狭せまい岩場の上で全然足あし腰こしがブレてない。しかも寸すん分ぶん違たがわず同じ一点を突き続けてる。とんでもなく完成された〝型〟だ。俺とは積み上げてきたものが違う）

　ハヤテもこの二ヶ月木刀を振ふり続け、それなりに型も練習してきたが、この少女の前ではその努力も霞かすんで見えてしまう。

「九千九百九十九……一万」

　そこで少女は構えを解き、額の汗を腕うでで拭ぬぐった。

「うん？」

「あ……」

　ふと少女がハヤテに気づき、ふたりの目が合う。同時に、ハヤテは改めて彼女が非常に目のやり場に困る格好であることに気がついた。

（ヤバい！　すっかり見み惚とれてガン見しちまった！）

　決して少女の半はん裸ら体たいを凝ぎよう視ししていたわけではないのだが、言い訳にしか聞こえないだろう。

「……」

　案の定、少女は下ろしていた穂ほ先さきをハヤテへと向けた。

「ま、待った！　ウソ臭くさく聞こえるかもしれないが、誤解なんだ！」

「ムンッ！」

　問答無用とばかりに、少女は岩を蹴けって宙へと躍おどり出ると、そのままハヤテめがけて槍を突き出した。

「うおっと！」

　ハヤテは反射的に木刀で槍を受け止める。

　これがただの木刀だったらあっさりと折れていただろう。訓練のために鉄てつ芯しんを入れておいてよかったとハヤテは心の底から思った。

「フッ、ヤッ！」

　しかし、少女は一いつ瞬しゆんの動どう揺ようもなく、第二、第三の突きを放ってくる。
















　その動きは洗練され、淀よどみがまったくなかった。

「うわっ！」

　まさに修練の賜たま物ものというべき槍捌さばきで、またたく間にハヤテは手から木刀を叩たたき落とされ、首筋に穂先を突きつけられた。

『魔神器ゼーレ』がないとはいえ、少女の槍も『魔導器ワンド』ではない普ふ通つうの武器だ。つまり純じゆん粋すいな技量によって、ハヤテは彼女に負けたことになる。

（ぜ、全然歯が立たない）

「勝てない」ではなく「負けた」と思わせられたのは、この学院に来てはじめてのことだった。

　もちろん、『魔神器ゼーレ』や『魔導器ワンド』の戦いは、今のような単純な武術の腕前で決まるものではないが……女の子に負けたというのが思いのほかハヤテにはショックだった。

（いや、この世界だと女が男より強くて当たり前なんだけど……でも、腕わん力りよくなら俺の方が強いはずだよなぁ。背だって俺より低いし）

　ハヤテがどんよりしながらそんなことを考えていると、

「おい」

　威い圧あつを込こめた声こわ音ねで、少女が彼に声をかけてきた。

　そこでハヤテは喉のど元もと数ミリのところに突きつけられているものを思い出し、慌てて両手を挙げて降参のポーズを取る。

「男がなぜこの学院にいる？　……覗のぞきか？　もしそうなら」

　少女はクイッと槍を動かす。チクリとした痛みが走り、穂先が少し皮ひ膚ふに喰くい込んだ。

「ち、違ちがうって！　頼たのむから話を聞いてくれ！」

「変態に慈じ悲ひはない」

　少女は口ではそう言うが、自分の体のことをまるで隠かくそうとしない。

　彼女が着ているのは胸を覆おおう白いさらしと、布面積の頼たよりない肌はだ着ぎだけ。ほとんど半裸に近い。

　しかも水で布地と肌が密着しているせいか、彼女の体のラインが細部に至るまでクッキリと露あらわになっている。水の冷気で敏びん感かんになっているらしき胸部山脈の頂いただきや、引き締しまった腰元の谷間に至るまで、全すべてだ。

　だが、少女がハヤテに対して槍を突きつけているのは、そんな自分のあられもない姿を見られたためではなく、学院に侵しん入にゆうした不ふ埒らち者を成敗するためという感じがした。

　だが、それがそもそもの誤解で……。

「俺の名前はハヤテ・ミツルギ！　正しよう真しん正しよう銘めいこの学院の生徒だ！　学院長に確かく認にんを取ってくれてもいい！」

「ハヤテ……ミツルギ？」

　少女は首を傾かしげると何か思い当たったのか、少しだけ槍を下げた。皮膚の痛みはやんだが、それでもまだ彼女は槍を突きつけたままだ。

「ではお前がシェリー・シャルラッハロートの喚よんだ契約獣サーヴアントとやらか？」

「そ、そうだよ……」

　なんだかこういうやり取りも久しぶりだなと思いつつ、ハヤテは少女の質問になるべく小さく頷うなずいた。あまりアゴを引くと刃はで切ってしまいそうだったからだ。

　実にヒヤヒヤする状じよう況きようでの説得だったが、どうやら納なつ得とくしてくれたようで少女は槍を下ろした。

「すまん。男が契約獣サーヴアントとして召しよう喚かんされたという噂うわさは聞いたことがあるが、見たことがなかったのでな、覗きと勘かん違ちがいをした」

「いや、ジッと見てたのはこっちだし……ていうか、そろそろ上を着てくれ」

「ん？　ああ、そうだな」

　彼女はハヤテに言われて頷くと、滝の脇わきに畳たたんで置いてあったタオルでまず体を拭ふき、それから汗でぐっしょりと濡ぬれたさらしと肌着を取っ払ぱらった。

　水すい滴てきをはじく少女の瑞みず々みずしい肉体が外気に晒さらされる。

「……!?」

　ハヤテは思わず声を上げそうになったが我が慢まんして、慌てて後ろを向いた。

（そりゃ汗吸った服は脱ぬいでから着き替がえるだろうけど、俺が見てる前で堂々と脱がないで欲しいな……）

　ハヤテの頭に一瞬、彼のご主人様の顔がよぎった。

　ただシェリーが半ば意図的であるのに対し、この少女の場合は単にそういうことに無む頓とん着ちやくなだけのような気がした。

　それにどうも彼女はハヤテの顔を知らなかったようだ。

　ハヤテは召喚された当初、物もの珍めずらしさから自分を見学しに詰つめかけてきた少女たちの群れを思い出す。

（要するに噂は知ってたけど、わざわざ俺の顔を見に教室へ来たりとかはしなかったってことだよな？　まぁ、確かにそういうのに踊おどらされるタイプには見えないけど）

　それこそ少女の放つ突きと同じく、まっすぐでブレない芯が彼女の中にはあるように感じられた。

　一方で、半裸を晒した程度では動じない無頓着さもそこに通じている気もする。

「ハヤテさーん」

　その時、遠くから名前を呼ばれて顔を上げると、キルルが黒獣ブラツクドツグと一いつ緒しよにこちらへ駆かけ寄ってくる姿が見えた。

「お待たせしました。身み支じ度たくに手間取っちゃって」

「俺も今来たとこだよ」

　少々トラブルはあったが、とは言わずに置いた。

「ではな、ハヤテ・ミツルギ。先さき程ほどはすまなかった」

　着替えを終えたらしい少女から声がかかり、振り向いた時にはすでに彼女は槍を担かついでこちらに背を向けて歩き去ろうとしていた。

「えっ、あの人って……」

「キルル。あれが誰だれか知ってるのか？」

　去っていく少女を見てキルルが驚おどろいた顔をしたので、ハヤテは彼女に尋たずねてみた。

「あの後ろ姿と鍛たん錬れん用の長槍。たぶんですけど、ランキング『１位』のピア・レイシス先せん輩ぱいです」

「ランキング『１位』!?」

　思いがけないキルルの言葉にハヤテは絶句し、改めて歩き去る少女──ピアの背中を凝視する。

　ほどなくして彼女は校舎の陰かげで見えなくなった。

「……道理で強いわけだ」

　ピアが消えた建物の角を見つめながらハヤテは呟つぶやく。

「何かあったんですか？」

　小首を傾げたキルルがハヤテに尋ねてくる。

「いや、何でもない。それより訓練始めるか」

　思わぬところでランキング『１位』との遭そう遇ぐうとなったが、今気にしたところで仕方がないとハヤテは気持ちを切り替かえた。

「はい！　お願いします！」

「ガウッ！」

　キルルと黒獣ブラツクドツグは元気よく返事をする。

「じゃあ、まずはストレッチから始めるか。せっかくふたりいるし、お互たがいに協力してな」

「あっ……はい！」

　お互いに協力してと言われ、キルルは顔を赤らめながら勢いよく頷いた。

「最初に前ぜん屈くつするか。どっちが先に背中押す？」

「えっと……じゃ、じゃあ私が先に押してもらっていいですか？」

「了りよう解かい」

　ハヤテが首を縦に振ふると、キルルは前屈をするために芝しば生ふの上に腰こしを下ろし、両足を適度な角度に広げた。

「お、お願いします」

　やや緊きん張ちようした声音でキルルはハヤテに準備ができたことを伝える。

「それじゃ押すからな。痛かったら言ってくれ」

「は、はい！」

「……？」

（妙みように声が固いな。ただのストレッチなんだけど）

　そう思いながらハヤテはキルルの小さな背中に両手を当てる。

　その背があまりにも薄うすくて壊こわれてしまいそうだと思いながら、ハヤテは遠えん慮りよがちに腕うでに力を込めた。

　グググッとキルルの上半身が前のめりになり、ある程度まで沈しずんだところで固まる。そこからは筋肉がやわらかくなるように力を入れたり抜ぬいたりした。

「うっ、うぅん」

「痛いか？」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶ……ですっ、うぅ、はぅ！」

「そ、そうか……」

「はいぃ……」

　やってることはただのストレッチだ。ストレッチ……なのだが……

「あふっ、ふぅ……」

　……何でこんなにイケないことをしている雰ふん囲い気きなのか？

　ストレッチをした時、つい息を吐はいてしまうのは当たり前だ。それは人として当然であって、決してハヤテが意図的に切ない声をキルルに出させているわけではない。

　それとも今日は特訓のために、キルルが動きやすい薄うす手での服を着ているのが犯罪臭しゆうを増長しているのだろうか？　確かに白い布地は透すけやすく、目を凝こらすと彼女の下着の色さえ見えてしまいそうだが……

（って！　何を変なこと考えてるんだ俺は！　無心だ、無心になれ……！）

「ふあっ……ハヤテさん？　どうしました？」

「！　何でもない！　何でもないぞ！」

「そうですか？　……ところで、そのハヤテさんの首輪の隙すき間まから見えている跡あとってもしかして」

「よぉーしストレッチはこのくらいでいいか！　次は走ろう！　すぐ走ろう！」

　そうして何とかストレッチを終え、ハヤテはキルルとの早朝訓練を始めたのだった。




　　　　▽




　ハヤテたちが早朝訓練を終えたちょうどその頃ころ、学院長室では学院長のシャンセと各学年の学年主任たちが集まり、とある会議を開いていた。

「……ではやはり今年のランキング上位者は実力が拮きつ抗こうしているようですね」

　学年主任たちから提出された資料、直近の試験の結果や試合内容などを見比べたシャンセはぽつりと呟いた。

　それから彼女は顔を上げ、学年主任たちを見回す。

「こうなると私としては、例年通り上位二名にそのままシード権を与あたえるのではなく、実力が拮抗する者同士でトーナメントを行い、それに勝ち残った者を『レギンレイヴ杯はい』に出させるのがよろしいかと思いますが、みなさんの意見は？」

　シャンセたちが朝から集まっていたのは、今年の学院代表の選考について話し合うためだった。

　ディアスペル王立学院は『八大魔宴ヴアルプルギス』のひとつ『レギンレイヴ杯』に、学院代表という形で学内ランキング『１位』と『２位』を毎年シード枠わくで出させていた。

　これはスターファム王国の若者育成という方針に則のつとったものであり、長年受け継つがれてきた伝統とも言える。

　しかし、シャンセはあえて例年とは違う形で、そのシード枠を決めようと提案しているのだ。

「私は反対です」

　真っ先に反対したのは三年の学年主任だった。

「なぜ今年に限ってそのようなトーナメントを行う必要があるのですか？　現『１位』も『２位』も確かな実力を備えています。彼女たちを学院代表にすれば事足りるでしょう」

「〝事足りる〟というのはどういう意味だ？」

　学院長を説得しようとする彼女に対し、一学年主任であるレーラが口を挟はさんだ。

　三学年主任は黒ずくめの彼女を睨にらんだあと、口の中で小さく舌打ちしつつも答えた。

「もちろん、彼女たちなら充じゆう分ぶんに学院代表の務めを果たしてくれるという意味です。必ずや上位入賞を果たすでしょう」

「何だそれは？　優勝を狙ねらわないのなら、どこで負けても同じだろう。だったら誰を出したって一緒だ」

　レーラがバッサリと切り捨てると、三学年主任は思わず鼻白んだ。

「この学院にシード権が与えられているのは、我々の育成能力を国に対してアピールするためではない。若い才能を送り出し、王国を勝利に導くためだ」

　相手が黙だまったところへレーラはさらに畳たたみかける。

「代表を決定するトーナメント自体、前例がないわけではない。上じよう位い陣じんの実力が拮抗しているのなら、むしろ競きそわせるのは当然だろう」

　レーラの理路整然とした理り屈くつに、三学年主任は表情を歪ゆがめた。

「私は……ピア・レイシスを一年の頃から知っています。彼女が『１位』になるためにどれだけ努力したのかも……」

「ならば勝てばいい」

　若じやつ干かん顔を俯うつむかせる三学年主任に対しても、レーラは容よう赦しやなく言い切る。

「ピア・レイシスのことなら私だって知っている。だが、『魔宴ヴアルプルギス』は遊びではない。勝利に必要なのは実力。ただそれだけだ」

　レーラは俯く相手の顔を見て、少しだけ目を細める。

「それともピアにはそれが足りないと思っているのか？」

「……そんなことありません！」

　まるで自分が侮ぶ辱じよくされたかのように、三学年主任は頰ほおを赤らめてレーラに反論した。

「なら何も問題ないだろう」

「決まりですね」

　学年主任たちの口論が終わるのを待ってから、学院長は話のまとめに入った。

「レーラ先生の言う通り、トーナメントが行われるのはむしろ喜ばしいことです。それだけ今年の生徒たちは粒つぶ揃ぞろいということなのですから。そして、ピアさんがその中でも最上位の実力者であるのもまた事実。トーナメントは一対一、バトルロワイヤルのように漁ぎよ夫ふの利が発生しない分、実力差が如によ実じつに出るものです。順当にいけばピアさんがそのまま優勝することでしょう」

「「……」」

　口論していた両者に配はい慮りよした物言いで、学院長はふたりの気持ちを落ち着かせつつ、最後に結論を述べた。

「それでは近々、生徒たちに学院代表を決める選せん抜ばつトーナメントの開かい催さいを告知すると致いたしましょう」








第二章　負けず嫌ぎらいの乙女おとめたち









　早朝の訓練をキルルとともに終え、その後シェリーと合流したハヤテはいつも通り汗あせを流して、また三人で集まってから教室へ登校した。

「ふーん、ピア・レイシスとねぇ。ランキング『１位』とばったり遭遇なんて、これは次のランキング戦で戦えという神のお告げかしら」

「そんな短たん絡らく的な……。まぁ、いずれ戦わなきゃならない相手ではあるけどさ」

「簡単に勝てる相手じゃないと思いますけど……あれ？」

　三人で話をしながら教室に入ると、室内が妙に慌あわただしかった。

　もうすぐ予よ鈴れいも鳴るというのに、クラスのあちこちにグループができ、口々に何かを話し合っていた。

「やあ、ハヤテ君」

「遅おそかったですわね」

　何だろうと思いハヤテたちがドアのところで立ち尽つくしていると、先に教室に来ていたアリアとビクトリアが挨あい拶さつもそこそこに近寄ってきた。

「おっす、アリア。なんか騒さわがしいけど、何かあったのか？」

「うーん、あったというか、まぁちょっとした噂うわさが朝から広まっていてね」

「噂？」

「まぁ、座ってから話そうよ」

　アリアに促うながされ、ハヤテたちは教室の隅すみの定位置へと移動する。

「それで、噂って何なんだ？」

「それがね、どうも今年の『レギンレイヴ杯』の学院代表はトーナメントで選ぶらしいんだ」

「えっ！」

　アリアの口から飛び出た言葉に、珍めずらしくシェリーが思わずといった声を上げた。

　学院代表──つまり『レギンレイヴ杯』のシード権に関する話題となれば、彼女が反応してしまうのも無理からぬことだろう。

　彼女の抱かかえる事情をここにいる四人は承知しているので、特にそのことに対して変につついたりすることはない。アリアも淡たん々たんと説明を続けた。

「トーナメントに出られるのはランキング上位八名。その八人で勝ち抜き戦をやって優勝者と準優勝者にシード権を与えるらしい」

「なぜ、いつものようにランキング上位二名からの選出にならなかったの？」

　シェリーはやや食い気味にアリアに質問した。

「今年の上位陣は実力が拮抗しているから、という理由らしいよ」

「……」

　アリアの答えにシェリーはしばし黙もつ考こうしたあと、不意に肩かたから力を抜いて椅い子すにもたれかかった。

「そう……。まぁ、幸い私たちのランキングは八位以内に入っているし、トーナメントには出られるでしょう。むしろ、クエストで無理にポイントを稼かせがなくてよくなった分、楽かもね」

　彼女はそう言いつつ、どこか浮うかない顔をしていた。

（何でだ……？　シェリーの言う通り楽になったし、アリアの説明にも変なところはなかったけど）

　上位陣の実力が拮抗しているからトーナメントをやる──特におかしな話ではない気がする。

「こういうことは滅めつ多たにやらないのか？」

　シェリーの態度が気になり、ハヤテはアリアに尋たずねる。

「そうだね。珍しいことだけど、前例がないわけじゃないらしいよ」

「ふーん……」

　頷うなずくが、シェリーの表情の意味は結局分からないままだった。

　その時、担任のレーラが教室に入ってくる。

「よーし、お前ら席に着け」

　彼女のひと声で生徒たちは各おの々おのの席へと戻もどる。

「……」

　だが、どこかそわそわとした空気は未いまだに教室内に漂ただよっていた。

　教師であるレーラなら噂の真しん偽ぎを知っているかもしれない──そんな期待も落ち着かない空気に拍はく車しやをかけている。

「さて、まずは出欠だが」

　ただこの黒衣の担任は生徒たちの視線など気にも留めず、今日も淡々とした態度で出欠の確かく認にんを行った。

　いつも通りと言えばいつも通りなのだが、

「……」

　この時ばかりはシェリーもやきもきとした様子で、指先で机をトントントントンと叩たたきつつ、レーラの口から件くだんのトーナメントの話がいつ飛び出るかと耳を傾かたむけていた。

「確認事じ項こうについては以上だ。では最後に、ひとつ重大な報しらせがある」

　レーラがそう言った瞬しゆん間かん、教室の中に緊きん張ちようが走った。無論ハヤテの隣となりでも。

「二週間後、学内ランキング上位八名による、学院代表を決める選抜トーナメントが開かれることになった。詳しよう細さいは追って伝えるが、基本的なルールはランキング戦と変わらない。優勝者と準優勝者が今年度の学院代表として、『レギンレイヴ杯はい』に出場することになる」

　要点だけを簡潔に話し終えたレーラは、その後生徒から投げかけられた質問に二、三答えたあと教室を出ていった。

　そして、担任が退室したあとの教室は、再びざわめきに包まれた。

「噂は本当だったんですのね」

「上位者の実力が拮きつ抗こうしているのが理由と、レーラ先生は仰おつしやっていましたわ」

「前例がないわけではないそうですが、なぜ今年に限って例年通りとはいかなかったのでしょう？」

「だからそれは先さき程ほど……」

　教室のあちこちで飛び交かう少女たちの会話を背中で聞きながら、ハヤテはシェリーに話しかける。

「噂は本当だったみたいだな」

「ええ」

　シェリーは澄すまし顔で答えるが、ハヤテはその横顔をじーっと見続ける。

「……何？」

「いや、何でそんな難しい顔してんのかなと」

「そんな顔してるかしら？」

「ああ」

　ハヤテが頷くと、シェリーはしばし無言を貫つらぬいたあと、はぁとため息をついた。

「たいしたことじゃないのよ。単なる考えすぎかもしれないし、気にしないことにするわ」

　そう言うとシェリーは気持ちを切り替かえるように、自分の頰を軽く叩いた。

「さて、肝かん心じんの選抜トーナメントだけれど、まずはライバルになりそうな人たちを調べないとね。『１位』のピア・レイシスはもちろん、そのほかの有望な生徒も。特に私たちよりランキングが上の人は念入りに」

「またアリアに頼たのむか？」

「あまり彼女の時間を奪うばうのはよくないけれど、どうしてもとなったらお願いするかもね」

　シェリーは頷きつつ、ちらりと教室の後方を振ふり返る。

　そちらにはクラスメイトに囲まれたビクトリアがいて、シェリーの視線に気づくとフフンッと胸を張った。

「……ビクトリアさんも『７位』。彼女との再戦も考えないとね」

　独り言のようにシェリーは言い、それからつけ加えるように、

「アリアさんは『29位』だから難しいと思うけれど、キルルさんは次のランキング戦次し第だいではあり得るかもね」

「ん……？　ランキング戦？」

　そんなものあったっけとハヤテは首を傾かしげる。

「トーナメントは二週間後でしょう。なら、その前に一回だけランキング戦が挟はさまるはずよ。キルルさんは今『11位』だし、結果次第では、というところだと思うわ」

「そうなのか」

　だったら頑がん張ばって欲しいとハヤテは思い、キルルが座る席の方を見やる。

　彼女はこちらの視線には気づいておらず、自分の膝ひざの辺りに目を落としながら「……よし」と口元で呟つぶやいていた。

　その表情には決意とやる気が感じられる。

　ハヤテは思っていた以上にキルルがいい顔をしていたので、ついしばらくの間ジッとそちらを見ていたが……その頭を軽くぺしんっとシェリーに叩かれた。

「何をボーッとしているの？　他人ひと事ごとみたいに考えてる場合じゃないわよ。ランキング戦があるということは、私たちだって結果次第では『８位』以下に落とされるかもしれないわ。慢まん心しんしていたら足あし許もとを掬すくわれるわ」

「お、おう！」

　確かに他人事っぽく考えていたハヤテは慌てて答えたあと、反省の意味も込こめて自分の側頭部をゴツンと殴なぐって気合いを入れ直した。
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　その日の放課後、ハヤテたちはキルルとともに模も擬ぎ訓練場を訪おとずれていた。

　使用するのは模擬戦エリア。目的は選せん抜ばつトーナメントとその直前のランキング戦のための戦せん闘とう訓練だ。

「悪いわね、キルルさん。私たちにつき合わせてしまって」

「いいえ。あたしもハヤテさんに早朝の特訓につき合っていただいてますし、お互たがい様ですよ」

「ビクトリアさんも誘さそったんだけれど、断られてしまって。彼女はひとりで特訓して、私たちとは当日戦いたいそうよ」

「ああ、言ってたな」

　放課後の訓練に誘いに行った時、「ついにリベンジの時が来ましたわ！　今度は以前のようにはいきませんわよ！」と言って、ビクトリアは高笑いしながら去っていった。

（ありゃ、相当強くなってきそうだな）

　普ふ段だん通りのテンションとは裏腹に、目はいつになく真しん剣けんモードだった。

　彼女の宣言通り、以前のように隙すきを突ついて一気に勝ちをもぎ取ることなどできないだろう。トーナメントでもし彼女と当たった時は、覚かく悟ごを決めて戦わなければならない。

「今日のこの訓練は、二週間後のトーナメントのためなんですよね？」

　その時ふとキルルが口を開く。

「ええ。選抜トーナメントのためと、あとその前にあるランキング戦で躓つまずかないように、というのもあるわね」

　彼女の質問にシェリーは頷きながら答えた。

　それを聞き、キルルは胸の前でグッと両手を握にぎり締しめる。

「あたしも次のランキング戦でいい成績を取って、トーナメントに出られるように頑張るつもりです」

「そう。じゃあ、お互い手は抜けないわね」

　そこではたと疑問を抱いだいたように、キルルは首を傾げる。

「手を……といえば、選抜トーナメントでもハヤテさんたちは『魔神技ラストオリジン』を使わないんですか？」

「ええ、シュバルツ先生から禁止されているわ」

　シェリーはキルルの疑問に答える。

「けど、別にそのことに不満はないわ」

「そうなんですか？　でも、あの技わざが使えればトーナメントも楽に……」

「まぁ、私たちだけが制限を受けていたら、多少は不満に思っていたかもね」

　キルルの言う通り、『魔神技ラストオリジン』が使えたならもっと楽にランキングも上げられただろう。

『魔神技ラストオリジン』はあまりに強力すぎる技とはいえ、ハヤテたちの力の一部であることに違ちがいはない。確かに周囲への被ひ害がいが甚じん大だいすぎるが、ハヤテたちだけが全力を出すことを禁止されていたら、不満のひとつも言っていたかもしれない。

　しかし。

「でも、あの大陸最強を誇ほこるオルトリア・アルタイルも同じ条件で戦っているわ。彼女は七つの『魔導器ワンド』を持つけれど、〝強すぎる〟という理由で全すべてが使用を解禁されていない」

「……」

　ハヤテもその話を聞かされた時は驚おどろかされたが、一度オルトリアの強さを見ているので納なつ得とくもしている。

「彼女はそれでもなお大陸最強の名を恣ほしいままにしている。それを超こえようとしている私たちが、彼女と同じ条件を受け入れないわけにはいかないわ」

　現大陸最強の魔女騎士ヘクセンリツターと自分を同じ地平で語る……見方によっては不ふ遜そんの極きわみだが、シェリーは堂々とそう言い放った。

　彼女の力強い宣言にキルルはしばし息を吞のんでいたが、やがて大きく深呼吸して気持ちを改めた。

「なら……あたしも遠えん慮りよはしません！　全力でやらせてもらいます！」

「ええ、存分にやりましょう」

「はい！　よろしくお願いします」

　シェリーとキルルは戦いの前に笑えみを浮うかべると、模擬戦同様に試合場の端はしと端に移動する。

「創起キヤスト──『装雷神の籠手ボルカニツクガントレツト』！」

「創造クリエイシヨン──『レーヴァティン』！」

　黒獣ブラツクドツグの唸うなり声とシェリーの喘あえぎ声が重なり、続けてハヤテとキルルの手にそれぞれの『魔神器ゼーレ』と『魔導器ワンド』が顕けん現げんする。

「「……」」

　チリチリと火の粉を撒まく大たい剣けんを構えるハヤテと、パチパチと紫し電でんを放つ籠こ手てで拳こぶしを握るキルルが対たい峙じし、黒獣ブラツクドツグとシェリーも臨戦態勢を取る。

（キルルの『籠手』は自身を雷かみなりと同化させる『魔導器ワンド』。その動きは光速）

　ハヤテもまた『レーヴァティン』の恩おん恵けいにより、飛ひ躍やく的に身体能力を向上させているが、それでも速さという一点においては『装雷神の籠手ボルカニツクガントレツト』に一段劣おとる。

　ただハヤテには優すぐれた動体視力があるので、完全に対処できないというわけでもない。一方でシェリーは大魔ま法ほうがあるとはいえ、キルルの動きに反応するのは難しいだろう。

　つまり自然とハヤテ対キルル、シェリー対黒獣ブラツクドツグという構図ができあがる。

　真っ先に動いたのは最速のキルルだった。

「フッ──」

　鋭するどい呼気とともにその姿がかき消える。

「ッ！」

　模擬戦が始まると同時に集中力を極限まで高めていたハヤテは、視界の端に滲にじむように映る彼女の残像を追い、その先の動きを読んで大剣の側面を盾たてのように構えた。

　ズガンッ!!

　セオリー通り背後に回るかと思われたキルルはまさかの正面。彼女の雷の拳が『レーヴァティン』越ごしに衝しよう撃げきとなって伝わってくる。

「───ッ！」

　重い。腰こしの入った一撃はもし直撃していたら体がくの字に折れていただろう。

「シッ！」

　初撃を防がれてもなお、キルルは休むことなくそのままコンビネーションに入る。手合いの距きよ離りでは彼女の小さな手足の方がハヤテの剣よりも速い。

　ドッ！　ガッ！　ガキンッ！

　一撃一撃が重く、鋭い。

　まだキルルが『装雷神の籠手ボルカニツクガントレツト』を使い始めた頃ころ、彼女はその速さに振り回されていた。

　だが今は違う。

　拳には速さに加えて全体重が乗り、蹴けりにも腰の回転の力が加えられている。動作のひとつひとつに切れ目がなくなって、コンビネーションもはるかにスムーズに、選せん択たく肢しが多くなった。

　かつてハヤテが彼女と真剣勝負をした時は、彼女の『魔導器ワンド』に対する慣れ不足が勝敗を分けた。もしあの時、彼女が今ほどの習熟度を持っていたなら、負けていたのはハヤテたちだったかもしれない。

　けれど──成長したのは彼女だけではない。

　ギンッ！　ドドッ！　バキッ！

　キルルの光速の攻こう撃げきをハヤテが全て捌さばいていることが、その証明だ。

（次は右下段、突き上──フェイントかっ！　後ろに──！）

　ハヤテの目にキルルの攻撃の全てが見えているわけではない。

　それでもその攻撃を受けきれるのは、積み重ねた実戦による〝経験則〟のおかげだ。

「───」

　ハヤテたちはランキングを上げるために、この二ヶ月死に物狂ぐるいでクエストを受け続けてきた。

　本気でこちらの命を狙ねらってくる魔ま獣じゆうとの戦いは、学院での模擬戦を百回繰くり返す以上の経験と、それに伴ともなう知ち恵えをハヤテに与あたえてくれた。

　魔獣の多くは未知の生物で、ゆえに何をしてくるか分からない。だからこそ、一いつ瞬しゆんの判断の遅おくれが命取りとなる。

　だからこそ培つちかわれたのは次に相手が何をするのか予測する力。

　ハヤテの目にキルルの攻撃の全てが見えているわけではない──だがわずかな筋肉の起こりや、動作の初動は見えている。

　そこから読み取れる攻撃の流れを予想し、ハヤテは彼女の拳や蹴りを防いでいた。

「ッ、ハァ！」

　そして、攻撃のわずかな切れ目を狙い、反撃に転じる。

「クッ！」

　上段からの振ふり下ろしは躱かわされるが、今度はこちらの番とばかりにハヤテは後退するキルルを追撃していく。

「セイッ！　ヤァ！」

『レーヴァティン』から[image: 迸]ほとばしる爆ばく炎えんの渦うずを花のように咲さかせながら、範はん囲い攻撃と物量で今まで押し込まれた分を押し返していく。

　攻撃力においてはハヤテの方が数段上だ。

　速く、怒ど濤とうの攻せめを得意とするキルル。

　強く、苛か烈れつな攻めを得意とするハヤテ。

　どちらがより優れているというものでもないが、最初の攻防はいったんキルルが距離を取ったことで互ご角かくの内に終わった。

「ハァ、ハァ……」

「フゥぅぅ……」

　ハヤテとキルルは油断なく構えつつ、一時的に乱れた呼吸を整える。

　その傍かたわらに、お互いのパートナーがそれぞれ寄り添そった。

「シェリー。ケガはないか？」

「平気よ。でも、黒獣ブラツクドツグを倒たおしきれなかったわ。キルルさんのフォローに徹てつせられると厳しいわね」

　黒獣ブラツクドツグもまた俊しゆん敏びんな動きと雷らい撃げきを武器とする獣けものだ。

　それでも正面からぶつかりさえすれば、大魔法を持つシェリーの勝利は確実だろう。だが、黒獣ブラツクドツグはあくまで「ハヤテとキルルの戦いにシェリーが介かい入にゆうするのを防ぐ」という一点に力を注いでいる。

「あのスピードでヒットアンドアウェイを繰り返されると、やっぱり面めん倒どうね」

　魔女騎士ヘクセンリツターと契約獣サーヴアントは一いつ対ついの存在。一対一で両方を打倒する必要はなく、チームワークで優れた方が勝つ。キルルたちの戦略は正しい。

　とはいえ、シェリー対黒獣ブラツクドツグに関していえば、十中八九彼女の敗北はないだろう。ただ単に彼女がハヤテのフォローをできないだけで。

　となればやはり、ハヤテとキルルの戦いが鍵かぎとなる。

「俺に任せとけ」

　自分の役割を自覚しているハヤテは、大剣の柄つかを握り直した。

　一方、キルルは。

「クロ。フォローありがとう。もう少し頑がん張ばって」

「ガウッ！」

　黒獣ブラツクドツグは少女の声に力強く応こたえ、体たい軀くを震ふるわせて全身の霜しもを払はらう。シェリーの氷魔法を紙一ひと重えで躱し続けた代だい償しように四し肢しは冷え切っていたが、その心は主あるじを護まもろうと熱く燃えていた。

　その主もまた契約獣サーヴアントの気持ちに応え、深呼吸し──真しん剣けんな瞳ひとみでハヤテたちを射い貫ぬく。

「魔技マギカ──」

　少女の小さな口元が力ある言葉を紡つむぐ。

「──雷獣憑依キリユウ！」

（キルルも魔技マギカを!?）

　予想していなかったわけではない。この二ヶ月、キルルはメキメキと実力をつけてきた。魔技マギカのひとつやふたつ習得していても不思議ではない。

　だがハヤテは彼女の魔技マギカを見るのはこれがはじめてだった。秘密にしていたのか、それともつい最近技わざが解放されたばかりなのか、それは分からないが。

　ともかく、彼女が魔技マギカの技名を口にした瞬間、変化が訪おとずれた。

「！」

　キルルが四つ足歩行の動物のように手の平を床ゆかにつくと、その手足を雷の装そう甲こうが覆おおった。

　バチバチと放電する鎧よろいはまるで獣の逆立った毛並みのようで、指先には敵を切り裂さく雷の爪つめ。お尻しりの辺りからはやはり雷でできた尾おが二本伸のび、こちらを威い嚇かくするみたいにビュンビュンと揺ゆれている。

　まさに雷の獣をその身に宿したような姿だった。

「あれがキルルの魔技マギカ……！」

「来るわよ！」

　シェリーの声と同時にキルルの姿がかき消える。

「焰ほのおよ！」

　瞬時の判断でハヤテは炎ほのおを渦うず状じようの壁かべにして、自分とシェリーを囲った。

　ところが次の手を打つ間もなく、強力な電気のバリアをまとったキルルが炎を突つき破やぶってハヤテの眼前に現れる。

（──壁をッ!?）

　次の瞬間に衝撃が来た。

「グッ！」

　薙なぎ払うような右のフック、いや、爪の斬きり裂き攻撃だった。

　それ自体はおそらく防いだ。

　しかし。

（防ぼう御ぎよした腕うでに痺しびれが走る。これは、電気による麻ま痺ひ攻撃？）

　おそらく刃やいばを伝って電撃が腕を駆かけ上り、神経にダメージを与えているのだろう。つまりは防御貫かん通つう攻撃。

　痺れて力の抜ぬけた右腕に今度は蹴りの衝撃が来た。『レーヴァティン』を盾にしているとはいえ受け切れず、ハヤテは炎の壁の外へブッ飛ばされ、キルルがすぐさまそのあとを追ってきた。

「キルルッ！」

　ハヤテは己おのれを叱しつ咤たし、炎の剣けんで彼女の爪そう撃げきに応戦する。

　打ち合いに応じれば応じるだけ痺れが全身に広がっていくが、防御しないわけにもいかない。

　攻撃による麻痺がじわじわとハヤテを追い詰つめていく。

（けどこの麻痺すら、この魔技マギカにとっては副産物に過ぎない。本命は身体能力の向上……！）

　いや、身体能力の向上と言うより、身体機能の改善と言う方が正しいかもしれない。

　人体の構造は実に様々な機能を備えているが、運動面においては必ずしも優ゆう秀しゆうではない。特に「走ること」に関して言えば並かそれ以下だ。

　おそらく雷獣憑依キリユウによる四つ足歩行は「走ることに特化した身体機能の獲かく得とく」が重要なのだろう。

　人の身で光速ならば、獣の身では──

「アアアア！」

（消ッ!?）

　──その迅はやさはまさに神速！

　ハヤテの目をもってしても残像すら捉とらえきれなくなった瞬間、全身を砲ほう弾だんと化したキルルの体当たりが彼の腹部に突き刺ささった。

「グハッ！」

　そのまま場外まで吹ふき飛ばされそうになるハヤテだが、何とか手の平と足の裏でブレーキをかけて踏ふみ留とどまる。

　体勢を立て直し、ハヤテが顔を上げると、停止したキルルが四つ足のまま彼のことを睥へい睨げいしていた。

　まるで獣の王のような姿に、ハヤテは素す直なおな賞賛を送る。

「……スゲェ、拳こぶしどころか、全身消えて見えた」

　元よりキルルの突き出す拳は目で追っても捉えきれない速度が出ていた。だがそれは全すべての力が集約される肉体の先せん端たん部分限定の話。

　だが今の一撃は彼女の全身が視界から消え、動きの起こりを感知することすらこちらに許さなかった。

　一身閃せん光こう。

　トップスピードに乗ったキルルは光の世界すら置き去りにする。

　ハヤテの表情は驚きよう愕がくに満ちていたが、そんな彼を見つめるキルルの顔には若じやつ干かんの陰かげりがあった……。

「でも、倒し切れませんでした」

　今の一撃に自信があったのか、キルルは悔くやしそうに口を開く。

「ん？　いや、見えなくなった瞬間、咄とつ嗟さに攻こう撃げきに備えたからさ。何とか堪こらえることができただけだって」

　攻撃に対する備え──つまり、攻撃を受ける覚かく悟ごを決めるのと決めないのとでは、ダメージに対する耐たい性せいに大きな違ちがいが出る。

　不意打ちやカウンターが優すぐれているのはその点で、それらの攻撃は相手に覚悟を決めさせる間もなくダメージを与えることができる。その場合、少ない力でも相手を倒すことができたりする──逆に、ダメージをもらうことを覚悟さえしていれば、多少の一撃は耐たえられたりするものだった。

　これもハヤテが二ヶ月の間に学んだ実戦の技術だ。根こん性じよう論ろんとも言うが。

「次こそは……！」

　キルルは四肢を踏ん張り、再びハヤテに襲おそいかかろうとする。

　だが、しかし。

「次はない」

「え？」

　ハヤテのひと言に、キルルの動きがピタリと止まる。

「どういうことですか？」

　その答えは彼女の背後に現れた。

「氷ひよう刃じんを研ぐ者よ、汝なんじが拵こしらえし切っ先は何者をも斬り裂き凍いてつかさん、愚おろかなる敵よ、静止したる眼まなこを以もつて死の世界を垣かい間ま見みん、冷れい廟びようの審しん判ぱんをその身に浴びよ──《氷刃氷斬殺ブリザードエツジ》」

　朗々たる呪じゆ文もんの詠えい唱しようはハヤテが生み出していた炎の壁を突き破り、無数の氷刃となってキルルと黒獣ブラツクドツグへ襲いかかった。

「うっ！」

　キルルは大きく距きよ離りを取ってそれを躱かわすが、

「ギャゥン！」

　黒獣ブラツクドツグは全てを避よけられずに数枚の刃を喰くらい、床の上に倒たおれ伏ふす。『ヴァルハラの加護』により肉体ダメージは精神ダメージに変へん換かんされるが、もう立つことはできないだろう。

「クロっ！」

「ブッ飛ばされたあとも俺が炎の壁を解かなかったことに、疑問を覚えるべきだったな」

　キルルには破られた壁も、黒獣ブラツクドツグには有効だ。

　彼女の契約獣サーヴアントが炎に阻はばまれて動けない間に、シェリーは壁の中で悠ゆう々ゆうと大魔ま法ほうを詠唱できた。

　これで二対一。黒獣ブラツクドツグのサポートで成り立っていた均きん衡こうは崩くずれ去った。

「というわけで……行くぞっ！　キルル！」
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「はぁ……」

　ハヤテたちとの訓練を終え、自室に戻もどってきたキルルは大きく息をつき、ベッドに身を投げ出した。

「くぅん」

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいの主あるじを気き遣づかうように黒獣ブラツクドツグがひと声鳴く。

「ううん、大だい丈じよう夫ぶだよ。クロ」

　キルルは契約獣サーヴアントの頭をやさしく撫なで、問題ないことを告げる。

　しばらくの間ぼんやりと黒獣ブラツクドツグの頭を撫で続けたあと、キルルはベッドから立ち上がった。

「シャワー浴びよっか」

「あおンッ！」

　キルルがそう言うと、黒獣ブラツクドツグは尻尾しつぽを振ふって彼女についてきた。

　雷かみなりの化身である黒獣ブラツクドツグは万が一を考え、人がいる時の大浴場へ入れるのは禁止されている。だがキルルは自分の契約獣サーヴアントがとても賢かしこく、風ふ呂ろに入る時は毛先が帯電しないように調整できることを知っているので、時々こうして個室風呂には一いつ緒しよに入っていた。

「よいしょっ」

　キルルは制服を脱ぬいで丁てい寧ねいに折りたたむと、浴室の中へと入る。

　黒獣ブラツクドツグは大型犬並の体格をしているが、彼女の方は小こ柄がらなので一緒に入っても空間的にはだいぶ余よ裕ゆうがあった。

　起動キーを詠唱すると魔硝石マテリアルが輝かがやき、シャワーから冷たい水が流れてくる。

「……」

　肌はだの表面から火ほ照てりが冷やされていく心地ここちよさに身を委ゆだねながら、キルルは放課後の訓練のあとに、ハヤテたちと行った反省会の時のことを思い出していた。

（炎の壁を破った時、あそこでハヤテさんを追いかけたのはミスだったなぁ。魔女騎士ヘクセンリツターはシェリーさんなんだから、狙ねらうなら絶好の機会だったのに）
















　とはいえ彼女には大魔法がある。それに渦状の壁の中という狭せまい空間内では、せっかくの神速も活いかしきれない。

（ハヤテさんが戻ってくる前に勝てたかは微び妙みようかな……）

　だがあの時、思わず彼にこだわってしまったのは明らかに失策だっただろう。そこは反省すべき点だ。

「……」

　手の平に水をためて顔をパシャッと洗う。

　薄うす目めを開けて隣となりを見れば、黒獣ブラツクドツグが気持ちよさそうに首を振りながら、足あし許もとの水をぱちゃぱちゃと蹴けって遊んでいた。

　その様子を見て少し気持ちがなごむが……再び思考は反省会の時間に戻る。

　思い出すのは反省点の洗い出しがだいたい済んだ頃ころ、不意にハヤテから尋たずねられたひと言。

『そういえばキルルは、何でそんなにトーナメントに出たいんだ？』

　ギリギリ狙える位置にいるとはいえ、キルルが必死になって選せん抜ばつトーナメントに出ようとする理由が、彼にはふと気になったのだろう。

　その時キルルは曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かし……答えられなかった。

　だが今こうしてひとりきりになって、傍かたわらには信しん頼らいする契約獣サーヴアントだけになった時、今いま更さらのように彼の質問の〝答え〟が口からポロッと漏もれ出た。

「ハヤテさんに置いていかれるのが嫌いやだったんですよ……」

　それはこの前のランキング発表以来、キルルが勝手に抱いだいている劣れつ等とう感かん。

　自分がやっとの思いでランキング十番台になった時、彼やビクトリアはもう一ひと桁けたの順位で争っている。

（今のあたしはハヤテさんたちと同じ目線で話すことができない）

　お互たがいの間にできた〝溝みぞ〟を何とか乗り越こえようと、アリアに相談してハヤテと早朝訓練を始めもしたけれど、やっぱり何か遠えん慮りよしてしまう気持ちが湧わいてしまって、自分でもどことなくぎこちない態度を取ってしまっている気がした。

　そもそも……キルルはハヤテをかけて、シェリーと一度決けつ闘とうして、敗れた。

　本来なら立場を弁わきまえて、スッパリと彼からは身を引くべきなのだ。だが彼と彼女の好意によって、今でもその隣にいる。

　最初はそれでもよかった。彼の力になれるのなら、それでも……けれど、段々と彼との力の差が如によ実じつに表れるにつれて、その〝建前〟も段々と揺ゆらぎ始めた。

　ハヤテの力になれるわけでもない……かといって、ビクトリアのようにシェリーからハヤテを奪うばってやろうという気き概がいもない……なら、いつまでこうして曖昧な立場に甘んじ続けるのか？

　疑問はますます彼との間の溝を深め、日に日に自分が「なぜ」彼の隣にいていいのかが分からなくなっていく。

（だから次のランキング戦で好成績を上げて、選抜トーナメントに出なくちゃ！）

　それが叶かなって、もしハヤテとトーナメントでぶつかる幸運に恵めぐまれて、勝てなくとも充じゆう分ぶんに健けん闘とうすることができたなら、この〝溝〟もきっと埋うまってくれるはず。

　そうしたらようやく彼に追いつくことができる。

　彼に追いついて……

（ハヤテさんに追いついて……）

　ふと、キルルはその先を思い浮うかべようとして……どうしても上手うまくイメージできなかった。

（あたし……ハヤテさんに追いついて、どうしたいんだろう？）
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「あなたがシェリー・シャルラッハロートね？」

　シェリーが背後からフルネームで呼び止められたのは、キルルと朝と放課後の訓練を始めて数日が経たったある日のことだった。

「「ん？」」

　主従は揃そろって振り返る。

　そこには四、五人ばかりの少女──おそらく上級生──たちが、剣けん吞のんな視線とともに腕うで組ぐみをして立っていた。

　ふたりはちょうど移動教室のために廊ろう下かを歩いていて、周囲にはちらほらと生徒もいる。そんな普ふ通つうに人目のある状じよう況きようなのだが、相手はこちらに向ける敵意を隠かくそうともしない

（こんなところでいきなり襲ってきたりしないだろうけど、喧けん嘩かでも吹ふっかけられそうな雰ふん囲い気きだな）

　いちおう警けい戒かいして、ハヤテはシェリーを護まもれるように一歩前に出た。だが、それに対たい抗こうするようにシェリーもズイッと前に出たため、どうにも格好がつかず、ハヤテは胸中で嘆たん息そくする。

「何か御ご用ようですか？」

　ハヤテの微妙なモヤモヤ顔をスルーして、シェリーは上級生にも対抗するように腕組みしながら質問に質問で返した。

　グイッと突つき出された彼女の胸の圧あつ倒とう的てきボリュームに、上級生たちは一いつ瞬しゆんたじろいだかのように見えたが、気を取り直すように視線を鋭するどくする。

「何か御用ですか、じゃないわよ！　何なのよあのトーナメントは!?」

「……何なのよ、と言われましても、トーナメントというのは学院代表を決めるトーナメントのことですよね？　詳しよう細さいが知りたいのでしたら教師か学院長にお尋ねになった方が……」

「そういうこと言ってるんじゃないわよ！」

「では、何がどういうことなのですか？」

　あんまりシェリーが冷静に対応するものだから、向こうはおちょくられているとでも思ったのか、ドンドン甲かん高だかい声になっていく。

　相手がヒートアップするのに伴ともない、騒さわぎを聞きつけて集まるギャラリーの数も増えていった。

「まあ、どうしましたの？」

「喧嘩かしら？」

「あれは……男の契約獣サーヴアントさんですわね」

「また何か淫いん猥わいな事件でも起こしましたの？」

「向こうの方々はピアさんの親衛隊ですわね」

（ピアの親衛隊？）

　周囲で交かわされるひそひそ話の中から、ハヤテは気になる単語を聞きつけピクリと反応した。

　ピアとは、例のランキング『１位』のことだろう。

　ではその親衛隊（？）とやらが、なぜこうも唐とう突とつにシェリーに絡からんできたのだろうか？

　ハヤテはいつでも間に割って入れる準備をしながら、引き続き注意深く成り行きを見守った。

「例年通りなら今年の代表はピアさんに決まっていたの。それなのに今更トーナメントなんて……」

「それについても説明はあったと思いますが」

　シェリーの言う通り、トーナメントの開かい催さい理由については「上位者の実力が拮きつ抗こうしているため」と説明があった。

　しかし、親衛隊の少女はどうもその理由に納なつ得とくがいっていないようだ。

「そんなのウソよ！　ピア様はこの一年間、ランキング『１位』をずっと保持し続けているわ。他ほかのランキング上位者と比べても、実力で勝まさっているのは分かりきっているはずよ！　それなのにこんなトーナメントをやるのは、あなたが学院長に贔屓ひいきされているからでしょう!?」

「……どういう意味かしら？」

　声のトーンと一緒に、シェリーの周りの温度も下がった。比ひ喩ゆではなく。

「……！」

　よく見れば彼女の胸むな元もとの結印がチカチカと蒼あおくまたたいている。

　結印が巨きよ大だいな魔ま力りよく出力路になっている彼女は、感情が昂たかぶるとそこから冷気が漏れ出てしまう。廊下の気温はすでに五度は下がっていて、生徒の中には身み震ぶるいしている者もいた。

　ハヤテはシェリーを親衛隊から護るのではなく、シェリーから親衛隊を護るべきか迷い始め、ふと思い出す。

（そういえば……シェリーもトーナメントの話を聞いた時、難しい顔をしてたっけ）

　もしかしたら今言われたような勘かんぐりを、シェリー自身もしていたのかもしれない。実際、学院長は彼女を恩人の孫まご娘むすめとして気にかけているわけだし、何の根こん拠きよもない話というわけでもなさそうだ。

　しかし、不ふ愉ゆ快かいであることに変わりはない。

　それは話を聞いているシェリーの表情からも明らかだ。

「……仰おつしやりたいことは分かりました。ですが、ピアさんの実力が確かなら何も問題ないのでは？」

「何ですって？」

「彼女が本当にこの学院で最強なら、トーナメントも難なく優勝できるはずです。そこに何の不都合が？」

「ぐっ、私たちが言ってるのはそういうことじゃ……！」

「それとも」

　なおも何か言おうとする上級生に対し、シェリーは冷れい徹てつに目を細めて、

「先せん輩ぱい方の仰るピアさんの実力では優勝は危あやういということですか？」

「なっ!?」

「だとしたら願ったり叶かなったりですね。私たちは労せずトーナメントを勝ち抜ぬけますし、学院も間ま違ちがった『１位』を『レギンレイヴ杯はい』に出さずに済みますから」

　イラ立っていたからだろうか、それはシェリーにしては珍めずらしく挑ちよう発はつを含ふくんだセリフだった。

「ピア様をバカにするな！」

　侮ぶ辱じよくとも取れるそのセリフに親衛隊の少女たちは激高する。

「「「創起キヤスト！」」」

「!?」

　誰だれか契約獣サーヴアントでも連れていたのか、『魔導器ワンド』を創起キヤストする声が数人分響ひびく。

　さすがに廊下で『魔導器ワンド』を使う人間がいるとは予想していなかったのか、シェリーも驚おどろいた顔で身構えた。

「ッ！」

　ハヤテはそんな彼女を護るように前に出る。

　相手が創起キヤストした『魔導器ワンド』は棍こんに曲刀に鉞まさかりだった。

　それらが同時にこちらの胴どう体たいや肩かたを狙ねらって振ふるわれる。

　さすがに誰も刃やいばではなく峰みねで攻こう撃げきしてきていたが、全すべてを同時に対処するのは不可能だった。

　多少のケガを覚かく悟ごでそのままハヤテが盾たてになろうとした時──ひとりの影かげが割って入る。

「えっ？」

「わっ！」

「きゃあ！」

　その人影──ピアは拳こぶしで曲刀の軌き道どうを逸そらして鉞を防ぎ、流れるような動作で棍を相手の手から奪い取って、そのまま手に入れた武器で三人の足をすくい上げた。

　シェリーとハヤテを攻撃しようとした少女たちはひっくり返り、廊下でしたたかお尻しりを打って涙なみだ目めになる。

「これは何の騒ぎだ？」

　こともなげに場を制したピアは棍を肩に担かつぎ、その場にいる全員に尋たずねた。

（一瞬で三人を、それも『魔導器ワンド』持ちに素す手でで……）

　ピアの度胸と技量にハヤテは息を吞のむ。

　一方で、彼女の登場にもうひとり別の意味で息を吞んでいる人物がいた。

「ピ、ピア様!?」

　その少女は驚きよう愕がくした表情でピアの名を呼ぶ。

「リーリィ。一年生相手にいったい何をしている？」

　そう言って、ピアは親衛隊の中でも率先してシェリーを糾きゆう弾だんしていた少女に視線を向ける。

「え、えっと……」

　ピアのまっすぐな視線にリーリィはしどろもどろになる。

　彼女が答えられないと見ると、ピアはシェリーに視線を移した。

「何があった？」

「……たいしたことではありません」

「私の名前が聞こえた。たいしたことでなくとも、私に関係のあることなのだろう？」

「……」

　言葉を濁にごしたシェリーからピアは目を離はなさず……とうとう根負けしたシェリーが事情を手短に話した。

「……そうか。私のせいで迷めい惑わくをかけたな」

「いえ……」

「ピア様が謝る必要はありません！」

（それ、シェリーのセリフだよな……）

　ピアを擁よう護ごするリーリィにハヤテが心中でツッコミを入れた。

　当然、シェリーは憮ぶ然ぜんとした表情になるが、リーリィは気づいていないようだ。

「リーリィ」

　そんな彼女に対し、ピアは厳然たる声で語りかける。

「私の実力を評価してくれるのは嬉うれしいが、こういった騒ぎはよしてくれ。それに今度のトーナメントは、その実力を測るためのトーナメントだ。私が学院代表に相応ふさわしいのなら、そこで実力を示せばいい」

「ピア様……」

「……」

　ふたりのやり取りを見ていたシェリーの表情がますます憮然となる。

（さっきシェリーも同じこと言ったよ）

　同じことを言って、こうも反応が違えば誰だって不機嫌にもなる。

「で、でも、ピア様の実力なら、無条件で代表に選ばれてもいいではありませんか？　そんなトーナメントになんか出て万が一……」

　リーリィはまだそんなことを言っているが、声も表情もすっかり蕩とろけきっていた。ピアの凜り々りしさにいろいろとやられているようだ。

「何も問題ない」

　ピアは相変わらず揺ゆるぎない態度でわずかに首を左右に振り、

「私は必ず勝つ」

　そう断言した。

（なんていうか、自じ意い識しき過か剰じようとかじゃなくて本当に自信に溢あふれてるところが凄すごいな。素直にカッコいいというか）

　これなら親衛隊なんてものがいるのも頷うなずける。

　……が、一方でそれが気に喰くわない者もいるようで。

「そのトーナメントで戦うかもしれない相手を前に勝利宣言とは、随ずい分ぶんと余よ裕ゆうですね」

　あまりに彼女にとっておもしろくない場面が続いたせいか、シェリーは憮然としすぎてだいぶ眉み間けんにシワが寄った顔でそう言った。

　廊ろう下かの気温はますます冷えていき、この場にいる誰もがその異変に気づけるほどになっていた。

「事実を言ったまでだが」

　ピアは周囲の騒さわぎに動じることもなく、シェリーにハッキリと告げる。

「そうですか。では私も言わせていただきますが」

　シェリーは唐突にハヤテの襟えり首くびを摑つかんで自分の方へと引き寄せる。

「勝つのは私たちです。私とハヤテは誰にも負けません」

「いや、勝つのは私だ」

「私たちです」

「私だ」

「いいえ」

「いや」

　段々と意地の張り合いと化してきた両者。どちらも声を荒あららげるタイプではないが、間に挟はさまれているハヤテは生きた心地ここちがしなかった。

（シェリーのことは前々から分かってたけど、ピアも相当意地っ張りだな）

　ハヤテは冷ひや汗あせを存分にかきながらそう思った。

　一方で、ふたりは静かに、けれど着実にヒートアップしていく。

「誰とどんな勝負であっても、私は負けるつもりはない」

「どんな勝負でも？」

「ああ、たとえお前の得意分野でも、何でも私が勝つ」

「今何でもって言いましたね？」




　　　　▽




　──と、そんなこんなで。

「えぇー……じゃあ、調理開始」

「「───ッ！」」

　ハヤテの合図とともに、お互たがいにエプロンをしたシェリーとピアは同時に物もの凄すごい勢いで料理を始めた。

　何がどうなってこうなったのか、経けい緯いは知っているのにまるで意味が分からない過程を経へて、まぁなんかこういう勝負が始まった。

　具体的には料理対決。勝負はもちろんより旨うまい一品を作った方が勝ち。実にシンプルだ。

（何でふたりが戦わなきゃいけないのか、やっぱり意味が分からないけどな。まぁ、授業外の私し闘とうだから『魔導器ワンド』とかを使った決けつ闘とうにならなくてよかったと思うべきか）

　とはいえ、件くだんの選せん抜ばつトーナメントでぶつかったならまだしも、それとはまるっきり関係ない料理対決で白黒つける必然性は、いくら探してみても見当たらない……いや、もう深く考えた方が負けなのかもしれない。

「ピア様ー！　頑がん張ばってくださーい！」

　ハヤテの隣となりでピアに声せい援えんを送るのは、親衛隊リーダーのリーリィだ。

「……ん？」

　彼女はこちらの視線に気づくとキッと睨にらんできたので、慌あわててあさっての方を向いた。

　勝負の判定はハヤテとリーリィ、ふたりの投票で決められる。

　判定員がたったのふたりで偶ぐう数すう、しかも片やシェリー寄りのハヤテに、片やピア寄りのリーリィ──どう考えても投票が割れるし、偶数では引き分けもアリになってしまう。

　せめてもうひとり誰か判定員を連れてくればいいのかもしれないが……。

「私寄りでもピア先せん輩ぱい寄りでもない生徒なんて、この学院にいるのかしら？」

　というシェリーの意見と、

「問題ない。それに明白な勝利というのは、相手にも負けを認めさせてこそだ」

　というピアの意見によって、ふたりの判定員だけで勝負は行われることとなった。

（そりゃ確かにシェリー側の俺にも「ピアの方が旨い」って言わせたら、それは明白な勝利って奴やつだろうけど）

　逆にピアの親衛隊を名乗るリーリィに逆のことを言わせたなら、これはもう文句なしにシェリーの勝ちと言える。だが……

「ピア様～！」

　臆おく面めんもなく様付けでピアを呼ぶこの娘こに、それを言わせるのは至難の業わざのように思えた。

（シェリーの料理の腕うでは確かだけど、ピアの方はどうなんだ？）

　ハヤテはシェリーからピアの方へと視線を移す。

「……おう」

　ピアは肉を焼いていた。

　……それ以外に言うべき言葉が見当たらない。

　あえて言うなら肉の塊かたまりをじっくりと焼いていて、結構な煙けむりが出ている。

　いい匂においもかなり漂ただよってきているが、随分と豪ごう快かいな料理だ。

　そうこうしている内にふたりは調理を終え、判定員のハヤテとリーリィのところに料理が運ばれてきた。

（シェリーのはデザートっぽいな。見た目も綺き麗れいだ。ピアのは……肉、だな。旨そうだけど）

　というか、ふたりでまったく別ジャンルの料理になってしまった。勝負をするなら、何かお題を決めておくべきだったかもしれない。

　今いま更さらそんなこと言っても仕方がないので、ハヤテはとりあえずスプーンを手に取り、まずはシェリーのパフェらしき食べ物を口に運ぶ。

「──うん。旨い」

　さすが『ベリーインカフェ』でアルバイトをしているだけのことはある。シェリーはホールのウエイトレスがメインだが、レシピや盛りつけなどは見て覚えていたのだろう。

「……」

　ハヤテはシェリーを絶賛したが、リーリィは口をもぐもぐさせたまま黙だまっていた。

　さすがにマズいわけはないのだろうが、ピアの試食の前にそれを言うのは躊躇ためらわれるのだろう。

　で、いよいよ次はピアの料理の番となった。

　彼女の料理はシェリーのデザートとは違ちがい、コース料理で言えばバリバリのメインディッシュっぽい迫はく力りよくのあるものだった。

「えーと、これは何ていう料理なんだ？」

「肉だ」

「……」

「焼いた肉だ」

「……シンプルだな」

　ハヤテは頰ほおに冷や汗を流しながら頷いた。

　肉はかなり分厚く、肉にく汁じゆうがじゅわじゅわと溢れ出ている。

　まさしく焼いた肉というのが正しい表現だが、シェリーのものに比べると料理らしさは弱かった。

　ただし肉からは食しよく欲よくをそそる匂いが漂ってきて、これはこれでかなり惹ひかれるものがある。

「じゃあ、いただきます」

「いただきます」

　ハヤテは肉を大おお雑ざつ把ぱに切ってかぶりつく。リーリィは細かくブロック状に切り分けてから、そっと口の中へ運んだ。

　もぐもぐもぐもぐ

「……う～ん」

「どうだ？」

「おいしいことはおいしいんだが……肉の味しかしないな」

「？　肉なんだから当然だろう」

　ピアは不思議そうに首を傾かしげる。

（そういや調味料とか使ってる様子がまるでなかったな）

　これはこれでハヤテも嫌きらいではないのだが。

「ワ、ワイルドですね」

　リーリィも微笑ほほえみを浮うかべているものの、声でお世辞とバレバレである。

　普ふ段だんから上等な料理ばかり食べているお嬢じよう様さまの口には合わなさそうだ。

（というか、この腕でよく料理対決なんて受けたな……）

　若じやつ干かんの驚おどろきとともにハヤテはピアの顔を見る。

「ん？」

　まるで動じてない。

　トーナメントで必ず勝つと、シェリーの前で宣言した時と同じく堂々としている。

　負けるつもりはまったくない、ということか。

　確かにこちらはこちらでおいしかったのだが……。

　そんなこんなで投票タイム。

（う～ん……）

　ハヤテは若干どうしようかと迷ったが──最終的にシェリーの方に票を投じた。

　リーリィは予想通りピアの方に入れている。

　と、投票が終わった直後、彼女がこちらに食ってかかってきた。

「アンタは何でピア様に入れないのよ!?　また贔屓ひいき？」

「いや、それはお互い様じゃないのか？」

　どっちもおいしかったと思うが、やっぱりジャンルが違いすぎたため勝ち負けが決めづらかったので、最終的には心情的な加点も含ふくめてシェリーに入れた。

「引き分けだと？」

　ピアは腕組みをして唸うなる。

「納なつ得とくいきませんね」

　シェリーも腕組みし、不満そうに胸を反らした。

　ふたりは互いに横目で対戦相手を見、

「よく見ろ。私の料理の方がたくさん食べている。私の勝ちだ」

「それは単に料理一品の量が違うだけでしょう。味なら断然私の勝ちです」

「肉より旨いものがあるはずないだろう。味でも私の勝ちだ」

「量がどうのと仰おつしやるなら私もジャンボパフェを作ります。そしたら味でも量でも私の勝ちですね」

　シェリーもピアもまるで譲ゆずらず、自分の勝ちだと主張し合う。

　なぜこんなただの意地の張り合いでここまでこだわれるのか、ハヤテにはさっぱりだった。

（シェリーがそういう性格なのは知ってるけど、ピアもそれに負けず劣おとらずだな）

　ランキング『１位』と聞いて、もっと余よ裕ゆうのある人物を想像していたが、案外これだけ勝ちに執しゆう着ちやくできるからこそ『１位』なのかもしれない。

　と、その時、ピアは予備で残っていた肉料理を摑つかみ、突とつ然ぜんハヤテの口に突つっ込んでくる。

「ぐムッ!?」

「もっとよく食え。そして旨いと言え」

「なっ！　ハヤテ！　私のももっと食べなさい！」

　シェリーは生クリームのチューブを摑むと、ハヤテの口の隙すき間まから中身を流し込んでくる。

　口の中で肉と生クリームが混ざって、エラいことになった。

「「さあ、どっち（だ）!?」」

「ぐむもがもらあ～！」

（落ち着けお前ら～！）

　ハヤテは叫さけんだが、口がふさがっていて声にならなかった。

　やがて限界が来てハヤテがバタンッと仰あお向むけに倒たおれてしまうと、シェリーとピアはいったん顔を見合わせる。

「次の勝負だ」

「いいでしょう」

（まだやるのかよ……）

　同時にエプロンを脱ぬぎ捨てるふたりを見上げながら、ハヤテは朦もう朧ろうとした意識の中でツッコミを入れた。




　　　　▽




　続けて行われたのは持久力対決だった。

　第二訓練場の外周──約千五百メートル──を走り、どちらが早くゴールできるかという勝負だったが、これは半周もしない内に勝負がついた。

「ゼー、ゼー……」

「純じゆん粋すいな体力勝負じゃシェリーに勝ち目ないって」

　ハヤテは慰なぐさめ半分呆あきれ半分に言いながら、荒あらい息をついてへたり込んでいるシェリーにタオルをかける。

　敵前逃とう亡ぼうを何より嫌う彼女は勝算度外視で戦うことがままあるが、今回のはあまりにも勝ち目のない勝負だった。シェリーも『ベリーインカフェ』の激務を難なくこなすほどタフだが、ピアはそれ以上に鍛きたえている。

「私の勝ちだ」

　勝ち誇ほこって胸を反らすピアは息ひとつ乱していない。

　彼女はそのまま第二訓練場を去ろうとするが、それにシェリーが待ったをかけた。

「待ってください。勝ち逃にげなんて許しませんよ」

「む？」

　立ち止まるピア。

「往おう生じよう際ぎわが悪いわよ」

　彼女にくっついてきたリーリィは憤ふん然ぜんとした表情で言い放つ。しかし、シェリーは彼女を無視し、あくまでピアに向かって話しかけた。

「得意分野で一勝したところで、はたしてそれが完全な勝利と言えますか？　今度は私の得意分野で勝負してください。お互たがいに自分の得意分野の勝負を提案し合って、その上で二連勝できた方の勝ち、というのはどうですか？」

　自身の得意分野で勝ち、なおかつ相手の得意分野でも勝ったなら、確かにそれは相手よりも自分が優すぐれている証明になりそうだが、

「負け惜おしみよ」

　リーリィはやはり話にならないといった態度で、シェリーの提案を一いつ蹴しゆうする。

　それに対してシェリーは少し息を整えてから、あえてにこっと笑って立ち上がり、

「ご覧の通り私は、運動分野ですと大きなハンデを抱かかえてますので」

　と言って、たわわに実った胸を強調するように両腕で持ち上げてみせた。

「クッ……！」

　少々胸むな元もとの寂さびしいリーリィは一転して敗北感も露あらわな表情に変わる。

　と、そこで。

「確かに、そのルールの方がお互い納得がいきそうだな。いいだろう」

　ピアはそう言って、シェリーの提案したルールを吞のんだ……微び妙みようにシェリーの胸を見てしかめっ面つらをしているように見えたのは、ハヤテの目の錯さつ覚かくだろうか？

「それで？　次は何の勝負をする？　今度はお前の得意分野で、だったな」

「私の得意分野。それはもちろん……」

　シェリーはそう言って、ビシッとハヤテの顔を指差す。

「ハヤテのことなら誰だれにも負けません」

「は？」

「どちらがより彼を喜ばせることができるかで勝負です」

「おい」

「いいだろう」

「いいのかよ！」

　ハヤテはツッコミを入れるがふたりは勝手に話を進める。

　本当にピアはどんな勝負でも受けるつもりのようだ。

　そういうわけでハヤテは次の勝負のお題にされてしまった。
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　先せん攻こうはシェリーからになった。

（ていうか、俺を喜ばせる勝負って何だ？）

　場所は学園内。道具の使用は自由。各自持ち時間は三十分。ハヤテがより嬉うれしいと思うことをしてあげられた方の勝利。

　ルールは単純と言えば単純だが、要はハヤテの裁量次し第だいでいくらでも勝敗を左右できてしまうことになる。

「ちゃんと公平にジャッジしなさいよ」

　いちおう反則──何が反則になるのか知らない──がないように、ピアとリーリィも同席している。そのリーリィが釘くぎを刺さしてくるが、実際この勝負はシェリーに有利すぎる気がする。

　どうしたってハヤテがシェリー寄りになってしまうのは当たり前なのだから。

（それでも勝負を受ける辺り、ピアもシェリーやビクトリア並みに退ひかない性格というか）

　あるいはよほど自信があるのか？

　それは彼女の手番が回ってこないと分からない。

　とりあえず今は先攻のシェリーの番なのだが……準備をしてくると言ったままいっこうに戻もどってこない。

「遅おそいな……」

「何やってるのかしら？」

　リーリィは待つのが不満そうに腕組みしている。

　ちなみにハヤテたちがシェリーを待っているのは学園の保健室だ。彼女はここでハヤテを喜ばせるつもりらしい。

（それにしても保健室ってケガした時に来る場所だし、喜ぶようなこととは無む縁えんの場所のような……？）

　シェリーの意図が分からないまま、ハヤテは頰ほお杖づえをついて彼女が来るのを待っていた。

　すると。

「待たせたわね」

　保健室のドアが開き、シェリーが中に入ってきた。

「遅かっ、た……な」

　現れたシェリーの格好を見てハヤテのセリフは尻しり切きれトンボになった。

　彼女の服装は制服ではなかった。

　どうやらワンピースの一種らしいそれは、下はタイトなミニスカート状で裾すそからガーターベルトが覗のぞき、脚あしはむちっとした太ももの中なか程ほどまでニーソが覆おおっている。

　上は上で体のラインがハッキリと出るようになっていて、胸の辺りのシワの寄り方にゴクリとつばを吞んでしまいそうだ。全体的に純白で統一されていて、頭にも小さな白の帽ぼう子しをかぶっている。

「何の格好なんだ、それ？」

「看護服ナースドレスというものよ。かわいいでしょう？」

　確かにかわいい。

　正直に言うとかわいすぎて、目を合わせることもできない。

（しかもいつもより露ろ出しゆつ度どが減ってるのになんかエロい。別ベクトルでエロい）

　ハヤテは赤くなった顔と一いつ緒しよに鼻も手で押さえた。

　そんな彼の態度に、シェリーはニヤリとして、

「よっぽどこの格好が気に入ったのね。なんなら今度から部屋ではこの格好で一緒にいてあげましょうか？」

「そういうのはいい！」

　蠱こ惑わく的な笑みを浮かべる彼女に、ハヤテは必死に理性を保ちながら怒ど鳴なった。

「あ、あなたそんなハレンチな格好で何をするつもりよ？」

　リーリィが年下と思えない色気を放つシェリーに恐おそれおののきながら尋たずねる。

「まさかここで変なことを始めるつもりじゃ……」

「変なこと？　いえ、ただ私は愛いとしい下げ僕ぼくにマッサージをしてあげようと思っているだけですよ」

「そ、そうなの……？」

「あら？　先せん輩ぱいは私がナニをすると思ったんですか？」

「なっ、何でもないわ！」

　シェリーのイジワルな質問にリーリィは顔を真っ赤にする。

　だが、彼女のおかげでシェリーがするのが、ただのマッサージだということが分かった。

　いったい何をされるのかとドキドキしていたが、思ったより普ふ通つうのことをしてくるらしい。

「じゃあハヤテ」

「おう」

　ハヤテが安心して頷うなずこうとすると、

「服を脱いで」

「……って、おい！　何でだ!?」

　突とつ然ぜんの無茶振ぶりについ本気でツッコむハヤテ。

「せっかく看護服これを着ているんだもの。まずはしっかり診しん察さつしてあげるわ」

「え、えーと」

「前をはだけるだけでいいの。ほら、早く」

「……」

　経験上、ここでごねても結局押し切られるのが目に見えていたので、ハヤテは渋しぶ々しぶと制服の前を開けた。

「ほら、これでいいのか？」

「いいわよ」

　シェリーは胸の谷間から聴ちよう診しん器きを取り出すと、それをハヤテの胸に当てる。生温かい。

「……どうだ？　ていうか、分かるのか？」

「しー、静かに」

　シェリーは唇くちびるに指を当て、微笑ほほえむ。

　……結局質問に答えない辺り、やっぱりただの気分のようだ。

（まるでこの前のコスプレ喫きつ茶さだな）

　ハヤテは二ヶ月前の学院祭のことを思い出す。

　あの時の契約獣サーヴアントコスプレもみんな凄すごかった。

　今やっているこれもある種のコスプレ……なぜこんなプレイをしているのだろうと、ハヤテは改めて思った。

　まぁまぁね、と絶対に意味もなくシェリーは言って、聴診器を耳からはずす。

「じゃあ、次はおでこ出して」

「はい？」

　何でと聞き返す間もなく、シェリーがこちらの額に自分の額をこつんと当てる。

　って、近い近い近い！

　彼女の顔が間近に迫せまり、思わず赤面する。

（それに胸が当たって潰つぶれ……！）

　やわらかくそれでいて重量感のある感かん触しよくが、ハヤテの胸板の上で激しく存在を主張していた。

「……はむっ」

「！　おまっ!?」

　しかもなぜか耳たぶを甘あま嚙がみしてきた。意味が分からない。

「あ、あなたマッサージするんじゃなかったの!?」

　リーリィが横からツッコミを入れてくる。

「ああ、そうでしたね」

　シェリーはしれっと言って、ハヤテにベッドの上に寝ね転ころがるよう言ってくる。

「あら、違ちがうわよ。仰あお向むけになって」

　うつ伏ぶせになろうとしたハヤテにシェリーが口を挟はさむ。

「仰向けって……どうやってマッサージするんだよ？」

「太ももからやってあげるわ。毎朝走り込んでるみたいだし、脚にも疲つかれがたまってるんじゃない？」

　いちおう理由はちゃんとしていたので言われた通りにする。

　そうしたらシェリーは看護服ナースドレスの短いスカートに包まれたお尻しりを、躊躇ためらいもなくハヤテの腹筋の上に載のせてきて……

「!?」

「じゃあ、やるわよ」

　ハヤテに抗こう議ぎする暇ひまも与あたえずにシェリーはマッサージを開始する。

「……ッ」

　彼女の丸みのあるお尻の心地ここちよい弾だん力りよく感がハヤテの上でぐにぐにと踊おどる。

　マッサージのためにギュッギュッと彼女が力を入れる度たび、ギシッギシッとベッドが小さく軋きしんだ。

　ハヤテの視点からすると……それがどうにも淫いん靡びな妄もう想そうを駆かり立て……頭に血がのぼって神経が鋭えい敏びんになってしまう。目に見えているわけでもないのに、彼女のスカートの奥にある布地が肌はだを擦こする摩ま擦さつまで感じられるようになり、さらに興奮を助長した。

「次は腕うでをやってあげるわ」

　そう言うとシェリーは、くるんっ、とハヤテの上で体勢を半回転させる。

「……ッ！」

　思わず声を上げてしまいそうになるが、何とか耐たえるハヤテ。

「はい、いち、に、いち、に」

　謎なぞのかけ声をかけながら、こちらの様子など意に介かいさず腕の筋肉をほぐしていくシェリー。

　人に馬乗りになっている彼女の顔には、とても満足そうな笑みが浮うかんでいた。

（もうどうにでもしてくれ……）

　ギシギシと鳴るベッドの軋みを聞きながら、ハヤテは半ば諦あきらめの境地に達しながらマッサージを受け続けた。
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　マッサージを受けたはずなのにドッと疲れてしまった……。

　だが、次はピアの番だ。休む暇もない。

（今度は何をさせられるんだ……？）

　ハヤテがピアに連れてこられたのは中庭だった。

　彼女の手には、いつか見た練習用の槍やりが握にぎられている。それが二本。

「ん」

「はい？」

　槍を差し出され、思わず受け取る。

　練習用なので刃はは潰されているが、重量はハヤテが普ふ段だん使っている鉄てつ芯しん入りの木刀並だ。

「えっと……これで何をするんですか？」

　お題は「ハヤテを喜ばせること」だが、中庭で槍を持って何をするつもりなのだろうか？

「槍の鍛たん錬れんだ」

　ハヤテの質問にピアは簡潔に答えた。

「鍛錬？」

「お前のことは時々見かける。いつも朝から素す振ぶりなどをしているだろう。なら、己おのれを鍛きたえることが好きなはずだ。だから今日は特別に、私が直々に槍の扱あつかい方を教えてやろう」

「あ、ああ」

　確かに体を鍛えてはいるが、別に訓練マニアというわけでもないハヤテは、やや戸と惑まどいながらピアの言葉に頷いた。

「では私のあとに続いて槍を突ついてみろ」

　そう言ってピアは突きの手本を見せてくれる。

「せい！　や！　せい！　や！」

　彼女の突きは相変わらず洗練されていて、見み惚とれるほど見事なものだった。

　槍の鍛錬と言われた時は驚おどろいたが、ランキング『１位』の魔女騎士ヘクセンリツターが直々に見てくれるというのだ。ここはむしろありがたく教えを受けておくべきか。

「……セイッ！　ハア！」

　慣れない武器なので少々ぎこちないが、ハヤテは見み様よう見み真似まねで槍を突く。

　二ヶ月の朝練のおかげでだいぶ体幹もしっかりしてきたが、ピアと比べるとだいぶブレが生じてしまう。

　狙ねらった一点を正確に突くというのがこれほど難しいとは……。

　自分でやってみると、ピアの突きが超ちよう一級品であることが改めて分かる。

「ふむ」

　ふとピアが自分の動きを止めて、ハヤテの方をジッと見てくる。

（うっ、なんか見られると緊きん張ちようするな）

　ハヤテは冷ひや汗あせをかきつつも突きを続けた。

　すると、不意にピアがこちらの後ろに移動して──ピタリと背中に密着してきた。

「!?　ピ、ピア」

「左右の腕の振ふりがズレている」

　ピアはハヤテの両手に自分の手を添そえて、突きの動作を補助してくる。

　正しい突き方を彼女なりに教えてくれているのだろうが……背中に彼女の胸が当たってそれどころではない。

　おまけに彼女も動いて少し汗ばんだのか、ほのかに温かい匂においが鼻び腔こうを刺し激げきしてくる。

「行くぞ。己と槍を一体にする心構えで突け。一、二、一、二」

　ピアにリードされる形でハヤテは突いていく。

　彼女にしごかれているわけでもないのに、その三十分間は今までのどんな訓練よりも長く感じた。

　そうして無自覚なままのピアの指導を受けきり、ハヤテはシェリーのマッサージを受けた時同様ぐったりとしてしまう。

「……やりますね」

「？　当然だ」

　ピアは小首を傾かしげながら頷いていたが、おそらくシェリーがやりますねと言った意味を理解していない。

「それで、ハヤテの判定は？」

「ん……あ～」

　ハヤテはぐったりとしたまましばし考え、

「……シェリーの勝ちで」

　と答えた。

「なんだと……！」

　それを聞いたピアは目を見開き、愕がく然ぜんとする。

　負けたことが信じられないようだ。

「私の勝ちですね」

　シェリーは持久走で負けた鬱うつ憤ぷんを晴らすみたいに勝ち誇ほこる。

「……っ」

　ピアはそれに悔くやしそうに唇を嚙んだかと思うと……いきなりガバッとハヤテの制服の襟えりを摑つかんだ。

「なぜ私が負けた!?　何が原因だ!?」

「う、おっ!?　ちょっ！」

　そこまで負けたのが納なつ得とくいかないのか、ピアはしつこくハヤテに理由を尋たずねてくる。

（ま、負けた理由って言われても……）

　がくがくと揺ゆさぶられながら、ハヤテは言葉を探して口ごもる。

　今回の場合、単純にハヤテにとってシェリーの方が魅み力りよく的だったというだけなのだが、それをどう納得してもらえばいいのか……というか、揺さぶられる度にピアの胸が当たって集中できない。

「……むっ？」

　その時、ピアはハヤテの視線が自分の胸に注がれているのに気づいたように動きを止め、

「胸か？」

　と、こちらがドキリとするような大だい胆たんなセリフを真顔で訊きいていた。

「最ッ低！」

　リーリィは憤ふん慨がいしたように顔を真っ赤にする。

　シェリーはむしろ誇らしげだ。

　そして、ピアは。

「クッ……！　確かに私のは大きくないかもしれないが、形は最高だぞ！　少しも垂れていない！　鍛えているからな！」

「待ちなさい！　それじゃ私がまるで垂れているみたいじゃないですか！」

　ピアのセリフに反応し、シェリーが若じやつ干かん慌あわてた感じで反論する。

「ほら、ハヤテ！　あなたも反論しなさい！　私の胸は形も大きさも最高だって！　いつも見ているでしょう!?」

「い、いつも……!?　不潔だわ！」

　リーリィが悲鳴を上げ、ピアをハヤテから遠ざけようと彼女の腕を引っ張り始める。

「ピア様離はなれてください！　そんな奴やつに触さわっていたら妊にん娠しんしてしまいます！」

「離してくれリーリィ！」

　ピアはリーリィの引っ張る力に抵てい抗こうし、ますますその体をハヤテに密着させてくる。

「コラッ！　ハヤテは私のものです！」

　さらにシェリーもハヤテを背中側から引っ張り始めた。

「お、おい！　全員くっつきすぎだ！」

　もうしっちゃかめっちゃかだ。特に真ん中に挟はさまれたハヤテなどはもう、おもちゃの景品のようにあっちへこっちへ弄もてあそばれる。

　二本連取で勝敗が決まるのだから、次の勝負を始めればいい──ハヤテのその主張が通るのは、三十分も経たってからだった。




　　　　▽




　そして、続く魔ま法ほう力対決、学力対決、エトセトラエトセトラ。

　気がつけば休み時間などとうに過ぎ、勝負は放課後に持ち越こされていた。ふたりの勝負は噂うわさになり、見物しに多くの人が集まっている。それでもまだ決着はつかないままで……

「なぁ、まだやるのか？」

「当然よ」

「当然だ。先に私が二連勝するまでな」

　うんざり顔のハヤテの問いに、シェリーもピアも即そく答とうする。

　あれから何度もいろいろな勝負をしたが、シェリーが勝てば、次はピアが勝ち、その次はまたシェリーが、という無限ループが止まらず、いつまで経っても決着がつかない内に放課後になってしまったのだ。

　もうすぐ夜になる頃ころだというのに、ふたりは未いまだに勝負をやめる気配がない。キッカケは些さ細さいな売り言葉に買い言葉だったはずなのだが。

（まったく、負けず嫌ぎらいな奴らだなぁ……）

　ハヤテがもう一度ため息をつこうとした時──見知った顔がふたつ、観客の群れを突っ切って勝負の場に割り込んできた。

「お待ちなさい！　この勝負、わたくしも混ぜていただきますわよ！」

「あ、あたしも入れてください！」

「ビクトリア！　それにキルルも？　どうしてここに？」

　ハヤテが驚き尋ねると、ビクトリアがフフンと胸を反らして答える。

「こちらで選せん抜ばつトーナメントの前ぜん哨しよう戦せんが行われていると聞きましたわ。そういうことでしたら、わたくしも参加するのが妥だ当とう！」

　どうやらシェリーとピアが勝負している話に尾おひれがついて、それにビクトリアたちが飛びついたらしい。

「キルルもか？」

「えっ？　えっと、あたしはハヤテさんが手作り料理の評価をしてくれるって聞いて……」

（最初の勝負のことだな）

　ハヤテは納得しつつ、シェリーとピアに声をかける。

「なあ、ふたりが混ざりたいって言ってるけどどうするんだ？」

「そうねぇ。どうしますか？」

「私は何人相手でも構わん」

　シェリーの問いにピアは即答する。

「四人……そうですね。では時間も時間ですし、最後は淑しゆく女じよのスポーツ『魔女騎士ヘクセンリツターテニス』で決着をつけましょうか」

「いいだろう」

「望むところですわ」

「あの、手作り料理は……？」

　こうして──約一名を除き──全会一いつ致ちで最後の勝負は『魔女騎士ヘクセンリツターテニス』に決まった……で、『魔女騎士ヘクセンリツターテニス』って何だ？




　　　　▽




『魔女騎士ヘクセンリツターテニス』。

　スターファム王国の貴族の間で長く伝統的に行われているスポーツ。ネットを挟んだコート上で対戦者が対たい峙じし、ボールを互たがいのコートに打ち合うらしい。「ボールを相手のコートに返せず、自コートでボールが二バウンド以上すると負け。勝つと一ポイント。四ポイントで一ゲーム勝利で、これを何ゲームか繰くり返して最終的な勝敗を決める……と大おお雑ざつ把ぱなルールはこんなところか」

「そうだね～」

　ハヤテの呟つぶやきに返事をしたのはアリアだった。彼女もキルルを追ってきて、あとから合流したのだ。

「今回は二対二のダブルスという形式でやるみたいだよ」

「それで？　俺たちは何でコートの横で座ってるんだ？　椅い子すと机まで運んできて」

「そりゃあ解説兼けん審しん判ぱんのためさ。君たちだって近くで見たいだろう？」

「……どうして一年生に仕切られてるのかしら、私」

　リーリィはどこか釈しやく然ぜんとしない顔をしていたが、おとなしく椅子に座っている。椅子は三さん脚きやくあって、真ん中がアリア、シェリーサイドのコート側にハヤテ、ピアサイドのコート側にリーリィが座っている。

「おや、準備できたみたいだね」

　アリアの声でハヤテは視線をコート場の入り口へと向ける。『魔女騎士ヘクセンリツターテニス』には競技を行う上での正装というものがあるらしく、シェリーたちはそれに着き替がえていたのだ。

「……！」

「キャー！　ピア様ー！」

　入ってきた四人の少女を見た反応は、ハヤテとリーリィで対照的だった。

　だが、おそらく内心抱いだいた感想はどちらも同じ──その〝テニスウェア〟なるものに着替えた彼女たちは、非常にかわいらしかった。

　テニスウェアは機能性を重視するためか、かなり伸のび縮みして体を動かしやすい材質のようだ。その分布地がピッチリとしていて、一部暴力的な凹おう凸とつが遠目にもハッキリと見て取ることができた。

（シェリーとビクトリアは相変わらず……ピアも結構）

　ついそちらに目を吸い寄せられてしまったハヤテだが、反対側の席からリーリィの冷たい視線を感じて慌てて咳せき払ばらいをした。

　ちなみにシェリー以外の少女たちは契約獣サーヴアントもコートに一いつ緒しよに連れてきている。

（あれがピアの契約獣サーヴアントか）

　ビクトリアのリンドヴルム、キルルの黒獣ブラツクドツグに続き、金色の毛並みの猿さるらしき獣けものがピアのあとをついてきていた。滝たきの前で出会った時は連れていなかったので、今日はじめて見たことになる。

「さて、それじゃあチーム分けはシェリー君・キルルチーム、ビクトリア君・ピア先せん輩ぱいチーム。ダブルス、七ゲームマッチ、四ゲーム先取した方が勝ちだよ」

　審判役も買って出たアリアが、両コートに分かれたチームに声をかける。

「オホホホ！　何か思ってたのと違ちがいましたけれど、ヴェルデ家の名にかけて勝負に手は抜ぬきませんわ！　シェリーさん、負けませんわよ！」

「あ、あたしはハヤテさんにお料理を食べてもらえるかと思ってきたんですけど……」

　ビクトリアはいつも通りハイテンションだ。キルルもなんだかんだ言いつつ、ちゃんとテニスウェアを着ている。

「今度こそ決着をつけましょう」

「私の勝ちで、な」

　シェリーとピアもまっすぐと睨にらみ合い、空中でバチバチと火花を散らす。

「じゃあ最初のサーブを決めるよー。よっと」

　アリアのコイントスの結果、最初のサーブ権──つまり先にボールを打つ権利は、ピアチームからになった。

「……あれ？　そういやあのボールって、どうやって〝打つ〟んだ？」

　見たところ両チームとも、特に道具などは持っていない。

「そりゃあハヤテ君、これは『魔女騎士ヘクセンリツターテニス』なんだよ？　当然──」

　と、アリアが説明を終える前に、コート上の少女たちが叫さけんだ。

「「「創起キヤスト！」」」

　瞬しゆん間かん、現れるのは少女たちの『魔導器ワンド』。

「『蛇翼の鞭テイルワーム』！」

「『装雷神の籠手ボルカニツクガントレツト』！」

　ビクトリアは鞭むち、キルルは籠こ手て。

　そして。

「『如意鍛槍デイアンアイゼン』！」

　ピアの手て許もとに収まったのは、鈍にぶい金色の槍やりだった。

（思ったより地味だな）

　滝に向かって練習用の槍を突ついていたので、おそらく『魔導器ワンド』も槍だろうとは推測していたが、『１位』という肩かた書がきに比べて見た目の地味な武器だなとハヤテは思った。

　しかし、『魔導器ワンド』は超ちよう常じようの武器だ。見た目で能力は測れない……と、そこまで頭を巡めぐらせたところで、

「ん？　何でスポーツするのに『魔導器ワンド』を出してるんだ？」

「それは当然──」

　ハヤテの疑問に答えようと、アリアがもう一度説明を続けるより先に、ビクトリアが手にしたボールを高々と放ほうり投げた。

「行きますわよ！」

　気合いの入ったかけ声とともに、ビクトリアは『蛇翼の鞭テイルワーム』でボールを思いっきり〝打つ〟！

「はい!?」

　驚おどろく間もなく、ボールは寸すん分ぶん違たがわずシェリーたちのコート内に入る。

　そして勢いもそのままにバウンドしてコート外に出そうになるが、その先に先回りしたキルルが拳こぶしを腰こしだめに据すえて、

「ハァ！」

　今度は正せい拳けん突づきでボールをビクトリアたちのコートに返した。

「な、な、何なんだこれ!?」

「だから『魔女騎士ヘクセンリツターテニス』だよ。『魔導器ワンド』でボールを打ち合って、返せなくなった方が負けさ」

「『魔導器ワンド』を使う意味は!?」

「力のコントロールを高めるのが目的……だったかな？」

　あの小さく高速で動く的を捉とらえられるかどうか。しっかりと攻こう撃げきの威い力りよくをボールの芯しんに響ひびかせ、球速を出せるかどうか。大事なのはその二点らしい。

「《氷結コンヘラル》！」

　その点、魔ま法ほうでボールを打ち返すシェリーは詠えい唱しようしなければならない分、若じやつ干かんの不利が感じられたが、彼女は持ち前の洞どう察さつ力で相手の返球位置を予測し、詠唱の短い魔法で上手うまく対応していた。

「……うおッ！」

　ハヤテは思わず声を上げ、慌あわてて口を手で押さえた。

（スカートが短いから下着が……）

　むしろそうなるように意図的に作られていたみたいに、テニスウェアのスカートは丈たけが短い。あれであんな激しい動きをしたら捲まくれて当然だ。

「ヤア！」

「ハイッ！」

「フッ！」

「セヤッ！」

　シェリー、ビクトリア、キルル、ピア、四人の少女がコート上を駆かけ巡り、その度たびにスカートの裾すそが舞まってその奥の可か憐れんな花びらが露あらわとなる。

（見づらい……）

　試合を見ようとすれば、どうしても鮮あざやかな彩いろどりが目に入ってしまう。目を逸そらすべきかとも思ったが、誰だれも気にしていないようなので恥はずかしいのを抑おさえて、ハヤテは両チームの試合を見守った。

　そうして段々とボールの動きを追うのにも慣れてくると、今度はまた別のことが気になり始める。

　気になるというのは、相手コートのピアのことだ。

「セイッ！」

　ピアは『如意鍛槍デイアンアイゼン』の先せん端たんで綺き麗れいに真まっ芯しんを捉え、ボールを打ち返している。

　その動きは滝での鍛たん錬れんと同じく洗練され、無む駄だなど一いつ切さいなかった。『魔女騎士ヘクセンリツターテニス』に慣れているのかどうかは知らないが、どれだけ難しい球が来ても焦あせりひとつ見せずに対処している。

　彼女のプレイ自体は見ていて素す晴ばらしいものがあるのだが、やはりどうにも……

「地味……だよな」

「ん？　何がだい？」

　ハヤテの独り言にアリアが反応し、小首を傾かしげる。

「いや、ピアの『魔導器ワンド』がな。なんとなく、地味だなあと」

「何ですって!?」

「あ、いや、悪口とかそんなんじゃなくて。こう、見ていて普ふ通つうの槍にしか見えないっていうか……」

　ボールを次々と打ち返すピアの槍捌さばきは見事のひと言だが、あれは『魔導器ワンド』の特とく殊しゆな力ではない。彼女自身の純じゆん粋すいな実力だ。

「まぁ確かに、ピア先輩の『魔導器ワンド』の常在型能力は分かりづらいよね」

「常在型能力？」

「特に魔技マギカを使わなくても、『魔導器ワンド』に元から備わった力のことさ。ビクトリア君の『蛇翼の鞭テイルワーム』なら無限の射程。キルルの『装雷神の籠手ボルカニツクガントレツト』なら雷かみなりと同化する力。ハヤテ君の『レーヴァティン』なら炎ほのおを自在に操あやつる力とかね」

「言われてみれば炎を操るのに特別な手順とかいらなかったな。あれは常在型能力って奴やつだったからなのか」

　今まで意識したことはなかったが、そういう理り屈くつで炎を操ることができていたらしい。ハヤテは納なつ得とくした。

「『魔導器ワンド』にはだいたいひとつからふたつ、常在型能力が備わっているんだよ」

「なるほどな。それで、ピアの『如意鍛槍デイアンアイゼン』の常在型能力って……」

　ハヤテが肝かん心じんなことを尋たずねようとした時、コート上でシェリーがひとつ勝負を仕し掛かけた。

「ハァ！」

「───！」

　シェリーは全力でボールを打ち返すと見せかけて、魔法の威力を弱めて使った。

　結果としてボールはネットをギリギリで越こえてコート手前に落ちる。ビクトリアとピアはコート奥にいて、あれではボールが二バウンドする前に返すのは難しい。

「おっ、上手うまい」

「いや、悪手だね」

　ハヤテの漏もらした呟つぶやきにアリアが逆のセリフをかぶせる。

　その理由は次の一瞬で明らかとなった。

　ドンッ!!　とまず強きよう烈れつな踏ふみ込みの音がした。

　わずか一歩──コート奥からまばたきよりも速くネット際ぎわまで移動したピアは、踏み込みの勢いもそのままに突きを放つ。

「セイヤッ！」

　彼女の突きはボールの真っ芯を捉え、次の瞬間にはシェリーたちのコートに叩たたき込まれた。

　そのボールにシェリーもキルルも反応できず、アリアがピィーとホイッスルを吹ふく。ピアチームが一ポイント先取だ。

　同時に周りからワッと歓かん声せいが上がる。

「くっ……！」

　シェリーは悔くやしそうに舌打ちし、額の汗あせを拭ぬぐった。

　その仕草がどことなく色っぽいなと思いつつ、ハヤテは先さき程ほどのピアの突きをもう一度思い返していたが、どうにも腑ふに落ちない点がある。

（明らかにあの一撃だけ、他ほかの返球をはるかに凌りよう駕がした動きだった。相手がボールだから分かりづらいけど、たぶん攻撃の威力も）

　それまでの返球の威力を百とするなら、最後の一撃だけ一万、いや十万はあっただろうか。少なくともハヤテの目にはそう見えた。

「あれがピア先せん輩ぱいの『如意鍛槍デイアンアイゼン』の常在型能力だよ」

「アリア。あの常在型能力っていったい何なんだ？」

「それはね、今の自分に過去の自分を多重投とう影えいする能力だよ」

「……もう少し分かりやすく頼たのむ」

　いまいちピンと来ず、ハヤテはアリアにもう一回説明を頼む。

「うーん、たとえば槍の型に『一の型』っていう突きがあるとするね。で、ピア先輩が過去に『一の型』を一万回練習していたとする。そうすると彼女はその〝過去一万回分の突きの威力〟を〝今の突き〟に上乗せすることができるんだ」

　アリアの説明は分かりやすく、今の自分に過去の自分を多重投影する能力について、ハヤテはようやく理解できた。

「……ってことは、あの人の突きは普通の突きの一万倍の威力があるってことか!?」

「いやいや、話は簡単じゃないよ。突きの型なんてたくさんあるし、実際の戦せん闘とうで型通りの動きができる場合なんて滅めつ多たにない。地形とか天候とか、様々なコンディションはその時々によって変化するしね」

「そう聞くと、確かに使い勝手の悪そうな常在型能力に聞こえるけど……」

「ただピア先輩の場合は修練の量が並じゃない。基本の型は当然として、様々な状じよう況きようを想定した槍の動き──上中下の突きや薙なぎ払はらい、打ち下ろしや巻き技わざ──を毎日欠かさず鍛錬しているそうだよ」

「……！」

　ハヤテは以前ピアと会った時、彼女が滝たきに向かって突きを一万回行っていたのを思い出していた。

　一万回というのは彼女が声に発していた回数を偶ぐう然ぜん聞いたものだが、ひとりで鍛錬していた彼女がわざわざウソの回数を数える意味もないだろう。

　毎日最低でも一万回。彼女は三年生なのだから、最低でも二年以上……どの型にどれだけの回数を割り振ふっているかは不明だが、条件さえ揃そろえば彼女の突つきは通常の数万、あるいは数十万、もしくはそれ以上の威力を発揮するということだ。

「ん？　けど、ていうことは昔、つまりまだ鍛錬を始めた頃ころのピアって今よりもずっと弱かったのか？」

「まぁ、私はその頃のピア先輩を知っているわけじゃないけど、たぶんそうだろうね。彼女の『魔導器ワンド』の常在型能力は積み重ねあってこその能力だし」

「──だからピア様はみんなから尊敬されているのよ」

　その時、ハヤテとアリアの会話にリーリィが割って入った。

「入学し立ての頃、ピア様のランキングは最下位近くだったわ。あなたたちの言う通り『魔導器ワンド』も使い勝手の悪い能力だし、誰も彼女に注目なんてしていなかった。でも、あの人は決してめげなかった。少しずつランキングを上げていって、一年の後半には誰も彼女を軽視できなくなっていた」

　コート上のピアを見つめながら、リーリィは彼女の過去を話し続ける。

「彼女の『１位つよさ』は本物の努力に裏打ちされた強さよ。彼女がしてきたことをみんな知っているから、誰も彼女の実力に疑いを持たない。嫉しつ妬とよりも、むしろ賞賛したくなるのが、ピア・レイシスという魔女騎士ヘクセンリツターよ」

　まるで「あなたたちとは違ちがってね」とでも言うように、リーリィはチラッとハヤテを見やり、またピアの方へと視線を戻もどした。

（なるほどな。だからか）

　リーリィの話を聞いて、ハヤテはひとつ得心がいった。それは神降ろし事件以降減っていたはずのシェリーへの妬ねたみや偏へん見けんが、最近になってまた一部で再燃しだした理由だ。

（ピアは誰からも尊敬される生徒最強の魔女騎士ヘクセンリツターで、みんなに愛されてる。だからこそ、彼女の道を理り不ふ尽じんに妨さまたげるシェリーが恨うらまれてるってことか）

　もちろんトーナメントの開かい催さいを決定したのは学院なのだが、分かりやすい怒いかりの矛ほこ先さきとしてシェリーが恨まれているのだろう。勝負を見守る観客の中にも、リーリィと同じような感情を抱いだいている者が含ふくまれているはずだ。

「さすがはランキング『１位』。私も本気を出します」

　しかし、シェリーはまるで気にも留めていないという態度で、次のサーブを打つためにボールを手に取る。

　彼女は高々とボールを天へ放ほうり投げると、魔ま法ほうの詠えい唱しように入った。

「我傅かしずきしは冷れい廟びようの女王、死と終わりを司つかさどりし者よ、我が眼前に立ち塞ふさがりし全すべての愚おろかなる者に裁きを与あたえよ──」

　それは氷の龍りゆうを生み出す強力な大魔法。通常の打ち合いでは詠唱する隙すきのない呪じゆ文もんも、最初のサーブの時なら詠唱し切る余よ裕ゆうがある。

「──《氷龍瀑布ニーヴイスカズツサ》」

「ＧＩＡＡＡＡＡ！」

　生み出された氷龍はボールを口に咥くわえると、そのままピアたちのコートめがけて突っ込んでいった。

　当然、周囲に氷の暴風を巻き起こしながら。

「ちょっ、ちょっと待てぇええええ！」

　ハヤテは暴風に吹き飛ばされないよう机に摑つかまりながら叫さけんだ。

　さすがのピアも、そしてビクトリアも氷龍を正面から受けるという選せん択たくはしなかった。彼女たちはコートから飛びずさり、目標を失った氷龍は地面を抉えぐってコートに着ちやく弾だんする。

「お、おまっ、シェリー……」

　あまりの光景にハヤテが言葉を失っていると、隣となりの席のアリアが落ち着き払った態度でホイッスルを吹く。

「シェリー君チームに一ポイント。次サーブはピア先輩チームで……」

「ちょっと待ったアリア！」

「ん？　何だい？」

「何だじゃないだろ！　ボールを打ち返すための弱い魔法ならともかく、あんな危険な魔法アリなのか!?」

「まぁ、相手の魔女騎士ヘクセンリツターを直接攻こう撃げきしなければ、どんな魔法も魔技マギカも使っていいルールだからね。シェリー君はちゃんとボールを狙ねらっていたわけだし、反則は取られないよ」

　アリアの口調は至って平静で、彼女はウソや冗じよう談だんなど言っていないのがよく分かった。

「フンっ、いいだろう。私も様子見は終わりだ」

　シェリーのサービスエースに応こたえるように、ピアもまた眼光の鋭するどさを増す。

「「……！」」

　彼女たちにあてられたように、ビクトリアとキルルもまた身構えた。

　観客の幾いく人にんかは防ぼう御ぎよのためなのか、各おの々おのの『魔導器ワンド』を顕けん現げんさせる者も現れる。

「おいおい……」

　ハヤテの口の端はしがヒクッとなった。

　同時に、ピアが全力でサーブを打ち──大魔法・魔技マギカ何でもありの、真の『魔女騎士ヘクセンリツターテニス』が始まる。

「これのどこが淑しゆく女じよのスポーツだああああああ！」

　ハヤテの絶ぜつ叫きようは、テニスコートの砕くだける轟ごう音おんに吞のまれて消えていく。

　ドガンッ!!

「うわっ！」

　レシーブの余波を受けて実じつ況きよう席がひっくり返り、ハヤテもコート上に投げ出される。

（な、生身でここにいたら命がいくつあっても足りないぞ……！）

　倒たおれた実況席の下から這はい出ながら、ハヤテがこの場からの避ひ難なんを検討していると、

「……ァアアア！」

　頭上から悲鳴が聞こえてきて、

「ハヤテさん!?」

「へ？」

　テニスの衝しよう撃げきで吹っ飛ばされたらしいキルルが降ってきた。

「ぐへっ!?」

「キャア！」

　そのままふたりはぶつかり、もつれ合いながら転がる。

（イテテテ）

　ハヤテは涙なみだ目めになりながらまぶたを開けるが……妙みように視界が薄うす暗ぐらい。

　何かが頭の上にのっているようで微び妙みように生温かい。

　何だろうと思ってハヤテがそれを手でムギュッと摑むと、ひゃんっ、とかわいらしい悲鳴が上がった。

「キルルか!?」

　その声でようやくハヤテは自分の上にのっているものの正体に気づく。

　しかもどうやら声の出所からして、彼女は頭をちょうどハヤテの下半身の方に向けているようだ。

　ということは、必然的にハヤテの頭の上にのっているのは彼女の下半身ということで──さっきからこの鼻先に当たっている布地は……

「す、すまん！」

　ハヤテは慌あわてて謝るが、その声はキルルのスカートの中で「もがもが」という意味不明な音に変わる。

　おまけにハヤテの声が妙な刺し激げきになってしまったのか、キルルはまた、はぁぁん、と甘い声をとろけさせて、

「ハヤテさんそんなっ、ダメですこんな人前で……ああ、でもハヤテさんの息があたしのに当たって……あぅ！　ハヤテさんがどうしてもって言うならあたしっ、あたしっ……！」

　完全にトリップ状態に入ってしまったキルルは、下着をハヤテに押しつけるようにくねくねと腰こしを動かし始める。

（いいから早くどいてくれー！）

　これ以上キルルを刺激できないので声も上げられず、ハヤテは心の中で思いっきり叫んだ。
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　──で、コートを粉ふん砕さいしてもまだシェリーとピアはゲームを続行しようとしたが、さすがに教師からの注意が入って、またしてもふたりの（それと途と中ちゆう参加のビクトリアにキルル）の決着はつかなかった。

「最後の最後でとんでもない勝負になったな……」

　薄うつすら汚よごれた制服の埃ほこりをパンパンと叩たたき落しながらハヤテは嘆たん息そくする。

「シェリー。大だい丈じよう夫ぶか？」

「ええ」

　シェリーはそう応えるが、テニスウェアはすでにボロボロで、生き残った布地がかろうじて彼女の体の出っ張りに引っかかっている、という有り様だった。ビクトリアやピアも似たようなもので、少々引っかかりに乏とぼしいキルルなどは必死に手で隠かくしている。

「教師に止められては仕方がない。今日はここまでだな」
















「口くち惜おしいですが、そうですね。決着は選せん抜ばつトーナメントでつけましょう」

「お前たちが決勝まで上がってこられたらな」

　ピアはそっけなく言い放つと、ハヤテたちに背を向けてテニスコートから去っていく。

「───！」

　と、『魔女騎士ヘクセンリツターテニス』の余波で地じ盤ばんが脆もろくなっていたのか、ピアの足あし許もとで地面がバキッと音を立てて崩くずれた。

　幸い崩ほう落らくはたいしたことなく、ピアはほんの少し足を取られて転んだ程度で済んだ。

「ピア様！　大丈夫ですか!?」

　それでもリーリィたち親衛隊にとっては一大事だったらしい。彼女たちは手を貸すにしても多すぎるくらい、あっという間にピアの許に集まった。

「ピア様。立てますか？」

「ああ、すまない。大丈夫だ。ありがとう」

　ピアは礼を言いつつ──差し出された手をさりげなく拒きよ否ひして自分ひとりで立ち上がり、改めてテニスコートをあとにした。

　親衛隊も彼女のあとに続いてぞろぞろといなくなり、やがて観客も捌はけてハヤテたちだけが取り残される。

「まぁ、今日のところは引き分けで勘かん弁べんして差し上げますわ。わたくしとの決着もいずれ、トーナメントで」

　ビクトリアは乱れたドリル髪がみを手で払はらいつつ、シェリーにそう告げていなくなった。

　今日はイレギュラー的に対決となったが、またトーナメントが始まるまでシェリーたちとは距きよ離りを置いて特訓するつもりなのだろう。

「私たちもそろそろ寮りように戻りましょう」

「ああ……」

　ハヤテはシェリーの声に返事しながら、ふと先さき程ほどのピアの態度が気になっていた。

（何で手を借りて立たなかったんだろう？）

　それは非常に些さ細さいな違い和わ感かんだったが、ハヤテは妙に気になった。

　そんなモヤモヤとした疑問を感じながら、ハヤテはシェリー、それにキルルやアリアと一いつ緒しよに寮への帰路に就ついた。
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「……ん？」

　ハヤテは不意に白い空間で目を覚ました。

「あれ……？　確か、寮の部屋で寝ねたはずなんだけどな」

　ところが今は見覚えのない部屋にいる。

　どういうことだ……とハヤテは思いかけたが、ふとここが見覚えのない場所ではないことに気がついた。

「ここ……七つ首と戦った時の……」

「やっと気づいたか。まだ寝ぼけてるのか？」

「！」

　突とつ然ぜん声をかけられ驚おどろいて振ふり返ると、そこには以前もこの白い空間で出会った男が立っていた。

　相変わらずそこにいるのに距きよ離り感かんも表情も摑めなかったが、この時ばかりは呆あきれている雰ふん囲い気きが伝わってきた。

「……はあ～、まぁいい。久しぶりだな」

　男は大きくため息をつくと、打って変わって気さくな調子で話しかけてくる。

「久しぶり……って、そんなあいさつ交かわすほど親しくなったつもりはないけど」

「おいおい、ヒドい言い草だな」

「得体が知れなさすぎるんだよ、アンタは」

　今度はこちらが呆れた様子を見せつつ、ハヤテは男に告げる。

「フンッ、恩知らずな奴やつだ。あの七つ首に追い詰つめられていた時、俺が手助けをしてやらなければ大切な女も護まもれなかったのだろう？」

「ぐ……！」

　正論を言われ、ハヤテは仏ぶつ頂ちよう面づらを浮うかべて、

「それについては感謝してる」

「女のこととなると途と端たんに素す直なおになるな、お前は」

　また呆れられたような雰囲気。

「というか、結局アンタは何者なんだ？　俺の何を知ってる？　この前は時間がなかったから聞けなかったが、今日こそは喋しやべってもらうぞ」

　ハヤテは話題を逸そらすように質問を畳たたみかけた。

「前にも言っただろ。それはお前の記き憶おくが戻もどれば自然と思い出すことだ」

　しかし、男はハヤテの質問を軽く受け流す。

　どうやら話す気はないようだ。

「……じゃあ、今日は何の用なんだ？」

　若じやつ干かん不ふ貞て腐くされながらハヤテは尋たずねる。

「なに、そろそろお前に第二階かい梯ていの技わざをくれてやろうかと思ってな」

「第二階梯？」

　そういえば天壌劫火の断罪剣ヘルフレイムデストラクシヨンを習得した時、第一階梯がどうこうと目の前の男が言っていた気がする。

「技ってことは、新しい魔神技ラストオリジンを教えてくれるのか？」

「教えるというのとは少し違ちがうがな。まあ、似たようなものだ」

「……」

「何だ？　不満そうだな」

「いや……ただそんなほいほい教えられるものなら、あの魔ま獣じゆうの神が出てきそうになった時に教えて欲しかったと思っただけだよ」

　二ヶ月前の神降ろし事件では、ハヤテやシェリーも含ふくめ多くの人々が危機に陥おちいった。

　新しい力というなら、あの時にこそ欲ほしかった……というか、本当の危機に際してこそ必要なものだ。確かに今も選抜トーナメントを控ひかえた大事な時期ではあるのだが……

「いちいち文句をつけるな。第二階梯を開くにはお前だけではなく、あの女の覚かく醒せいが必要だったんだ」

「あの女……シェリー？」

　この男が「あの女」などと表現する相手を、ハヤテはひとりしか知らない。

「覚醒って、大魔法のことか？」

「ああそうだ。あれから二ヶ月、最低限の習熟度ではあるが、ギリギリ第二階梯を開ける程度には達した」

　よく分からないが、第二階梯とやらを開くには、シェリーが大魔法を習熟する必要があったらしい。

「……それで？　第二階梯ってのはいったいどんな技なんだ？」

「慌てるな。今から教えてやる」

　男は落ち着けとばかりに手を振ってみせる。

「第二階梯はお前と、お前の女の力が合わさって意味を成す技だ。お前の女にはアイツがやり方を教えているから心配するな」

（……アイツ？）

　話し振りからしてシェリーのことではないだろう。では誰だれなのか……当然のことながらハヤテにはまるで察しもつかなかった。

「だが今の段階で第二階梯の技を使う時は注意しろ。さっきも言った通り、お前らはまだギリギリ習得できるかできないかというラインにいる。一度使えばブッ倒たおれちまうだろうから、使いどころは慎しん重ちように……」

「ちょっと待てよ。そんなギリギリとかブッ倒れるとか、危ない技なら別にもっとあとで教えてくれればいいんじゃないのか？」

「うるせぇな～。テメエがいつまで経たってもあの女との関係を進展させられないダメ男だから、こんなところでいらん苦労を背負う羽目になってんだよ」

「ぐっ！　何だそれは!?」

　謎なぞの誹ひ謗ぼう中傷に若干傷つき、ハヤテは口だけは強気に反論する。

　男の言葉に圧おされて、そうやすやすとその第二階梯という技を引き受けるわけにはいかなかった。なぜなら、

（俺だけならともかく、シェリーの力も必要な技ってんじゃ、彼女も危ないかもしれない）

　ハヤテにとってそれはスルーできない問題だった。

「何で〝今〟なのか？　納なつ得とくのいく理由を教えてくれないなら、第二階梯なんて俺はいらない」

「……はあ～、お前はおもしろい奴なんだが、変なところで扱あつかいづらいな」

「悪かったな」

「まあいいさ。何で今なのか、その理由くらいは教えておいてやる」

　男はそう言って、「その理由」をハヤテに告げる。

「二ヶ月前、封ふうじた神々がこの世界に戻ってこようとした時、世界の境目に亀き裂れつが入った。まだしばらくは保もつだろうが、いつ決けつ壊かいが起こるか分からない。だから、早い内にお前らには力に慣れてもらう必要が出たんだ」

「境目？　亀裂？　何のことだ？」

「うるさい。これ以上のことを知ったところで、今のお前には何もできん。いいから今はとっとと第二階梯を開いて、テメエの女と一緒に修練を積んでこい！」

「なっ！　おい、ちょっと待──」

　一方的に会話を打ち切られ、ハヤテは抗こう議ぎしようとしたが、いつの間にか間合いを詰めてきた男に蹴けっ飛ばされて、そのまま白い空間から放ほうり出された。
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「──てコラアァァ！」

「──なさい、ちょっと！」

　ハヤテがベッドの上で飛び起きると、同じく隣となりのベッドでシェリーがやや声を荒あららげながらかけ布ぶ団とんを跳はね上げていた。

「……もしかして、シェリーもあの白い空間に？」

「……どうやらハヤテもそうらしいわね」

　ハヤテと同じくシェリーもまた、白い空間で第二階梯について説明を受けていたらしい。ハヤテと違い、彼女は女性から説明を受けたそうだが、あの男の言っていた「アイツ」とはそいつのことだろうか？

「まあ……なんかよく分からないけど、第二階梯ってやつが開いたらしいぞ。どうする？」

　ハヤテは分かりきった質問を口にする。

　だから当然、返ってくる答えも決まり切っていた。

「もちろん、一日も早く使いこなせるようになって、あいつらの度ど肝ぎもを抜ぬいてやりましょう。ハヤテ」

「仰おおせのままに」








第三章　キルル・デーメテールの戦い









　キルルとの早朝訓練のために早起きしたハヤテは、その日またしても偶ぐう然ぜんに小広場で訓練中のピアと遭そう遇ぐうした。

　ガキィィ…ン　ガキィィ…ン

「九千八百九十九……九千九百」

　ピアは芝しば生ふの上に置いた枕まくら状の鋼材に向かって、槍やりを打ち下ろす鍛たん錬れんをしていた。

　槍といえば突つくのがメインと感じるが、実際はその長大なリーチを支える「柄え」を棒術のように扱い、「叩たたく」「薙なぎ払はらう」といった攻こう撃げきの方が主力となる。

　ガキィィ…ン　ガキィィ…ン

「九千九百一……九千九百二」

　一秒の狂くるいもなく正確に鳴らされる音色を聞きながら、ハヤテは彼女があと約百回の打ち下ろしを終えるまで待ち続けた。

　やがて。

「一万……ん？　何だお前か」

　鍛錬を終えて集中を解いたピアは、ようやく傍そばに立っていたハヤテの存在に気がつく。

「頼たのむから、そういうこと言う前に服を着てくれ」

　ハヤテは両目を手で覆おおいつつ、半はん裸らのピアに服を着るよう促うながした。

　彼女が汗あせを拭ふいて着き替がえ終えるのを待って、ハヤテは改めて話しかける。

「さっき槍で叩いてた鋼材ってミスリルか？　見たことある光こう沢たくだけど」

「ああ。以前は庭石相手に打っていたのだが、どれもその内割れてしまってな。五、六個ダメにした辺りで教師に怒おこられて、代わりにこれをもらった」

　ミスリルは鉄をはるかに凌しのぐ強度を持つ。それならピアの鍛錬にも耐たえられると、その教師は打ち込み台代わりにそれを彼女に渡わたしたのだろう。あるいは毎日体を鍛きたえ続ける健けな気げさに心打たれ、ささやかな贈おくり物のつもりであげたのかもしれない。

（彼女のストイックさが、他ほかの生徒や教師から愛される理由なんだろうな。俺も正直、嫌きらいじゃない）

　いずれ戦い、倒す目標であるとはいえ、ピア個人に対して何かしらの悪感情を抱いだくことなど微み塵じんもなかった。

　ゆえに……だからこそなのか、ハヤテにはどうにも心に引っかかっていることがあった。

「なあ、ピア」

「呼び捨てか。まあいい。何だ？」

　ピアは特に気分を害した風もなく問い返してくる。

　なので、ハヤテは遠えん慮りよなく尋ねた。

「何でいつもそんなに気を張り詰つめてるんだ？」

「───」

　その質問にピアは即そく答とうせず、こちらの真意を確かめるようにジッと見つめてきた。

　目を逸そらす代わりに頭を搔かいて気まずさを誤ご魔ま化かしつつ、ハヤテは再度口を開く。

「この前の勝負を見てて気になったんだよ。転んだ時、リーリィが差し出した手を取らなかったよな、何でだ？」

「……別に深い意味はない。ひとりで立てただけだ」

「そうだろうけど、それだけか？」

　転んでもひとりで立てることは立てるだろう。だが差し出された手を取らない理由もないはずだ。必ず取らなければならない理由もないが……取らなかった理由はあるのかもしれない。

「よく分からんな。何が言いたい？」

「最初に言ったろ。何でそんなに気を張ってるんだよ？」

　堂々巡めぐって同じ質問に辿たどり着く。

「ウチのシェリーと違ちがって、アンタは学院一の人気者なんだろ？　そのわりには妙みように〝独り〟って感じがするんだよ」

「だから？　ひとりぼっちの私を憐あわれんで、慰なぐさめにでも来たのかお前は」

「そういうわけじゃない。今日会ったのは単なる偶然だ。で、たまたま会えたから気になってたことを訊きいてるだけだって。これ以上話したくないってんなら、無視して帰ってくれていい」

　ハヤテはそう言ってピアに道を譲ゆずったが、彼女は特に一歩を踏ふみ出さず、彼の正面に立ち続けた。

「……私からもひとつ訊きたい」

「何だ？」

「どうして私のことがそんなに気になる？」

　そう言って、ピアは探さぐるような目つきでハヤテの顔を覗のぞき込んできた。

（気になる理由か……）

　所しよ詮せんは〝気になる〟という程度のことなので、別にそこまで深い理由があるわけではない。

　ただ単にピアの振ふる舞まいが、とある少女を想起させるというだけだ。

「ピアが独りで気張ってる姿が、昔のシェリーと妙にかぶるんだよ」

　昔と言ってもハヤテとシェリーが出会った当初という意味なので、実際は半年も経たっていないのだが。

「……俺も素す振ぶり一万回にチャレンジしてみたんだけど」

　ハヤテは鉄てつ芯しん入りの木刀を軽く掲かかげながら、ここで少し話題を変える。

「半分も数えない内に腕うでが上がらなくなった。元々三千くらいしか振ってなかったし、急に三倍以上に増やそうと思っても生身じゃ体の方がついていかないのな」

　体を鍛えるというのは本当に毎日の積み重ねだ。

　一万回木刀を振ると口で言うのは簡単だが、それを実行するにはとんでもない数の積み重ねが必要となる。ピアはそれをやってきたのだ。

　それはとてつもないことだし、尊敬すべきことだと思う。

　だが。

「シェリーも強い女だけど、あいつにも危あやういところがあることを俺は知ってる。それとかぶるところのあるピアが、独りでそんな頑がん張ばって本当に大だい丈じよう夫ぶなのか……余計なお世話かもしれないけど、有り体に言えば心配なんだ、俺は」

「……！」

　ハヤテの発言に、ピアは虚きよを突かれた顔をした。

（まあ、そういう反応になるよな）

　知り合いと呼べるほどの仲でもない相手に「心配だ」などと言われても、言われた側としては戸と惑まどうしかないだろう。

　分かってはいたのだが……やはり、シェリーを思い起こさせるからだろうか？　つい気になって、言ってしまった。

　自分の発言を少し後こう悔かいし始めたが、その時ふとピアが口を開いた。

「お前……ハヤテ・ミツルギだったな」

「？　ああ」

「私もお前のことは気になって少し調べた」

（気になって？）

　なぜ俺のことが、と先さき程ほどのピアと同じ疑問をハヤテは感じたが、今はひとまず彼女の話を聞くために耳を傾かたむけた。

「なんでも、シェリー・シャルラッハロートが独断で行った召しよう喚かんによって、偶然この学院に召喚された男らしいな。その後は学院長の判断もあり、契約獣サーヴアントとしてここで生活している」

「その通りだけど、それが？」

「……」

　ピアはすぐに答えず、無言で近くのベンチに腰こしかけて隣を軽く叩いてみせた。座れということらしい。

　ハヤテはおとなしく従い、彼女の隣に腰を下ろす。

「……？　お前、それは……」

　そこでふとハヤテが両手に持っているものに目を留め、ピアは怪け訝げんそうな顔をする。

「これか？　最近、これで訓練する必要が出てきてな」

「……まぁいいか」

　しかし、話の途と中ちゆうというのもあって、ピアは深く問い詰めることもなくその話題を流した。

「こほんっ」

　彼女は一度咳せき払ばらいをしてから、改めて話を切り出した。

「お前に過去の記き憶おくがないというのは本当か？」

「本当だけど？」

「自分の起源ルーツを知らないというのはどんな気持ちだ？」

　唐とう突とつにそんなことを問われ、ハヤテは面めん喰くらった。

　だが、質問者のピアが思った以上に真しん剣けんな目でこちらを見ていたので、誤魔化さずに正直に答える。

「……まぁ、時々不安になることはあるな。自分は何者なのか分からないっていうのは」

　未いまだにハヤテが人なのか契約獣サーヴアントなのか、それとも別の何かなのか……その結論は出ていないし、ハヤテ自身も思い出せていない。

　決して目を逸らしていたわけではないが、シェリーに召喚されて以来多くのやるべきことが目の前にあったおかげで、その不安に押し潰つぶされずに済んでいたのは事実だろう。

「でも、何でそんなこと訊くんだ？」

「……私だけ話さないのは不公平だな」

　と言いつつ、ピアはすぐに答えるのを躊躇ためらう様子を見せた。

　さっきからそういう態度が多い気がするが……それだけ言いづらいことなのかもしれない。

「……私はな、レイシス家の養子なんだ」

「ん」

「……」

「……？」

「……反応が薄うすいな」

「？　いや、養子で、それで？」

　ピアの言いたいことが分からず、ハヤテは首を傾かしげた。

　一方で、彼の態度が想像していた反応とは違ったためか、ピアは呆あつ気けにとられた顔をしていた。

「常識知らずとは聞いていたがここまでとは」

「悪かったな」

「……貴族というのはな、血筋と家いえ柄がらというのが何よりも重要なんだ」

　血筋は貴族の高貴さ──と同時に魔女騎士ヘクセンリツターとしての強さ──を示す重要なファクターらしい。

　確かにシェリーやビクトリアを見ても、貴族が血筋（家名）を重んじているのはよく分かる。しかし、いずれにしてもハヤテからすれば馴な染じみのないものだ。ゆえにその重みにも未だにピンと来ていない。

「まぁよく分からないが、親と血がつながっていないってのがそんなにマズいことなのか？」

「世間知らずというか、言いにくいことをズバッと言う奴やつだな」

「あっ、気に障さわったか？」

「……いや、むしろ心地ここちいいな」

　ほんの一いつ瞬しゆん、ピアが微び笑しようしたようにハヤテには見えた。

「私は幼い頃ころに実の両親からレイシス家に売られた。理由は知らない……まぁどうでもいいことだ。顔も知らない親だからな」

「……」

「ともかく、物心つく前から私に与あたえられた使命はただひとつ、強くあることだ。レイシス家の名を高めるために、どこまでも強くなることを求められた」

　遠い過去を思い出すように空を見上げ、ピアは語った。

「寝しん食しよくを忘れ、来る日も来る日も鍛たん錬れんに励はげんだ……だから、私にとって己おのれを鍛きたえることは食事よりも慣れ親しんだ行こう為いだ。それが養母に求められた唯ゆい一いつのことだったからな」

「でも、それだけで……」

「それだけ？　それだけが私の全すべてだ。ほかには何もない。それができなければ──私に居場所なんてない。私がピア・レイシスを名乗っていられるのは、家の期待に応こたえられているからだ」

　もししくじれば私の居場所はどこにもない──ピアはそう言った。

　そして、彼女はハヤテの目を見て、こうも言った。

「お前も私と同じだろう、ハヤテ・ミツルギ」

「俺も？」

「お前も私もはぐれ者アウトサイダーだ。本当の意味で自分の居場所と呼べる場所なんてない。私はレイシス家に、お前はお前の主あるじであるシェリー・シャルラッハロートに、自分の価値ちからを認めてもらえなければ……居場所なんて、ないんだ」

　ピアがハヤテのことを気になって調べたというのは、どうやら今言ったようなある種の共感を覚えていたからのようだった。

　彼女は長年ため込んでいた秘密を吐はき出したためか、幾いく分ぶんかスッキリとした顔で立ち上がり、またハヤテに笑え顔がおを向ける。

「ハヤテ・ミツルギ。お前は私の気持ちを分かってくれるだろう？」

「……」

　ピアはハヤテの答えを待たずに、そのまま小広場から去ってしまった。

（価値ちからを認めてもらえなければ、か……だからあんなに勝ちにこだわってたのか）

　あんなたかが意地の張り合いで、随ずい分ぶんと勝利に執しゆう着ちやくしていたとは思っていたが、彼女にとって勝つことは自身の存在を保つ上での絶対条件なのだろう。

　そして彼女のその感情は、養子という決して他人に洩もらせない秘密が大本となっている。ゆえに誰だれとも──はじめて同じ立場といえるハヤテ以外──共有することもできず、ずっと独りで戦い続けてきたのだ。

　それはやはり誰ひとり味方もおらず、それでも自分の願いのために戦い続けていた昔のシェリーと重なって……

「……」

　ピアがいなくなったあともハヤテはベンチに座ったまま、キルルがやってくるまでしばらく考え事をしていた。
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　その日の午後。

　最近は模も擬ぎ訓練場でキルルと組み手をすることが多かったが、今日はあらかじめ彼女に断りを入れておいた。シェリーとふたりで試ためしたいことがあったのだ。

　というわけで、ハヤテはシェリーと一いつ緒しよに模擬訓練場の個人特訓エリアに来ていた。

　本来は名前の通り、ひとり用の訓練スペースで主に魔技マギカや魔ま法ほうの練習をするところだが、ふたりでも大暴れしなければ手て狭ぜまということはない。

　ハヤテはシェリーと同じエリア内に入り、そこで彼女と向き合っていた。

「はぁ、はぁ、はぁ」

「ふー……ふー……」

　ふたりは向かい合ったまま肩かたで息をしている。

　周囲には『レーヴァティン』の炎ほのおで焼け焦こげた痕あと、それに強きよう烈れつな冷気で霜しもが降りた痕が散見していた。

「ふー……意外と難しいわね」

「あの男からやり方を教わった時は、簡単だと思ったんだけどな」

　教わったと言うより、頭の中に使い方が流れ込んできたと言う方が正確だが、そこは些さ細さいなことだ。

　目下、一番の問題は。

「第二階かい梯ていがこんなに危険なものだったとはな」

「危険は元より承知の上よ。それよりも使いこなすどころか、使える段階にも達することができない方が問題だわ」

　シェリーは嘆たん息そくし、胸の下で腕うで組ぐみをする。

　確かに彼女の言う通り、使う云うん々ぬん以前に第二階梯を成功させることもできないのは問題だ。

（選せん抜ばつトーナメントが近いのもあるが、あの白い空間の男の言葉も気になる）

　亀き裂れつがどうとか……妙みように不ふ穏おんなことを言っていた。

　ハヤテたちには早く新しい力に慣れる必要があるとも。

　何のことかは分からないが……あの男はハヤテの失われた記憶にも関係ある気がしていた。奴の頼たのみを完全に無下にするのも躊躇われる。

　とはいえ、もう数時間ブッ通しで訓練していた。ハヤテはまだ少し呼吸の荒あらいシェリーの上気した頰ほおを見やり、

「一回休きゆう憩けいするか？」

　と尋たずねる。

「……」

　それにシェリーはいったん悩なやむ素そ振ぶりを見せたが、

「そうね。根の詰つめすぎはよくないわ」

　と言って頷うなずいた。

「お、おう」

　まさか素す直なおに返されると思っていなかったハヤテの反応は遅おくれてしまう。

「ほら、ハヤテもこっちに来て休みましょう」

「ああ」

　ハヤテとシェリーは焦げても凍こおってもいない壁かべ際ぎわまで移動し、ふたり並んで腰こしを下ろす。

　そのまましばらく静かに休憩していたが。

「ねぇハヤテ」

「ん？」

「私の肩を揉もんでくれないかしら？」

「肩を？」

　唐突なお願いにハヤテは首を傾げる。

「この前もマッサージしてあげたでしょう。だからそのお返し」

「ああ、あれな」

　ハヤテは保健室で看護服ナースドレスを着たシェリーにされたことを思い出し、乾かわいた笑い声を漏もらす。

　あれは本当に人前で理性が崩ほう壊かいしかけた。

「さあ、お願い」

　シェリーはハヤテに背を向け、催さい促そくするように肩を差し出してくる。

　まぁ、今回は特に何かされる側でもないので断る理由もない。

「痛かったら言ってくれ」

「分かったわ」

　ハヤテは慎しん重ちように彼女の両肩に手を置き、ゆっくりと揉み始めた。

「んっ……もう少し強くてもいいわ」

　シェリーの指示に従って、段々と力を強くしていって、ちょうどいいところを探さぐり当てると、あとはリズミカルに揉んでいく。

「んっ……あっ」

「……」

　気持ちよさそうなのは嬉うれしいが、妙に甘い声を出されるのは若じやつ干かん困る。

　まぁそれもいつものことなので、あまり気にしないようにしながらハヤテは肩揉みを続けた。

　すると。

「もうちょっと下をお願い」

「？　下か？」

「下よ」

　肩の下と言われても肩けん甲こう骨こつしかないのだが……ハヤテは掌しよう底ていの辺りで肩甲骨を押すように力を入れてみる。

「あんっ、痛いわ」

「っと、悪い」

「揉んで欲しいのはそこじゃないわ──こっちよ」

　シェリーはハヤテの両手を摑つかむと、その手を自分の前へ持っていって、ムギュッ、とその豊かな胸へとあてがった。

「～～～！」

　やわらかい双そう丘きゆうに指が埋まい没ぼつする感かん触しよくが伝わり、驚おどろきとともに手を離はなしそうになる。

　しかし、それはシェリーが許さなかった。脇わきを締しめ、ハヤテの腕を逃のがさないようにする。

「コラ、逃にげないの。揉んでくれるって言ったじゃない」

「揉むのは肩だ、肩！」

　ハヤテは抗こう議ぎするがシェリーは聞いちゃくれない。

「いいから黙だまって揉みなさい。男のハヤテには分からないだろうけど、大きな胸って凄すごく重くて立ってるだけでも疲つかれるのよ。しばらく支えてなさい」

　確かに重いと苦労するなんて話は、時々シェリーの口から聞いているが……だからって男に胸を持たせるというのはいかがなものなのか。

　しかもこちらの手に自分の手を重ねて、微び妙みように揉ませるのを続行させているし……もみもみ。

「もう。私の胸なんて何度も揉んでいるでしょう。今いま更さらこれくらいでおたつかないで欲しいわ」

「そんなこと言ったって……」

　ハヤテは何か言い返してやろうと言葉を探して、

「……しょうがないだろ。シェリーが魅み力りよく的なんだから」

　と、反はん撃げきになっているのかいないのか、よく分からないセリフしか出てこなかった。

「───」

　ただシェリーも少し意表を突つかれたようで、目を丸くして下から覗のぞき込むようにハヤテを見つめてきた。

　そして、フッと微び笑しようを浮うかべる。

「ねぇハヤテ。分かる……？　私の胸が凄いドキドキしているの」

「……ああ」

「あなたの激しい鼓こ動どうも、こうやって耳を当てると聞こえるわ」

　そのふたつの音色を楽しむように、シェリーはしばし目を閉じた。

　そうして眠ねむる彼女の表情は本当に穏おだやかだ。ハヤテに包まれて、すっかり安心しきっているのが見れば分かる。

（出会った時や悩んでいた時に比べて、ホントやさしい表情をするようになったな）

　自分と出会う前のシェリーをハヤテはもちろん見たことがない。だが人づてや彼女本人から話を聞く限りだと、こんな、こうして人に体を預けて眠るなんてこと、ずっとずっとなかったんだと思う。

　かつてリンネさんという女性と対たい峙じしたことがある。

　彼女もシェリーと同じ強い瞳ひとみを持っていたが、過去の出来事が彼女を歪ゆがませた。

　ピアは歪まず、そしてハヤテと出会わなかったシェリーの未来の姿だ。孤こ独どくであれど強く、曲がらない意志を持つ少女だ。

　シェリーも大魔法の覚かく醒せいなどを見る限り、独りでもピアと同じ地平に立てるだけの潜せん在ざい能力は秘めていたはずだ。おそらく最初は辛つらくとも、いずれランキングの頂点まで上り詰めていただろう。

　だが、それでは彼女の夢には足りないのだ。

　彼女が目指すのは大陸最強。

　そこへ到いたるには──到れるには、ハヤテとの出会いは不可欠だったはずだ。

　なぜなら、今の彼女は独りでは到とう達たつできないだけの強さを持っているから。

「……もうすぐランキング戦、終わればいよいよ選抜トーナメントだわ」

　まぶたを閉じたまま、シェリーはハヤテにだけ聞こえる声で囁ささやく。

「絶対に、勝ちましょうね」

「必ずシェリーを勝たせる」

　ハヤテとシェリーは折り重なったまま違たがえられぬ約束を交かわし、そして再び新たな力を手にするための訓練へとふたりで戻もどっていった。
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　やがて陽ひも沈しずみ、夜も更ふけ、珍めずらしくハヤテは部屋にひとりでいた。

　今日は疲れたのでサウナに入りたいと言って、シェリーは大浴場へ行っている。

　その間にハヤテはさっさとひとりでシャワーを終え、髪かみを乾かしてベッドに寝ね転ころび、彼女の帰りを待っていた。

　第二階梯は一日では成功しなかったが、このまま訓練を続ければトーナメントまでには間に合いそうだ……そんなことを考えながら体を休めていると、ふと人の気配を感じた。

「シェリー？」

　扉とびらの開く音はしなかったが、彼女だと思って振ふり返ると──突とつ然ぜん、両肩を摑まれ、そのままベッドの上に押し倒たおされた。

「ピ、ピア!?」

　驚きとともに、ハヤテは自分の上に馬乗りになった少女の名前を呼ぶ。

　今朝話をして以来、今日二度目の邂かい逅こうだった。ただ今回は偶ぐう然ぜんではなく、彼女の方からの来訪のようだが。

「こんな夜に……何の用だ？」

　わざわざ音も立てずに忍しのび寄ってきたのだ。何かただならぬ用事でもあるのかとハヤテが緊きん張ちようしていると、唐とう突とつにピアは顔を近づける。

「この前の勝負の続きだ。ハヤテ・ミツルギ」

　そう言って、ピアは急に制服のボタンをはずし始めた。

「なっ、何やってんだ!?」

「だから、勝負の続きだと言っている。この前、お前は私ではなくシェリー・シャルラッハロートに票を入れた。トーナメント前に、その雪せつ辱じよくを晴らしたい」

　どうやら『魔女騎士ヘクセンリツターテニス』をやった日の、「どちらがハヤテを喜ばせられるか？」という勝負のことを言っているらしい。

　確かにあの時ハヤテはシェリーの勝ちに票を投じたが……

「何で今更あのことを？　それに決着はトーナメントでつけるって」

「……うるさい。なんだかモヤモヤするから、やらせろ」

　と、メチャクチャなことを言ってピアはハヤテの言い分を一いつ蹴しゆうする。

　あるいは今朝の会話が、彼女の中でハヤテに対する何らかの感情を刺し激げきし、それが瞬しゆん間かん的に膨ふくれ上がったのかもしれない。

　その感情と、元々負けず嫌ぎらいの彼女が未いまだに納なつ得とくのいっていない勝負の結果が合わさり、このような無茶ともいえる強きよう硬こう手段を取らせた可能性は大だった。

（グッ、武術家としては向こうが上なせいか、抵てい抗こうがいなされて力任せに振りほどけない！）

　ピアは手て際ぎわよくハヤテをシーツと上着で拘こう束そくすると、いよいよ自分の服を全部脱ぬぎ去った。

「……！」

　今まで見た中で最も引き締まった少女の裸ら体たいが目に入り、ハヤテは息を吞のむ。

　シェリーやビクトリアのような「やわらかさ」とは違って、ピアのは「洗練された」女体の美しさが光っていた。

「さて……」

　ピアは呟つぶやき、ハヤテの顔の両側に手の平をつく。

　彼女の形のよい胸がぷるんっと揺ゆれ、先せん端たんがあごを掠かすめた。

「……」

「……」

「……」

「……」

「……」

「……」

　何もしてこない。

　ピアはハヤテに覆おおい被かぶさった体勢のまま沈ちん黙もくを続けていた。

「おい」

　不意に彼女が口をきく。

「……何だ？」

「このあとどうすればいい？」

　そして、そんなことを訊きいてくる。

　随ずい分ぶんと間の抜ぬけた質問だが……たぶん、ピアはこの手のことにヒドく疎うといのだろう。「男ハヤテの喜ぶこと」と聞いて、槍やりの訓練を始めるほどなのだから、その辺の知識については推おして知るべしだ。

「どうすればいいのか分からないなら降りてくれ」

「ダメだ」

　そこだけは強ごう情じようで、どうしてもハヤテの口からピアの勝ちと言わせたいようだ。

　ハヤテが黙りこくっていると、やがて痺しびれを切らしたピアが上半身を持ち上げ、再度馬乗りの体勢に戻る。

　で、いきなり自分のお尻しりをぐりぐりとハヤテに押しつけてきた。

「んなッ!?　何してんだよ!?」

「確か、保健室であいつにお尻を乗せられてお前は喜んでいただろう？」

「誤解だ！」

　叫さけぶが、ピアは聞き入れてくれない。

　むしろハヤテが誤ご魔ま化かそうとしたと思ったのか、さらに強くお尻を押しつけてくる。

「いっ!?」

　しかも知識がないせいか遠えん慮りよがなく、何の防ぼう御ぎよもない彼女の秘部がぎゅうぎゅうとこちらの股こ間かんの辺りに当たって……

　ズボンを脱がされていたら完全にアウトだった。今も充じゆう分ぶんアウトだが。

「ぐぅ……このッ！」

　ハヤテは全力を込こめ、両りよう腕うでを拘束していたシーツを強引にほどく。

　若じやつ干かん手首が痛んだがこの際構っていられない。

　ピアをはねのけようと手を伸のばすが、その手はあっさり彼女に摑つかまれてしまう。

　ぽよんっ

　しかも偶然、手の平が彼女の胸に当たってしまい、張りのある弾だん力りよくが返ってくる。

「あ……」

　ピアもまた乱暴なハヤテの手に何か感じたらしく、これまで漏もらしたことのないような弱々しい声を上げる。

　お互たがい妙みような雰ふん囲い気きが一瞬だけ漂ただよう。

　今の体勢も含ふくめて、なんだかそういうことをしている最中みたいになってしまった。

　そんなある意味最悪のタイミングで、部屋のドアが開かれる。

「ただいまハヤ……テ……」

　帰ってきたのは、当然ハヤテと同居しているシェリー。サウナ上がりらしく、全身の肌はだが火ほ照てっており、若干湯気が出ていた。

　ビシィ!!

　その湯気が、刹せつ那なの内に冷気で凍こおりつく。

　またたく間に室温が五度下がり、シェリーの胸むな元もとの結印が目に痛いほど蒼あおく輝かがやいた。

「ちょっと待った！　シェリー！」

　凍いてつく風とともに、彼女の煮にえ滾たぎるような怒ど気きが伝わってくる。

「……」

　彼女はただ黙もくしてピアを睨にらみつけているが、それ以上は何もせず黙だまっていた。

　ピアもまた静かにシェリーの視線を受け止めたあと、ハヤテの上から降りる。それから自分の服を着て、相手の脇わきを通り抜けて部屋を出て行った。

　その間、シェリーはひたすら沈黙し続ける。

　パタンッ……と扉が閉まる音がしてから十数秒後、徐じよ々じよに結印の発光が収まり、やがて室内に吹ふき荒あれた凍気も失うせた。

「……」

　そして、シェリーは無言のまま踵きびすを返して部屋を出て行く。

「シェリー！」

　無論、ハヤテは上着を着るのもそこそこに、急いで彼女のあとを追いかけた。
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　ハヤテがシェリーを見つけたのは寮りようの廊ろう下かの隅すみっこだった。

　彼女はこちらに背を向け、廊下の壁かべを見つめるようにして立っている。ハヤテが近づいてきたことにも気づいているようだったが、こちらを振り向くことはしなかった。

「シェリー」

「あんまりこっちを見ないで……ヒドい顔してるから」

　やや鼻声でそう言って、シェリーはハヤテが近づくのを拒こばんだ。

　ハヤテは一度立ち止まり、五、六歩離はなれた位置から彼女に話しかける。

「あのな、あれは誤解なんだ。ピアが突然部屋に入ってきて……」

「それくらい……分かってるわ」

　分かっているというわりに、答えるのに若干間があった。

　どう見ても動どう揺ようしている。それは、あの時室内で荒れ狂くるった蒼の魔ま力りよく風からも明らかだ。

「分かってくれるなら、顔を見せてくれよ」

「……」

　シェリーは口を噤つぐむことで答える。

　誤解なのは分かったと言っている。なら、何が気に入らないのか？

　このままでは埒らちが明かない。

　先さき程ほどは拒きよ否ひされたが、ハヤテは止めていた足を前に出し、シェリーに近づいた。それに今は彼女の言葉を無視する方がいいと思ったのだ。

「シェリー」

「やっ……」

　手を取って振ふり向かせたシェリーの目には、若干の涙なみだが浮うかんでいた。

　ハヤテはそっと指でそれを拭ぬぐい、少し彼女を抱だき寄せる。

「……悪かった。そこまでシェリーを傷つけるんだったら、何がなんでもピアをはねのけるべきだった」

「……いいえ、ピアさんが相手じゃ、『魔神器ゼーレ』なしに彼女に抵抗するのは難しかったでしょう？」

　ハヤテに抱かれて多少は落ち着いたのか、シェリーはいつもの彼女らしく冷静な声で言った。

「それに今回の場合、悪いのは私だわ」

「何言ってんだ、俺が……」

「嫉しつ妬としたの、私」

　ハヤテの言葉を遮さえぎり、シェリーは悔かい恨こんするように呟く。

「ほんの一瞬だけど、ハヤテのことを疑ったの。あなたがそんなことするはずがないのに、まさかと思ってしまった。信じ切れなかった。それが許せないの……」

「……！」

　自分がとんでもない思い違ちがいをしていたことにハヤテは気づいた。

　シェリーが責めていたのは彼女自身だったのだ。

　違たがえぬ誓ちかいを交かわしたパートナーに一瞬でも疑心を抱いだいた自分を、こんなに泣いてしまうほど悔くいている。

　そんなどうしようもなく一いち途ずで繊せん細さいで愛いとおしい彼女を、ハヤテは、バカだな、と笑ってやる。

「そんなこと気にするなよ。嫉妬してくれるなんて、それだけシェリーの気持ちが強い証しよう拠こだろ？　むしろ俺は嬉うれしいよ」

「でも……」

「許し合うのもパートナーだろ」

　その言葉を聞いて、シェリーはやっと安あん堵どしたような微笑ほほえみを浮かべる。

　彼女の表情を見ながら……ハヤテは心中で思う。

（こんなことでシェリーを泣かせてるようじゃ、俺はダメな男のままだな）

　白い空間の男も言っていた。

　いつまでも彼女に甘えてばかりではダメだ。

　たまには……自分からも彼女を喜ばせにいかないと。

「な、なぁ……」

「何？」

「今夜は……その、一いつ緒しよに寝ねるか？　いや、ピアにされたことの意い趣しゆ返がえしってわけじゃないんだけど……」

　ハヤテはしどろもどろになりながらそう言って、シェリーの腰こしに手を回して彼女をギュッと抱き締しめる。

　こんな風にハヤテの方から彼女にこういう頼たのみ事をするのははじめてだった。

「……！」

　それゆえか、シェリーは彼に抱き締められた時、一瞬乙女おとめのように体をビクンッと竦すくませた。

　だが、やがて全身から力を抜くと、体重を彼の胸に預けて、

「ええ、お願い」

　自分もおずおずとした手つきで彼の腰に手を回し、全すべてをハヤテに委ゆだねた。
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　そして時間はあっという間に経たち、選せん抜ばつトーナメントに出場する選手を決める、最後のランキング戦の日がやってきた。

　午前のランキング戦で無事に勝利を収めたハヤテとシェリーは、午後から始まるキルルの試合を観みるために、第二訓練場の観覧席に来ていた。

「やあ、ハヤテ君にシェリー君」

「アリアも来てたのか」

「もちろんだよ。キルルにとっては大事な一戦だからね」

　アリアとそんな会話を交わしながら彼女の隣となりに座ると、さらに五分ほどしてビクトリアが観覧席にやってきた。

「ビクトリア」

「あら、みなさんお揃そろいですのね」

「ビクトリア君もキルルの試合を観に？」

「ええ。もしかしたらトーナメントで当たるかもしれない方ですもの」

　そう言ってビクトリアもハヤテたちの近くに座る。

「調子はどう？　ビクトリアさん」

　シェリーはビクトリアの方をちらりと見ながら尋たずねた。

「仕上がりは順調、とだけ言っておきますわ。あなたの方はいかが？」

「優勝以外に興味はない、とだけ言っておくわ」

　両者ともに不敵な笑みを浮かべつつ、バチバチと視線をぶつける。

（怖こえぇ……）

　シェリーの氷魔法が漏れ出ているわけでもないのに、寒気で背筋が震ふるえる。

　そんなライバル同士の会話が交わされるハヤテたちの眼下では、前のランキング戦で荒れた場内を整地中だった。

　やがてそれも終わると、ついにキルルの出番となる。

「キルル・デーメテール、ニコラ・クリスタルレンズ」

　レーラの呼び声に応じて、キルルはいつも通り雄お々おしい体たい軀くの黒獣ブラツクドツグを傍そばに連れ、控ひかえの廊下から場内へと入ってきた。

　その顔は遠目にも決意に満ちていて、彼女が極きわめて高い集中力でランキング戦に臨んでいることが、ハヤテの席からも見て取れた。

「キルル、凄すごい気合い入ってるな」

「だろうね」

　アリアはハヤテに相あい槌づちを打ちつつ、幼おさな馴な染じみの一挙手一投足を見守っている。

「対戦相手はどんな奴やつだ？」

　ハヤテはキルルの反対側から場内に入ってきた少女に目をやる。

　ニコラと呼ばれていた少女は……何と言うか、全体から妙みような陰いん気きさを漂ただよわせ、やたらと不健康そうな足取りで第二訓練場の中心に向かって進んでいた。一歩一歩が妙にフラフラとしている。

「……あれがキルルの対戦相手？　何位なんだ？」

「ニコラ・クリスタルレンズ。現『８位』の魔女騎士ヘクセンリツターだよ」

「何もしなくても今にも倒たおれそうなんだけど？」

「あれが彼女のデフォらしい。学院きっての〝変人〟として有名だよ」

「嫌いやな知名度だな、それ」

　呆あきれればいいのか驚おどろけばいいのかハヤテが迷っている間も、アリアは話を続ける。

「彼女の契約獣サーヴアントはバンシー。別名は死を告げる妖よう精せいだ」

　言われ、目を凝こらしてみればニコラの肩かたには、彼女と同じくらい顔色の悪い妖精がのっていた。

（主従揃そろって不健康そうだな……）

　あんな状態で戦えるのか逆に心配になる有り様だが、審しん判ぱんのレーラは特に気にした様子もなくキルルとニコラにお決まりのルール説明をしていく。

「では私が合図したら始めろ」

　レーラがそう言うと、キルルとニコラは一定の距きよ離りを取って離れる。

「始め」

　いつもの淡たん々たんとした合図とともに、いよいよキルルのランキング戦が始まった。

「「創起キヤスト！」」

　開始と同時にキルルは雷かみなりを纏まとう籠こ手てを装着。

　そしてニコラの方は──

「……何だあれ？」

　──彼女の周りに無数の人形が浮いていた。

　人形は少しバンシーに似ていて、サイズも妖精と同じくらいだった。

（……あの人形で戦うのか？　武器には見えないけど）

　人形自身が武器を持っているわけでもない。

　一見、攻こう撃げき力のなさそうな『魔導器ワンド』だが、はたしてあれでどう戦うというのか？

　疑問を抱きつつハヤテが戦いを注視していると、まずキルルが動いた。

「魔技マギカ雷獣憑依キリユウッ！」

　キルルの魔技マギカが発動し、雷の獣けものと化した彼女はすぐさま攻撃に移る！

　観覧席からの俯ふ瞰かんした視界でも見失いかねない速さ。

　対たい峙じするニコラからはまさに消えたように見えただろう。

　実際、ニコラは自分の背後に回ったキルルに、まったく反応できていないように見えた。

　そして──そのまま後頭部に一撃をもらって吹ふっ飛ばされる。

「……へ？」

　ズザーッと地面に顔面大の直線を引いて停止したニコラを見て、ハヤテは思わず間ま抜ぬけな声を漏もらした。

　無警けい戒かいに後ろを取られれば、そりゃあ攻撃をもらうのは当然なのだが……仮にもランキング一ひと桁けた台の魔女騎士ヘクセンリツターが一方的にやられるとは。

「もしかしてこれで終わりか？　随ずい分ぶんと呆あつ気けない」

「いや……」

「──そう簡単にはいかないだろうな」

　その時、ハヤテとアリアの会話に割り込むようにして、第三者の声が上から降ってきた。

「ピア!?」

　驚いて振り返ってみれば、後ろの一段高くなっている席にいつの間にかピアが座っていた。

「あら？　ピアさんも観に来ていたんですか？　あまり他ほかの人の試合は観戦されないと聞いていましたけど」

　ピアに気づいたシェリーも彼女に話しかける。

「別に。今日はたまたまだ」

　隣の席に座る金こん色じき猿ざるの契約獣サーヴアントに餌えさをやりながら、ピアは素っ気なく答える。

（そういやこの猿もどんな契約獣サーヴアントなんだ？　パッと見、毛が金色の猿にしか見えないけど……）

　ふと頭にそんな疑問がよぎって、ついバナナを食う猿をジッとみていると──不意に猿が口を開いた。

「さっきから何を見ている小こ僧ぞう」

「うおっ!?　喋しやべった!?」

「儂わしが喋ったら何か不都合があるか？」

　喋っただけでも驚きだが、物言いも随分と尊大な猿である。

「斉せい天てん大たい聖せい。突つっかかるな」

「うむ。大人げなかったか。赦ゆるせ小僧」

　金色猿──斉天大聖はピアの言には素す直なおに従い、それきり黙もく々もくとバナナを食う作業に戻もどった。

（前にドッペルが喋った時は、魔ま獣じゆうが人語をどうこうって随分騒さわいでたけど、喋る契約獣サーヴアントってのは珍めずらしくないのか？　いや、俺も喋るけど、俺は人間だし……）

　久しぶりに契約獣サーヴアントの摩ま訶か不ふ思し議ぎさに触ふれた気分だが、ハヤテ以外はみんな驚いていない。珍しいかどうかは置いておくとして、喋る契約獣サーヴアントがいること自体は世間一いつ般ぱんで認にん知ちされていることのようだ。

　ドンッ!!

　その時、大きな音がして試合の方に目を向けると、またニコラがキルルにブッ飛ばされていた。

「うふふ……ふふふ……」

　しかし、ニコラはやられてもやられても立ち上がる。その様子からは、特にダメージを受けたようには見えない。

「はぁ……はぁ……」

　逆に、一方的に攻せめているはずのキルルの方の息が上がっているようだった。

　ふたりの間でいったい何が起きているのだろうか？

「あれがニコラ・クリスタルレンズの『魔導器ワンド』が持つ常在型能力、バッドステイタスだ」

「バッドステイタス？」

　常在型能力というのは、『魔導器ワンド』自体が元から持っている能力であることは、以前『魔女騎士ヘクセンリツターテニス』の時に聞いている。

　では、バッドステイタスとは？

「状態異常バツドステイタスというのは、ニコラを攻撃した者に〝呪のろい〟を与あたえる能力だ。呪われた者は力やスピード、はては視覚や聴ちよう覚かくをも奪うばわれていく」

　ピアの言葉通り、快調に攻めていたはずのキルルの動きは段々と遅おそくなっていった。

　やがて閃せん光こうのようなスピードは見る影かげもなくなり、ついには動きを止めてしまう。何度も目を擦こすっているのは、もしかしたら……

（もう目も見えないのか……？）

　だとしたら状じよう況きようは最悪だ。

　キルルの最大の長所はスピード。それを奪われ、さらには視覚まで失われては攻撃を当てることもできなくなる。

「キルル……！」

　彼女がどれだけこの試合に勝って選せん抜ばつトーナメントに出たいのか、一いつ緒しよに早朝訓練をしていたハヤテにはよく分かっていた。

　なぜそんなに選抜トーナメントに出たいのか……それは教えてもらえなかったが、最近の彼女の意気込み方を見れば、その気持ちに噓うそ偽いつわりがないのは間ま違ちがいない。

　そして、彼女の動機が何であったとしても、彼女にできれば勝って欲しいとハヤテは思っていた。

　ハヤテは祈いのるような気持ちで、劣れつ勢せいに立たされている彼女の顔を見つめた。
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（手足に力が入らない……それに目も霞かすむ）

　キルルは何度まばたきをしても視界のぼやけが取れないことから、これがアリアから聞いていたバッドステイタスなのだと薄うす々うす気がついていた。

「グルルルル！」

　契約獣サーヴアントの黒獣ブラツクドツグは主あるじを護まもるために、キルルのすぐ傍でニコラを威い嚇かくしている。

「うふふ……ふふっ……」

　当のニコラはといえば、黒獣ブラツクドツグの唸うなり声など気にした様子もなく、かといって攻めてくる気配もなく、ただその笑い声だけがキルルの耳元に届いている。

　見た目はいかにも不健康そうなニコラだが、その声からキルルの攻撃によるダメージは一いつ切さい感じられない。

　──バッドステイタスのことはアリアからあらかじめ聞いていた。だからこそキルルは自分の攻撃力と速度を奪われる前に、速そつ攻こうでニコラを倒してしまおうと思っていたのだ。なのに……

「……どうして、攻撃が」

　効かないの、と呟つぶやきかけたキルルにニコラが話しかけてくる。

「うふふ、それはワタシの魔技マギカ身代わり御供人形ノロワレドールの力」

「身代わり御供人形ノロワレドール……？」

「そうよ」

　キルルがオウム返しに尋たずねると、ニコラはまたうふふと笑う。

「身代わり御供人形ノロワレドール、ワタシが受けるはずだったダメージを人形に肩かた代がわりさせる魔技マギカ。視力が低下しているアナタに見えるか分からないけれど、ワタシの周りに浮ういている人形の数が減っていることに気がつかない？」

　言われてキルルが目を凝こらすと、確かにぼやけた視界の中に映る人形の影が少なくなっているような気がした。

（なら、身代わりになる人形が全部なくなるまでダメージを与えれば……）

　そう思い拳こぶしを握にぎり締しめるが、再びニコラの声。

「今、だったら人形が全ぜん滅めつするまで攻撃したらいいと思ったでしょう？　でも残念ね──魔技マギカ身代わり御供人形ノロワレドール」

　ニコラがその言葉を唱えた瞬しゆん間かん、減っていたはずの人形の影が再び増える。

「身代わり御供人形ノロワレドールは魔技マギカなんだから、当然ワタシの魔力が尽つきるまで人形を補ほ充じゆうできるわ……うふふ」

「……！」

　考えてみれば当然のことだ。

　あらかじめ身代わりとなる人形を大量に出さないということは、一度に召しよう喚かんできる人形の数は決まっているようだが、それでもニコラの魔力が続く限り彼女へのダメージは通らない。

　そして、彼女に攻撃をすればするほどバッドステイタスによって、こちらの力は削そがれていく。

（ハヤテさんの炎ほのおみたいに、あたしにもニコラさんと人形をいっぺんに攻こう撃げきする手段があれば……）

　主なダメージソースが拳けん打だであるキルルには、正直言って相あい性しようが悪かった。黒獣ブラツクドツグの雷らい撃げきも面に対する攻撃はさほどでもない。

（どうしよう……）

　思考は焦あせりばかりを生み、深みに嵌はまっていった。

　すると不意に、ただでさえぼやけていた視界が真っ黒に染まる。

「ッ!?」

　明らかにバッドステイタスによる呪いが進行している。

（どうして!?　あたしは攻撃してないのに）

「うふふ、今アナタ『勝てない』って思ったでしょう？」

　困こん惑わくするキルルの耳にニコラの声が聞こえる。

「ワタシの呪いは心の持ちようによって効き目が変化するの。何の意味もなくワタシがアナタとお喋りしたと思った？」

「……！」

　ニコラはキルルに状況が絶望的であると教えることで、呪いの進行を速めていたということだ。

　まんまと相手の策に嵌まったキルルの心が、さらに絶望に染まる。

「さあ、あとはそっちの黒犬ちゃんを倒たおせば詰つみね。魔技マギカ血染めの断頭人形キリサキドール」

　ニコラが新たな魔技マギカを唱えると、浮ふ遊ゆうする人形の内一体が真っ赤に染まり、その手に魔力でできた肉厚の鉈なたが現れた。

　当然、視覚を奪われているキルルにその変化は見えないが、黒獣ブラツクドツグが発した警けい戒かいの唸り声で、状況がますます悪くなったことを悟さとる。

（どうすれば……勝ちたいのに。今日は、絶対に勝ちたいのに……！）

　勝ってハヤテに追いつきたいのだ。

　追いついて。

　追いついて……。

（あたしはハヤテさんに……？）

　どうしたいのか？

　その答えは、結局出ていなかった。

　今、この段階になっても。

（あたしは……）

　心の迷いがより一層呪いの進行を速くする。

　足をもう一歩動かす原動力が、もう一度拳を握るモチベーションが、上手うまく心に思い描えがけない。

　この時この場において、それは致ち命めい的てきと言えた。

　このまま負けてしまうのかと……〝諦あきらめ〟がキルルの脳のう裏りをよぎった時──

「キルルーッ！　しっかりしろォー！」

　──ハヤテの声が、聞こえた。

（……ッ！）

　もう力が入らないと思っていた拳に力が入る。

　いつもそうだ。

　彼の声がいつもあたしに力をくれる。はじめて『装雷神の籠手ボルカニツクガントレツト』を創起キヤストした時も──

「──ああ、そっか」

　今、分かった。

　自分の気持ちが。

「！　これは……！」

　その瞬間、黒獣ブラツクドツグとつながる目に見えないラインを通して、キルルの中に新たな力が流れ込んできた。

　雷獣憑依キリユウの魔技マギカが解放された時と同じ感覚。

「クロ！　あたしから離はなれて！」

　その力の使い方を理解すると同時にキルルは叫さけんだ。

　主を護るために戦っていた契約獣サーヴアントは、しかし彼女の声に込こめられた真しん剣けんさを感じ取り、ニコラの人形と戦うのを放ほう棄きして訓練場の端はしへと走る。

「あら？　やっと観念したの？」

　キルルの発言を、もうこれ以上無む駄だに契約獣サーヴアントを傷つけないための降こう伏ふく宣言と取ったのか、ニコラは嗜し虐ぎやく的な笑えみを浮かべる。

　そんな対戦相手の態度は無視して、キルルは右手の人差し指を天へと向けた。

「魔技マギカ万雷紹来インドラ」

　バチィッと、小さな稲いな光びかりがキルルの指先から空へ奔はしる。

　稲光が空の蒼あおに溶とけて見えなくなると──そこから急激に黒雲が発生し、急激にその大きさを増していく。

「……あッ！」

　数瞬遅おくれて、何かヤバいものを察知したのか、ニコラは慌あわててキルルとの距きよ離りを詰める。彼女の魔技マギカを止めるために。

　だが、あまりにも遅おそい。

「生しよう仏ぶつ滅めつ却きやく」

　キルルがその指を振ふり下ろした時、万の雷が訓練場を襲おそった。

　その場にいた全員が十数秒視力を失うような閃せん光こうと、まさに万ばん雷らいの拍はく手しゆを耳元で鳴らされたような衝しよう撃げきを受け、しばらくの間誰だれも勝負の行方ゆくえを観戦することができなかった。

　やがて、観戦者たちの視力が戻もどると──そこには倒れ伏ふしたニコラと黒くろ焦こげになった彼女の人形たち、その前に立ち尽くすキルルの姿があり、すでに決着はついていた。

「勝者、デーメテール」

　同じ場内にいながら、なぜか服に焦げ目ひとつ作っていないレーラがキルルの勝利を告げた瞬間、大きな歓かん声せいが上がった。




　　　　▽




　その日全すべてのランキング戦が終しゆう了りようし、選抜トーナメントに出場する選手八名が決定したあと、ハヤテたちは『ベリーインカフェ』へと移動した。

　ただし、それはアルバイトのためではなく──

「えー、それじゃあハヤテ君にシェリー君、ビクトリア君に、それにキルルの選せん抜ばつトーナメント出場を祝って、カンパーイ！」

「「「「カンパーイ！」」」」

　──選抜トーナメント出場祝い兼けん壮そう行こう会かいをやるためだった。

「ありがとうございます、店長。お休みの日に場所を貸していただいて」

「別にいいよ。お祝いなんだろ？　今日は調理器具のメンテの日だから料理は出してやれないけど、好きに騒さわいでいいから」

　礼を言うシェリーに気にするなと店長は手を振って、器具のメンテに来た業者の応対をするために厨ちゆう房ぼうに引っ込んでいった。

　そうして、いつもはたくさんのお客で賑にぎわうホールを、今日はハヤテたち五人だけで貸し切り、各おの々おの持ち寄った食べ物飲み物でささやかな宴うたげが開始された。

「そういえばビクトリアさんはひとりで特訓するって言ってなかったかしら？」

「べ、別にお祝いくらいご一いつ緒しよしてもいいじゃありませんの！　特訓の件はあくまで最高の状態であなたたちと再戦するためであって」

　ビクトリアはあたふたしながら言い訳じみたことを言っているが、そもそも彼女を誘さそったのはハヤテだし、最初から言い訳する必要のないことに気づいていないようだ。

（シェリーもにやにやしてるし、ありゃからかってるだけだな）

　問題なしとハヤテは判断して、手近なところにあった瓶びんに入ったジュースを手に取る。なんだか見たことない綺き麗れいな色をしていた。

（ん……？　意外と中身は変な味だな）

　妙みような違い和わ感かんを覚えたが、さほど気にせずハヤテはジュースを半分ほど飲んでつまみを口に放ほうり込む。

「いやあ、しかし三人とも選抜トーナメントに出られるなんて凄すごいね～」

「そんな自分は関係ないみたいなこと言うなよ。対戦相手の情報集めとか、アリアも力を貸してくれただろ」

「そう言ってくれると嬉うれしいね」

　アリアは少しテレたように頰ほおを染めながらジュースをぐいっと飲む。

　彼女はランキングの関係で選抜トーナメントには出られないが、ハヤテたちの手助けをするために情報集めに駆かけ回ってくれた。

（アリアにはいつも助けられてるな）

　その内まとめて恩返ししたいなと思いながら、ハヤテは隣となりのキルルに目を向ける。

「キルルも今日、最後に出した魔技マギカ凄かったな。あんな技わざ、訓練の時は出さなかっただろ？」

「あれは土ど壇たん場ばで急に解放されたので……」

「そっか。魔技マギカの解放には充じゆう分ぶんな訓練が必要だって言うし、あの早朝訓練にも意味があったのかな？」

　だとしたらうれしいことだとハヤテは思った。

「いえ、あたしがあの時魔技マギカを解放できたのは……」

　一方でキルルはハヤテに聞こえない小声で呟つぶやき、ジュースをひと口飲み、

「……えふっ！　へ、変な味ですね、これ」

「ん？　キルルもそう思うか？」

　ハヤテも同じことを思ったので、改めてジュースの瓶を見て首を傾かしげる。

（確かジュースを買ってきたのはビクトリアだったか？）

「おーい、ビクトリア。これ何て言うジュー……」

　その質問は、最後まで言えなかった。

　なぜなら向かい側で楽しく喧けん嘩かしていたはずのシェリーとビクトリアが、とろんとした表情をしていたからだ。

「ど、どうしたお前ら？」

「……はあぁ～い？　何のことですの～？」

　ビクトリアはやたらと間延びした声で返事をしてから、陽気にけらけらと笑う。妙に楽しそうだ。

　見れば、彼女たちの前にはハヤテの手て許もとにあるのと同じ瓶が何本も空いている。

　ハヤテは嫌いやな予感を覚えて瓶のラベルを確かく認にんした。

「って、これお酒じゃないか！」

　ジュースかと思っていた飲み物はどうやらお酒だったようだ。

　おそらくビクトリアが間ま違ちがえて買ってきたのだろう……世間知らずのお嬢じよう様さまたちに買い物を分担させたのは間違いだったかもしれない。

「ふぅ、それにしても暑いですわね」

　ぱたぱたと手で顔を扇あおぎながらビクトリアは上着を肩かたからズリ下ろし、その豊満な胸のほとんどを露ろ出しゆつさせた。

　たっぷりとした重量感が大きく揺ゆれ、先せん端たんの桃もも色いろがギリギリまで露あらわになる。

「おいっ、バカ！」

「ノドも渇かわきましたわ～」

　そう言ってビクトリアはさらにお酒を吞のみ、ますます顔と肌はだを朱しゆに染める。

　甘い果実酒を吞んでいるのか、彼女の吐と息いきはフルーティな香かおりがして、桃色に色づいた肢し体たいからは得も言われぬ色いろ香かが立ちのぼっていた。

「シェリー。ちょっとビクトリアを止めてくれ！」

　ハヤテは慌ててビクトリアの隣に座るシェリーに声をかけるが……反応がない。

「……」

「シェリー？」

「ハヤテ」

　急に返事をしたかと思うと、シェリーはいきなりテーブルの上に乗る。そして四つん這ばいになり、ビクトリアよりもさらに大だい胆たんに服をズリ下げ、片手で器用に下着を脱ぬいだ。

「もう私も我が慢まんできないわ。今すぐここで抱だき締しめて」

「なっ、なっ、なっ、何言ってる!?」

「大だい丈じよう夫ぶよ。私とハヤテの体の相あい性しようは抜ばつ群ぐんなんだから」

　よく考えるとシェリーもビクトリアと一緒にお酒をガンガン吞んでいた。ビクトリアほど声こわ色いろは変わっていないが、彼女もだいぶ酔よっているようだ。

「ハ、ヤ、テ」

　元から美しい少女だったが、その表情には妙な大人っぽさが加わり、濡ぬれた瞳ひとみでしきりにハヤテに何かをねだっていた。

　彼女がテーブルの上を四つん這いで移動する度たび、彼女の足に引っかかった黒の下着が伸のび縮みし、精せい緻ちなレース模様が引っ張られる。そこに別の白い糸が引いているように見えるのは気のせいか……

「お待ちなさ～い。抜ぬけ駆がけはズルいですわよ～」

　ビクトリアもシェリーに対たい抗こうしようというのか、彼女もテーブルに乗ると獣けもののような姿勢になり、つま先でお菓か子しを蹴けっ飛ばしながらストリップを開始する。

　六人掛がけの大きな丸テーブルとはいえ、ふたりの少女が乗るには幅はばいっぱいで、彼女たちは動く度にお互たがいの豊満な肉体を密着させ合い、その肌はだ色いろと肌色の共演は年とし頃ごろの健全な男子には刺し激げき的すぎた。
















　目の前でたわわな果実が四つも揺れる度、ハヤテは何度もつばを吞み込んだ。

「ア、アリア。何とかしてくれ」

　ハヤテは冷ひや汗あせを流しつつ、この場の良心とも言うべきアリアに助けを求める。

「ひっく」

　その時、隣に座る少女のノドがかわいらしい音を立てるのが聞こえた。

　恐おそる恐るハヤテがそちらを見ると……ほんのり頰を染めたアリアが、切なげな表情でこちらを見返していた。

「ハヤテ君……なんだか全身が火ほ照てるんだ。私の体、隅すみ々ずみまで調べてみてくれないかい？」

　アリアはそんなことを言いながら胸むな元もとをはだけ、ハヤテに身を寄せてくる。

　いつもハヤテの体を調べたいと言う彼女が、今日は自分の体を調べて欲しいと惜おしげもなく肌をさらしてくる姿に、普ふ段だんとのギャップも相まって理性がはじけ飛ぶような強きよう烈れつな誘ゆう惑わくを生んでいた。

　ハヤテは自制心を総動員して少女たちの誘惑を何とか振り払はらおうとするが、たったひとりで抗あらがうのはあまりにも難敵すぎる。

「キ、キルル……」

　最後の頼たのみの綱つなとなる少女に向けて、ハヤテはやや情けない声を上げるが、

「はわわわ、みなさん突とつ然ぜん脱ぎ始めて、もしかして最初からこういう目的の集まりだったんですか!?　ハッ！　ということはこれはまさかハヤテさんのハーレム計画!?　つ、つまりあたしもその一員に」

（ダメだ。いつも通り妄もう想そう世界にトリップしてる）

　目をグルグル回しながらみんなの真似まねをして脱ぎ始めているキルルを見て、ハヤテは悟さとりにも似た諦あきらめの境地に至りながら、迫せまりくる少女たちの柔やわ肌はだを前に意識を手放した。




　　　　▽




「ああ～……とんでもない目に遭あった」

　場所は『ベリーインカフェ』の入り口前、小さな階段に腰こしを下ろしてハヤテはドッとため息を吐ついた。

　危あやうく人にはとても見せられない展開になりかけたが、既すんでのところで店長が戻もどってきてくれたおかげでことなきを得た。

　現在、酔っ払ぱらったシェリーたちは店長に介かい抱ほうされている。

　ハヤテもまた少量とはいえ酒を吞んでしまったので、酒気を払うためにこうして夜風に当たっている最中だった。

（選抜トーナメントは五日後か）

　まだシェリーの夢への道程は遠いが、その一区切りとなる戦いが目前に迫っている。

　武む者しや震ぶるいを起こす両手をギュッと握にぎっていると、ふと背後で扉とびらの開く音がした。

「キルルか。もういいのか？」

「はい。あたしはたいして吞んでませんでしたから」

　まぁキルルの場合は妄想の暴走が原因だから、お酒はあんまり関係なかったのかもしれない。

　ハヤテは少し横にズレ、キルルが座れるスペースを作った。

　彼女はそこに座りながら、細く長い息を吐はいた。

「夜は少し冷えますね」

「そうか？」

　戦意の高こう揚ようのためか、まだ少し酒が腹に残っているのか、ハヤテはそれほど寒さを感じなかった。

「キルルが冷えるなら、ほら」

「えっ」

　ハヤテは制服の上着をキルルの肩にかけてやる。

「あ、ありがとうございます……」

　キルルは尻しりすぼみになる小声でお礼を言った。

　制服の襟えりに隠かくれた頰はすっかり真っ赤になっている。

「……」

「……」

　そうしてしばらく月の下でふたりだけの時間が流れた。

「ハヤテさん」

　ふとキルルが顔を上げて隣となりのハヤテに話しかける。

「ん？」

「もし、トーナメントでハヤテさんたちと戦えたら、勝っても負けても、ハヤテさんにお伝えしたいことがあるんです」

「……？」

　なぜ今伝えないのかとか、いったい何を伝えたいのかとか。

　そういう疑問はあったけれど、キルルの目はとても真しん剣けんで、彼女にはそうしたい理由があるんだなとハヤテは思って、

「分かった──」

　何も訊きかずに、ただそう答えた。








第四章　ピア・レイシスの戦い









　そして、いよいよ選せん抜ばつトーナメント当日。

　初戦の相手はくじ引きで選ばれ、四人ずつＡブロックとＢブロックに分かれた。Ａブロックは第二訓練場、Ｂブロックは第三闘とう技ぎ場で試合を行い、それぞれのブロックで勝ち残った者同士の戦い──つまり決勝戦は、第三闘技場で決着をつけると説明された。

　Ａブロックに振ふり分けられたハヤテたちの初戦は、ランキング『３位』の上級生だった。

　弓の『魔導器ワンド』使いだった彼女は無数の矢を一点に撃うち込む集中火力、天を覆おおい尽つくす矢を降らす面攻こう撃げき、遠えん距きよ離りから徹てつ底てい的てきに相手を封ふう殺さつする超ちよう攻撃的な魔女騎士ヘクセンリツターであったが──

「『レーヴァティン』！」

「《氷刃氷斬殺ブリザードエツジ》！」

　──総合的な火力ではハヤテとシェリーには敵かなわず、十分二十二秒で初戦の決着はついた。




　そして、トーナメントは準決勝へと移行する。




　来たる試合前に緊きん張ちようを高めながら、ハヤテはふと顔を上げて廊ろう下かの天てん井じようを見つめた。

「どうしたの？」

　隣に立つシェリーがハヤテの変化に気づいて尋たずねてくる。その表情はいたっていつも通りだ。

「いや……キルルは勝てたかなって」

　キルルだけはハヤテたちと違ちがうＢブロックに振り分けられた。アリアもそちらの応おう援えんに行っていて、Ａブロックの試合が行われる第二訓練場にはいない。

　と、キルルの心配をしていたハヤテの頭をポコッとシェリーが叩たたく。

「目の前の試合に集中しなさい、ハヤテ」

「……ああ、ワリィ」

「気を抜いたまま勝てる相手じゃないわよ。なにしろ次の相手は──」

　シェリーがその先を口にする前に、入場を告げる審しん判ぱんの声がふたりの耳に届いた。

「──行きましょうか」

「ああ」

　ハヤテは気持ちを切り替かえて、シェリーとともに試合場へと続く廊下を歩く。

　やがて天井が途と切ぎれ、頭上には空が。

　そして目の前には準決勝の対戦相手──ビクトリア・ヴェルデが現れた。

「こうして対たい峙じするのは二度目ですわね、シェリーさん。あの時のようにはいきませんわよ？」

「それはこちらのセリフよ。私もあの時のように弱くない。リベンジするのはこちらの方だわ」

　シェリーとビクトリアは互いに不敵な笑えみを浮うかべる。

　かつて模も擬ぎ戦で対峙した時は、『レーヴァティン』を覚かく醒せいさせたハヤテが勝利した。だが、シェリー自身はビクトリアに一方的にやられている。

　あれから数ヶ月。

　互いに得た力、結んだ絆きずな、あの時と比べていろいろなものが変わった。

　唯ゆい一いつ変わらないのは、あの日からこのふたりがライバルであるということだ。

「私たちが勝つわ」

「わたくしが勝ちますわ」

　ふたりはそう言って互たがいに距離を取る。

（まったく口を挟はさむ余地がなかった……）

　彼女たちの雰ふん囲い気きに吞のまれていたハヤテに、シェリーが話しかける。

「ビクトリアさんはどんな魔技マギカを使ってくるかしらね？」

「さあな？　トーナメントの一回戦も、この前のランキング戦も、フェアにやりたいからとか言って、ビクトリアの試合を観みなかったのはシェリーだろ」

「そうね。……何でかしら、彼女とは正面から戦いたいのよ」

　シェリーは自分の考えに苦笑いするように言った。

　彼女には叶かなえたい夢がある。勝ちにこだわるなら、相手の魔技マギカを調べるべきだ。

　だが彼女はそうしなかった。

　ただし、それはビクトリアの方も同じのようで、あちらもハヤテたちの試合を観戦に来ていなかった。

　特に示し合わせたわけでもないのに、妙みようなところで考えが一いつ致ちしている。

「シェリーがそうしたいって言うなら俺は従うまでさ」

　彼女の望みを叶えた上で勝つのがハヤテの役目だ。

「──準決勝、はじめ！」

「創造クリエイシヨン──『レーヴァティン』！」

「創起キヤスト──『蛇翼の鞭テイルワーム』！」

　審判のかけ声とともに、ハヤテとビクトリアはそれぞれ『魔神器ゼーレ』と『魔導器ワンド』を顕けん現げんさせる。

「風の中で踊おどりし者、汝なんじが祝福によって、我を大地の楔くさびから解き放ちたまえ──《飛翔フリーゲンウオーク》」

　続けてシェリーは機動力確保の魔ま法ほうを詠えい唱しよう。

　それと同時に、ビクトリアも、

「風の中で踊りし者、汝が祝福によって、我を大地の楔から解き放ちたまえ──《飛翔フリーゲンウオーク》」

　シェリーと同じ魔法を自らにかける。

「ビクトリアも魔法を？」

「わたくしの武器で、機動力が劣おとっていては勝負にもなりませんもの」

　ビクトリアは口角を上げながらビシッと地面を『蛇翼の鞭テイルワーム』で叩くと──その鞭むちの先せん端たんが伸のび始める。

「さあ！　踊りましょう！」

《飛翔フリーゲンウオーク》の効果で飛ぶように後方に飛び退のきながら、ビクトリアは『蛇翼の鞭テイルワーム』を横よこ薙なぎに振るう。

　鞭は防ぼう御ぎよしてもそこからしなって敵を打つ武器だ。

　ただ剣けんを盾たて代わりにしても意味がない。

「はぁ！」

　だからハヤテが鞭を斬きった。

　鉄並の硬こう度どを持つ『魔導器ワンド』が容易たやすく断たれ、勢いそのままにどこかへ飛んでいく。

「それがどうかしまして!?」

　ビクトリアは構わず鞭を振るった。

　何度斬ろうともその鞭の射程は短くなるどころか、ドンドン伸びていく。

（『蛇翼の鞭テイルワーム』は無限の射程を持つ。いくら斬っても、それ以上に鞭を伸ばされたら意味がない）

　言うまでもないが、剣と鞭では攻撃の射程が違う。接近できずにこのままの距離を維い持じされ続ければ、ビクトリアに触ふれることすら適かなわない。

「少しお願い」

　シェリーが言葉少なに鞭への防御をハヤテに託たくす。

　意図を理解したハヤテはいったん足を止めて防御に集中した。シェリーの詠唱時間を稼かせぐためだ。

「氷ひよう刃じんを研とぐ者よ、汝が拵こしらえし切っ先は何者をも斬り裂さき凍いてつかさん、愚おろかなる敵よ、静止したる眼まなこを以もつて死の世界を垣かい間ま見みん、冷れい廟びようの審判をその身に浴びよ──《氷刃氷斬殺ブリザードエツジ》」

　大魔法が完成すると同時に氷の刃やいばが舞まう。

　四方八方へ向けられた刃は縦じゆう横おう無む尽じんに迫せまりくる鞭を切り裂き、バラバラにした。

「ッ！」

　その隙すきを見み逃のがさずハヤテは突つっ込む。

「やりますわね！　ならば！」

　迫りくるハヤテに対し笑みを浮かべたまま、ビクトリアは短くなった『蛇翼の鞭テイルワーム』を手て許もとに引き戻もどし、ひと際きわ大きく上空へと跳ちよう躍やくする。

「魔技マギカ千条鞭サウザンドゲルド！」

　ビクトリアが魔技マギカの名を叫さけぶと──瞬しゆん間かん、持ち手から伸びる一本の鞭が千本の鞭へと太さはそのままに枝分かれした。

「なっ!?」

「お喰くらいなさい！」

　それは叩きつけるというよりも、叩き潰つぶすような一撃。

　もはや空から壁かべが落ちてくるような攻撃だが、ハヤテはまだ冷静さを失わない。

「焰ほのおよ！」

　空を埋うめ尽くすような攻撃ならこれまでにも経験済みだ。

　ハヤテの『レーヴァティン』が放った炎ほのおの刃は、空を覆う千本の鞭を切り裂く──直前で、壁のように隙すき間まなく迫っていた鞭がバラリとほどけて炎の刃を避よけた。

「何!?」

　もちろん、炎の刃を避けきれずに何十本かは切れた。

　しかし、総数に比べればあまりに微び量りよう。

　ほどけた鞭は全すべてが別々の意思を持つように、まったく違った攻撃意図をもってハヤテとシェリーに襲おそい来る。

（手数にっ、射程がっ、段違いだ……！）

　ビクトリアの『魔導器ワンド』が持つ無限の射程は以前から厄やつ介かいだったが、その上千条鞭によって手数も増している。

　しかも──

「クッ！」

　ハヤテが右から迫った鞭を切り払はらおうとするが、直前で鞭の軌き道どうが波打つように変化し、剣を避けて鞭が側頭部にヒットする。

「──鞭は弓矢などとは違って打撃武器ですわ！　ゆえにまっすぐ飛ぶだけの矢とは違い、持ち手の微び細さいな動きで途と中ちゆうから攻こう撃げき軌道を変えられましてよ！」

　剣が刀身と柄つかが一体であるように、鞭もまた敵を打つ革かわ紐ひも部分と持ち手部分が一体となった武器。

　剣は柄を持つ両手の動きで数多あまたの攻撃を使い分ける。だからこそ熟練者の太刀たち筋すじを見切るのは難しい。

　ビクトリアの鞭捌さばきもまたそうだった。しかも鞭は前述の通りしなる。攻撃の軌道のバリエーションは剣よりもはるかに多い。

　とはいえ、さすがに千本の鞭全てをコントロールしているわけではなかろうが、彼女の言からすると全てがフルオートというわけでもないらしい。

（これを使いこなすためにひとりで特訓していたのか……）

　確かに強力な魔技マギカだが使いこなすのも骨が折れそうな技わざだ。

　こんな技を扱あつかい、こちらを追い詰つめてくるビクトリアは凄すごい奴やつだと思う。

　だが、感心してばかりもいられない。

（『レーヴァティン』の性能はどちらかと言えばシンプルだ。基本は大火力で押し切る！　常在型能力も炎を出すだけ。けど──）

「──俺がこの二ヶ月鍛きたえてきたのは素す振ぶりだけじゃないぞ！」

　ハヤテは吼ほえ、『レーヴァティン』を構える。

「焰ほのおよ！」

『レーヴァティン』の剣身から炎が溢あふれ出る。

　そこまではいつも通りの光景だが……違ちがうのは、ここからだ。

「集つどえ！」

　ハヤテがそう命じると、溢れるばかりだった炎が凝ぎよう縮しゆくし、複数の炎えん弾だんとなる。

「魔技マギカ？　いえ……常在型能力の応用ですわね」

「そうだ！」

　頷うなずくとともにハヤテは炎弾を解き放つ。

　炎弾はハヤテが頭の中で思い描えがいた通りの軌道を描えがき、次々とビクトリアの千条鞭を撃うち落としていった。

　撃ち落とされた鞭は消えない炎に焼かれて焼失する。

「ドンドン行くぞ！」

　炎弾は赤熱する剣から続々と補ほ充じゆうされ、猛もう火かのごとく千条鞭を焼き払っていく。

　これがハヤテの二ヶ月間の特訓の成果だ。

　元々『レーヴァティン』が備えていた炎を自在に操あやつる能力。かつてハヤテは炎を撃ち出したり刃に乗せて飛ばしたりと、かなり大おお雑ざつ把ぱにしかこの能力を使えていなかった。

「クッ……！」

　ビクトリアは舌打ちをして千条鞭を解除し、元の一本の鞭へと戻した。

「千条鞭は手数を増やす分、鞭一本一本の威い力りよくは落ちてしまう……よく見破りましたわね」

「実際頭に喰らったからな」

　ハヤテは苦笑いしながら頭を指でつついてみせる。

　以前戦った時にビクトリアの鞭は散々喰らった。あの時に比べて威力が若じやつ干かん弱くなっているのは、一発もらった時点で分かった。

　それに『レーヴァティン』の炎は使用者が命じるままに対象を焼き尽つくすが、同等以上のパワーで返されるとかき消されてしまう。千に分かれた鞭に元の『蛇翼の鞭テイルワーム』と同じだけの威力があれば、燃やすことなど適わなかったはずだ。

「さすがですわね。ハヤテさん、シェリーさん。それでこそ、わたくしのライバルにふさわしいですわ！」

　ビクトリアは拳こぶしで額の汗あせを拭ぬぐって、花開くように笑え顔がおを浮うかべる。

　ハヤテも──そしてシェリーも──笑いたい気分だった。

　互たがいに望むのは勝利。

　そのためには相手を打ち倒たおさなければならない。

　だというのに、相手がなかなか倒れず、互ご角かくであることが──嬉うれしい。

　目的と感情が相反しているのに、そこに矛む盾じゆんがない。

（正面から戦いたいって言ったシェリーの気持ちが分かるな）

　この戦いは事前に策を巡めぐらさずに純じゆん粋すいに楽しみたい。

　ハヤテも湧わき上がる衝しよう動どうのまま、『レーヴァティン』の柄を握にぎり締しめた。

「まだまだ楽しみたいところですが、このあとには決勝戦も控ひかえています。そろそろ決着をつけましょうか！」

　ビクトリアは地面をピシリと叩たたき、吼える。

「あら、もう？　意外とせっかちなのね、ビクトリアさん？」

「続けたいのは山々ですけどね。これ以上は楽しすぎて、スタミナを全部使ってしまいそうですわ。それはあなたも同じでしょう？」

「ふふっ、そうね」

「準決勝で力尽きて優勝を逃のがすなんて無様、演じるのも演じられるのもごめんですわ」

「自分を倒した相手が誰だれかに負けるのは腹立たしいものね」

「そういうことですわね」

　シェリーとビクトリアは示し合わせたようにニッと微笑ほほえむ。

「──では、わたくしの奥の手を見せてあげますわ！　リンディス！」

　ビクトリアの呼び声に応じてリンドヴルムが彼女の許へと舞い戻る。

「奉ほうずるは海うな原ばらの王、残ざん酷こくな者よ、心広き者よ、強き者よ、深き者よ、我が前に顕けん現げんし、力を示せ──」

　彼女の詠唱スペリングが終わると同時に、突とつ如じよとして第二訓練場の地面の下から大量の水が溢れ出て、リンドヴルムの許へ集まり出した。

（海水……？）

　たまたま指先についた水すい滴てきを舐なめるとしょっぱい味がした。

　ビクトリアの魔技マギカによって集められた海水の塊かたまりはドンドン大きくなり……やがてリンドヴルムは水でできた巨きよ大だいな竜りゆうと化す。

「──魔技マギカ海神龍王タイダルサーペント。……リンドヴルムは亜あ竜りゆうですが、属性では海竜に属する契約獣サーヴアントですわ。その力を最大限に引き出すのがこの魔技マギカ……」

　海竜へと変へん貌ぼうしたリンドヴルムの偉い容ようはまさに海神。

　吞のみ込まれれば、ひとたまりもない。

「これがわたくしとリンディスの全力！　受けられるものなら受けてみなさい！」

「ジャオオオオオオ!!」

　雄お叫たけびを上げ、海竜はハヤテとシェリーめがけて突とつ撃げきしてくる。

　奥の手と言うだけあって、その一撃は迫はく力りよく満点だ。

　このまま正面にただ突っ立っていれば、海竜はハヤテとシェリーなど軽く丸吞みし、押し潰し、蹂じゆう躙りんするに違いない。

　だが、やはり海竜の巨大さに見合うだけの魔ま力りよくを消費する魔技マギカなのだろう。視界の端はしにちらりと映るビクトリアは顔こそ余よ裕ゆうの表情だが、肩かたで息をしていた。

　──シェリーはビクトリアと正面から戦いたいと言っていた。

　ならば。

「シェリー！」

　海竜の突撃が届くまで時間がない。ハヤテは名前だけ呼んでシェリーの胸へ手を伸のばした。
















「来なさい」

　ハヤテが何をする気なのか察したらしいシェリーは堂々と胸を突つき出し──その胸むな元もとの結印をさらけ出した。

　彼女の結印は蒼あおく輝かがやいている。

　ハヤテはそこに右手を重ねた。

　すると彼の結印も蒼く染まり……！




　海神龍王がふたりをまとめて吞み込んだ。




　終わったのか!?と誰もが思った。

「……」

　ビクトリアも思った。半分は。

　──しかし、心のもう半分を占しめるのは「あのふたりがこう簡単に終わるはずがない」という、ある種の期待だったかもしれない。




　そして、幸か不幸か、彼女の期待は叶かなえられることとなる。




　ザシュンッ!!

　何かを斬きり裂さく音はひとつ。剣けん閃せんはふたつ。

　海竜を内側から斬り捨てたのは赫あかと蒼の一閃だった。

　刹せつ那なの時間が過ぎたのち、あれほど巨大だった海竜は姿形を無くす。

　残されたのは完全に伸びているリンドヴルムと、腕うで組ぐみをするシェリー、それから赫と蒼の二ふた振ふりの剣を持つハヤテだけだった。

　勝敗の明らかな結果を見て、肩で息をしていたビクトリアは敗北を吞み込むように大きく深呼吸をした。

「……それがあなた方の奥の手ですの？」

「まぁ……な。これが俺たちの新しい力だ」

　ハヤテの答えを聞き、ビクトリアはもう一度悔くやしそうに嘆たん息そくしてから、汗で額に張りついた前まえ髪がみを手で払った。

　契約獣サーヴアントが気を失った結果、彼女の手にあった『魔導器ワンド』はすでに魔力の粒りゆう子しへと還かえっている。戦せん闘とう続行は不可能だった。

「わたくしの負けですわね」

　彼女が敗北を認めるのと同時に、審しん判ぱんがハヤテとシェリーの勝利を高らかに宣言した。




　　　　▽




　リンドヴルムを契約獣サーヴアントの校医に診みせに行くというビクトリアと別れたのち、ハヤテたちはその足でＢブロックが行われている第三闘とう技ぎ場へ移動した。

「ていうか、いくつ施し設せつがあるんだよこの学院は？　広すぎる！」

「つべこべ言わずに走りなさい」

「自分は魔法使ってるクセに……」

　文句は言うが足は動かしつつ、ほんの十分ほどでふたりは目的地に到とう着ちやくした。

「こっちの準決勝は終わってるかな？」

「さあ？　仮に長引いていたとしても、もう決着がつく頃ころじゃないかしら？」

　ハヤテとシェリーはそんな会話をしつつ階段をのぼる。

（キルルは勝ったのか？）

　Ｂブロックの試合がどうなっているのか、離はなれた会場にいたハヤテたちには知りようもない。

　やがて階段をのぼり終えたハヤテたちの眼下に、第二訓練場のそれよりやや広い試合場と、そこで行われている戦いの様子が広がる。

　Ｂブロックの準決勝はまだ終わっていなかった。

　第三闘技場は地面にミスリル鋼のタイルが敷しき詰つめられており、タイルには学院の校章が描えがかれていた。

　その上で戦うふたりの少女。

　ひとりはピア・レイシス。

　もうひとりはキルル・デーメテールだった。

「おーい、ハヤテくーん！」

　ふと背後からの声に振り返れば、階段状になった観覧席の五段ほど上の席にアリアが座って、こちらに手を振っていた。

　ハヤテとシェリーはアリアのところまで行き、彼女の隣となりの席に腰こしを落ち着ける。

「キルルは？」

　あいさつもそこそこに、ハヤテは試合状じよう況きようを尋たずねた。

「あんまりよくないね……」

　アリアは難しい顔をして答える。

　ハヤテは彼女のセリフを聞きながら試合場のキルルへと目を向けた。

「はぁ、はぁ……」

　彼女はすでに雷獣憑依キリユウの魔技マギカを使っているようで、稲いな妻ずまの四し肢しで立ちながら大きく深呼吸を繰くり返している。

「……」

　対するピアは槍やりを中段に構え、身み動じろぎもせずにキルルを正面から見み据すえている。

「グルルル！」

「キィィィ！」

　その背後では黒獣ブラツクドツグと斉せい天てん大たい聖せいが戦っているが、勝負は互角のようで魔女騎士ヘクセンリツターたちの戦いを邪じや魔まするものではなかった。

　こうなると勝敗はキルルとピアの直接対決にかかっているのだが……

「……フッ！」

　キルルが短い呼気を吐はき、姿を消す。

　彼女の動きはやはり光の速さで、『レーヴァティン』の身体能力向上の恩おん恵けいがなければハヤテでも追い切れない。

　しかし。

「カハッ……！」

　次にハヤテがキルルを捉とらえたのは、ピアの槍の石いし突づきに鳩尾みぞおちを深々と突かれた姿だった。

　キルルはお腹なかを押さえつつ、再びピアと距きよ離りを取る。

　ピアの方はといえば無理に彼女を追わず、その場で槍を構え直した。

「……ピアにはキルルの動きが見えてるのか？　彼女の『如意鍛槍デイアンアイゼン』にも『レーヴァティン』みたいな身体能力向上効果が？」

「いいや……たぶんピアさんにキルルの動きは見えてないよ」

　アリアはジッとふたりの戦いを注視しながら呟つぶやく。

「その証しよう拠こにピアさんは自分の背後に回ったキルルを目で追ってない。たぶん、彼女は感覚を研とぎ澄すませて、自分の槍の間合いにキルルが入った瞬しゆん間かん、反射的に迎げい撃げきしてるんだよ」

「結界かよ……」

　間合いに入った瞬間に自動迎撃とは、まるで魔法のようだが、武術を極きわめた達人にはそういった能力が備わることがあるらしい。

　その域に達した武芸者は、まさに〝結界〟を張ったように自身の間合いに他者を立ち入らせないと聞く。

「ピアならその域に達していても何の不思議もないか……」

　ハヤテは改めてランキング『１位』の実力に戦せん慄りつする。

「でも、魔女騎士ヘクセンリツター同士の戦いは、武芸だけで勝てるものでもないはずよ」

　シェリーは冷静に戦せん況きようを見つめながら独り言のように言う。

　魔ま法ほう使つかいである彼女が言うように、魔女騎士ヘクセンリツターの戦いとは徒と手しゆ空くう拳けん・刀とう槍そう剣けん戟げきのみで決まるものではない。

　それにキルルにはまだ切り札があるはずだ。

「はぁ……はぁ──！」

　キルルは覚かく悟ごを決めた目でピアを睨にらみつけ、お腹を押さえていた手を空へと向ける。

「魔技マギカ……万雷紹来インドラ！」

　彼女の指先から[image: 迸]ほとばしった雷かみなりが天へと還り、雷らい雲うんと成って闘技場の空を覆おおう。

　広大な範はん囲いに稲妻を降らせる彼女の魔技マギカはあらゆる意味で回かい避ひ不能。しかも一撃必殺の威い力りよくを持った強力な魔技マギカだ。

　槍捌さばきや結界では防ぼう御ぎよも回避も不可能な技わざ……それが今、炸さく裂れつする！

「生しよう仏ぶつ滅めつ却きやく！」

　キルルは叫さけびながら指先を振り下ろす。

「……」

　ピアはキルルが魔技マギカを使う間、その場を一歩も動かず静かに目を閉じただけだった。

　次の瞬間、世界が真っ白に染まるほどの一撃……いや、万撃が闘技場へと落ちる。

「……！」

　ハヤテたちは腕うでで目を覆い、雷がやむまでの数秒間を待った。

　そして、世界が色を取り戻もどし、轟ごう音おんから一転して静せい寂じやくが場を支配した頃、闘技場に立っていたのはキルル──

「はぁ……はぁ……」

「──魔技マギカ金剛不壊デイアマントレンナイ」

　──と、槍を構えたまま微び動どうだにしていないピアだった。

　彼女はあの雷撃の嵐あらしの中でも無傷のまま、まったくダメージを受けている様子はなかった。

（黒獣ブラツクドツグを巻き込んでしまうから、黒獣ブラツクドツグと戦闘中だった斉天大聖は雷撃の範囲外だったとしても、何でピアも無事なんだ？）

「どうして……」

　ハヤテと同じ疑問を持ったらしいキルルが呆ぼう然ぜんと呟く。

「金剛不壊はその場から動けなくなる代わりに、あらゆるダメージを無効化する技だ」

　立ち尽つくすキルルにピアは淡たん々たんと告げ、槍の穂ほ先さきを相手へと向ける。

「はぁ、はぁ……あたし、は……」

　蓄ちく積せきされたダメージと大技で魔力を大量消費した反動か、フラフラとした瞳ひとみでキルルは『如意鍛槍デイアンアイゼン』を見つめる。

「あたしは、勝って、ハヤテさんに……」

　もはや意識が朦もう朧ろうとしているらしく、キルルは半ば独り言のようにブツブツと囁ささやいていた。

「軟なん弱じやくな。戦う理由を自分以外に求めるな。戦いは己おのれの積み上げた研けん鑽さんによって勝利するものだ」

　キルルの囁きを聞きき咎とがめたピアはバッサリと彼女の言を切り捨てる。

「戦うのは常に己ひとり。どんな時も、自分の力で道を切り開かなければならない」

　己の言葉に、そして己の積み上げてきたものに一いつ切さいの疑いを持たぬ目で、ピアはキルルのことを睨みつける。

　その瞳には本物の強さが宿っていた。

　だが、しかし。

「……あたしは、違ちがいます」

　気の弱い者なら視線だけで黙だまらせる迫はく力りよくを持つピアの目を、キルルは正面から睨み返した。

　ボロボロの状態で、ピアに負けず劣おとらず力強い光をその目に宿らせて。

「あたしはひとりじゃ本当に弱い……何もできません。どこへ向かえばいいのかだって分からなかった。でも、そんなあたしの前に道を指し示してくれた人がいた」

　キルルは残された力で拳こぶしをギュウと握にぎり締しめながら、言う。

「あなたが独りで戦える人ならそれはそれで構いません。でも、あたしの気持ちまで否定させない。あたしはあの人に──ハヤテさんにこの気持ちを伝えるためなら、最後まで戦える……！」

　気き焰えんを吐き、キルルは雷光となって正面からピアへと突つっ込んだ。

　槍の結界を持つ彼女に対し、それはあまりにも無む謀ぼう。

　だがそれでもキルルは退かないことを選せん択たくした。

　そして。

「……ガハッ!?」

『如意鍛槍デイアンアイゼン』に貫つらぬかれたキルルが意識を失ってドサリと倒たおれる。

「勝者、ピア・レイシス」

「……」

　勝利者宣言を受けたピアは槍を引き、そのまま闘とう技ぎ場をあとにしようとする。

「……？」

　しかし、彼女は自分の頰ほおに違い和わ感かんを覚えたように手をやった。

『ヴァルハラの加護』があるので彼女の頰に傷はない。

　だがハヤテはキルルの最後の一撃が、彼女の頰を掠かすっていたのを見届けた。

　キルルの意志を宿した拳はピアに届いたのだ。

　そうしてＢブロック準決勝の幕は閉じた。




　　　　▽




　選せん抜ばつトーナメントの決勝戦は一時間後との連れん絡らくを受け、ハヤテは医務室に運ばれたキルルの許もとを訪ねることにした。

　ハヤテがキルルのところに行くと言うと、なぜかシェリーとアリアは同行を遠えん慮りよしたため、彼女の眠ねむるベッドの横に座るのは彼ひとりだった。

「……ハヤテさん？」

「あ、起きたか？」

　三十分ほどしてキルルは目覚めたが、まだ意識はぼんやりとしているようだった。

　彼女はしばし天てん井じようを見つめたまま無口でいて、

「……そっか。負けたんですね、あたし」

　不意にぽつりとそう漏もらした。

「俺たちが闘技場に着いた頃ころは終しゆう盤ばんだったけど、いい勝負だったと思うぞ」

「……」

　キルルはハヤテの慰なぐさめには答えず、両腕で目を覆った。

「……ハヤテさんたちは勝ちましたか？」

　キルルは消え入るような声でそう尋たずねてきた。

「あ、ああ……勝ったよ」

　ハヤテはやや遠慮がちにあるがままを彼女に伝えた。

「そうですか……」

　キルルは腕の下で頷うなずいたあと、しばらくは我が慢まんするように無言だったが……やがて小さな嗚お咽えつを漏らし始めた。

「……」

　想像以上に負けたことにキルルがショックを受けていて、ハヤテはどう声をかけていいか分からず口を噤つぐむ。

「こんなに負けて悔くやしいと思ったのは二度目です」

　キルルがまたぽつりと呟く。

　一度目は……かつてハヤテたちと真しん剣けん勝負をした時のことだろう。

　あの時シェリーとキルルはハヤテを懸かけて戦った。

　なら、今回は……

「どうしてそんなに勝ちたかったんだ？」

「……ハヤテさんに追いつきたかったんです」

　ハヤテの問いにキルルは答える。

「追いついて……伝えたいことがあったんです。けど、ダメでした」

「……」

「やっぱりあたしはダメですね。ピアさんの言う通り、ハヤテさんに出会うまで戦うことから逃にげていたツケなのかもしれません……」

　決着がつく直前、研鑽が足りないとピアに言われたことをキルルは気にしているようだ。

「……そんなことはないさ」

　ハヤテはキルルの頭に手を置いて言った。

「自分の戦いを始めるタイミングは人それぞれだろ？　キルルが戦いを始めたのはまだ最近のことだけど、戦い始めてからはずっと戦い続けてるはずだ。だから恥はじる必要なんてない」

「ハヤテさん……」

　キルルが何か言おうとした時、コンコンッと医務室のドアがノックされ、シェリーの声が聞こえる。

「ハヤテ。そろそろ時間よ」

　どうやらもう決勝戦の開始が迫せまっているようだ。

「じゃあ、行ってくるな。無理せず休んでろよ？」

　ハヤテはキルルの頭を一度撫なでると、医務室の外で待っていたシェリーと合流した。

「私に隠かくれてキルルさんとイチャついてないでしょうね？」

「何くだらないこと言ってんだよ。これから決勝戦って時に」

「冗じよう談だんよ」

　呆あきれるハヤテを軽く受け流しながら、シェリーは先に闘技場の方へと足を向ける。

「ハヤテ。今まで言ったことがなかったけれど、私ってとっても負けず嫌ぎらいなのよ」

（何を今いま更さら……）

「知ってるよそんなこと」

「そう。でも、ビクトリアさんも私に負けず劣らず負けず嫌いだったと思うのよ」

「まぁ、だろうな」

「そして、キルルさんにも勝ちたい理由があったようね」

「……」

　なんとなくシェリーの言いたいことを察し、ハヤテはニッと口の端はしを吊つり上げた。

「ああ、この勝負はふたりの想おもいの上に成り立ってる勝負だ。ここで負けて二位通過なんて言ったら、ふたりに申し訳ないな」

「ええそうね。なら──勝ちましょうか」




　　　　▽




　決勝戦のために第三闘技場の中に入ると、観覧席は学院の生徒で埋うめ尽くされていた。ＡＢブロックに分かれて観戦していた生徒が集まった結果、凄すごい人数になっている。

　彼女たちの視線が集まる中央で、ハヤテたちとピアは対たい峙じした。

「約束通り、決勝戦まで来ましたよ。ピアさん」

「そうだな」

　ピアは素っ気なく返してくる。

「今日勝てば私の二連勝だ。決着をつけようか」

「二連勝……？　まさか、あの夜のことも自分の勝ちだと思ってるんですか？」

「当然だ。あの時のお前の表情を見れば、勝敗は明らかだった」

　ピアの断言に、シェリーは失しつ笑しようを返す。

「滑こつ稽けいですね。あのあと私たちがどうしたのかも知らないで」

「何？」

「少なくとも無理やりなあなたよりも、私の方が彼を喜ばせてあげたと思いますよ」

　あの夜というのはピアが部屋に押し入ってきた日のことだろうが……まぁ、そこにハヤテが口出しするのはやめておいた。

　ハヤテはふとピアの契約獣サーヴアントである斉せい天てん大たい聖せいの方を見る。

「……」

　斉天大聖は腕うで組ぐみしてハヤテのことを見上げていた。

　ハヤテはなんとなくそれを見返すが、

（……猿さるの表情とか読めん）

　何を考えてるのか分からなかった。

　契約獣サーヴアント同士でそんなことをしている間も、魔女騎士ヘクセンリツターのふたりは言葉を交かわしている。

「まぁ、ここまで来たからには魔女騎士ヘクセンリツターらしく勝負をつけましょう。もちろん、私たちの勝利で」

「できないことを口にするな」

「私たちは強いですよ？」

「私はもっと強い」

「言っておきますがこの前の勝負は実力の半分も出していません」

「私は三割だ」

「二十パーセント」

「十分の一」

　……不毛な意地の張り合いが続くが、それも試合の開始が迫り審しん判ぱんによって中断される。

　ハヤテとシェリー、ピアは一定の距きよ離りを取って離はなれ──

「勝負、はじめ！」

　──ついに決勝戦の火ひ蓋ぶたが切って落とされる。

「創造クリエイシヨン……！」

「ああぁぁ……！」

　シェリーの胸むな元もとへと手を伸のばし、ハヤテは彼の力を呼び覚ます詩うたを聴きく。

　其そは王を殺す剣けん──

　其は神を弑ころす剣──

　其は世界をも滅ころす剣──

「──界かい燼じん剣けん『レーヴァティン』！」

　少女の嬌きよう声せいとともに炎ほのおの剣を引ひき抜ぬく。

　それと時を同じくして。

「創起キヤスト──『如意鍛槍デイアンアイゼン』」

　ピアも己おのれの『魔導器ワンド』である槍やりを顕けん現げんさせる。

　ハヤテは赤く燃える大剣を、ピアは金色の槍を構え、ふたりは一いつ瞬しゆん視線を交こう錯さくさせた。

「風の中で踊おどりし者、汝なんじが祝福によって、我を大地の楔くさびから解き放ちたまえ──《飛翔フリーゲンウオーク》」

「ッ！」

　シェリーが《飛翔フリーゲンウオーク》の魔ま法ほうを唱え終えると同時に、合図もなくハヤテはピアめがけて突とつ撃げきする。

　これは事前にふたりで打ち合わせていた作戦だった。

（ピアの『如意鍛槍デイアンアイゼン』が持つ能力は、今までに積んだ鍛たん錬れんの全すべてを今の突つきに反映する能力だ。ただし、それは「一の型」なら完全な「一の型」で突きを放たなければ発動しない）

　つまり大事なのはピアに主導権を握にぎらせないことだ。

　もし彼女の思い通りに戦われてしまえば、『如意鍛槍デイアンアイゼン』の能力を思う存分使われてしまう。

　そうしたら通常の何十万、いや、あるいは百万倍を優に超こえる威い力りよくの突きを受け止めなければならない。さすがのハヤテと『レーヴァティン』でもどこまで耐たえきれるか……。

　常に攻せめ、受けに回らない。

　単純だがそれがハヤテたちの基本戦術だ。

（それからもうひとつ！）

　ハヤテはピアの間合いに入る直前、全力で『レーヴァティン』を闘とう技ぎ場の床ゆかにたたきつけた。

　バゴンッ!!

　衝しよう撃げきがミスリルのタイルを突き抜け、その下の地面が陥かん没ぼつして小規模なクレーターができる。

　突とつ発ぱつ的な地形の変形にハヤテはもちろん、ピアと斉天大聖も巻き込まれ、バランスを崩くずす。

（足場を崩せば完かん璧ぺきな突きに必要な「姿勢」を保てない！　でもこっちには……！）

《飛翔フリーゲンウオーク》で最初から宙に浮ういているシェリーがいる。

　彼女は足場の崩ほう壊かいに巻き込まれず、バランスを取り戻もどす必要のあるハヤテやピアたちよりも一手早く行動できる！

「冷れい廟びようを護まもりし者、其その凍いてつきし腕かいなによって、捕とらえし者に無明の束そく縛ばくを与あたえたまえ──《極寒の牢獄ナーストレンド》」

　シェリーが選せん択たくしたのは罠わなタイプの拘こう束そく魔法。

《極寒の牢獄ナーストレンド》は魔法がかけられた地面に着いた足から体を凍こおらせ、行動を封ふうじる。

　攻こう撃げき魔法はピアの魔技マギカ金剛不壊デイアマントレンナイでダメージを無効化されてしまうが、拘束魔法は有効だ。

「斉天大聖！」

　ピアが鋭するどい声で契約獣サーヴアントの名を呼ぶ。

「身外身の術」

　斉天大聖は突とつ然ぜん自分の毛を指で抜き取ると、それに息を吹ふきかけて飛ばした。

（何だ？）

　ハヤテが疑問に思うと同時、地面に向かって散らばった毛の一本一本が斉天大聖の分身に変化する。

「なっ!?」

　分身たちは足あし許もとから凍りながらもピアと斉天大聖を受け止め、クレーターの外に向かって投げ飛ばし、《極寒の牢獄ナーストレンド》の効果範はん囲いから抜け出させる。

「分身できるのか、あの猿……」

『レーヴァティン』を地面に刺さして足が凍るのを避さけていたハヤテは、奇き襲しゆうの失敗に舌打ちしつつ即そく座ざに駆かけ出した。

（主導権は奪うばわせない！）

　そのためには前に出て槍の間合いを殺さなければならない。

　失敗からのハヤテの立ち直りは早かった──が、しかし、ピアの判断の方が一瞬早い。

「次は私の番だ」

　ピアは流れる動作で槍を振ふり上げる。

　それは敵が自身より低い位置にいる時、最も威力を発揮する攻こう撃げき──！

「クッ！」

　以前、学院の小広場で見た一撃──槍の打ち下ろしは大地を砕くだき、ハヤテが先さき程ほど作ったクレーターを真っ二つに割った。

　ギリギリのところでそれを回かい避ひしたハヤテ。冷ひや汗あせが背中を伝う。

（あれが完璧な状態で『如意鍛槍デイアンアイゼン』の能力を発揮したピアの一撃……！　なんて重さだ）

　ハヤテは戦せん慄りつと畏い怖ふ……そして、それと同じくらいの尊敬の念をピアに抱いだいた。

　たとえただの訓練であっても、「まったく同じ動きをする」というのは口で言うほど簡単なことではない。ただ正面に向かって木刀を振るだけでも、少し気を抜くだけで素す振ぶりの軌き道どうはヘロヘロになったり、あるいはナナメになったりして容易たやすくズレてしまう。

　あくまで真しん剣けんに一回一回に集中して振らなければ、正しい型などできないのだ。

　何万回、何十万回、何百万回、ピアはそれを繰くり返したのだろう。

　考えるだけでも途と方ほうもない鍛錬の結けつ晶しよう。

　それがあの一撃には込こめられている。

　言うなればあの槍の重さは彼女の人生の重さ、生き様の重さ──

『……物心つく前から私に与えられた使命はただひとつ、強くあることだ。レイシス家の名を高めるために、どこまでも強くなることを求められた』

　──そして、彼女が独りで背負う重荷の重さなのだろう。

「焰ほのおよ！　集つどえ！」

　ハヤテは『レーヴァティン』から炎を生み出し、炎えん弾だんにしてピアめがけて撃うち出した。

　ピアは冷静に『如意鍛槍デイアンアイゼン』で炎弾を打ち落とす。

　炎弾を撃ったのはピアの追撃を防ぐ目的と、次の踏ふみ込みまでの時間を稼かせぐ目的があった。

「ハアアア！」

　ハヤテは炎剣を水平に構えながらピアへと突撃する。

　めまぐるしく攻こう守しゆを入れ替かえて戦うふたり。

　その横で、シェリーと斉天大聖もまた争っていた。

「冷れい廟びように眠ねむりし者、其その凍いてつきし息吹いぶきによって、我が指先に白銀の結晶を──《氷結コンヘラル》」

「キキッキッ」

　シェリーが放った冷気を斉天大聖は難なく避ける。

「この……ッ！　なら、我傅かしずきしは冷れい廟びようの女王」

　すばしっこい相手を倒たおそうと、シェリーは回避の難しい大魔法を詠えい唱しようし始める……が。

「身外身の術」

「キャア！　むぎゅっ！」

　斉天大聖が再び放った数十の分身がシェリーを襲おそい、顔に土を投げつけるなどして詠唱の邪じや魔まをする。

　いかに威力がある大魔法といえど、詠唱を完成させなければ意味を成さない。斉天大聖はそこを狙ねらい、的確にシェリーを足止めしていた。

「……ッ」

　その様子を横目で確かく認にんしつつ、ハヤテは『レーヴァティン』でピアの槍をはじく。

「ピアの契約獣サーヴアントは随ずい分ぶんと賢かしこいな！」

「猿さるだからな」

　軽口なのか本気で言っているのか、ピアは短く答える。

　口を動かしている間も彼女の槍捌さばきは淀よどみなく、段々とハヤテは押され始めているのを自覚していた。

（こっちは『魔神器ゼーレ』の身体能力向上に炎弾まで駆く使ししてるのに、能力なしの槍そう術じゆつだけでここまで強いか『１位』！）

　ピアの『如意鍛槍デイアンアイゼン』は常在型能力を除けば特とく殊しゆな能力はないに等しい。

　それだけに彼女の技量は凄すさまじかった。

『レーヴァティン』は学院一の防ぼう御ぎよ力を持つと言われた、楯たての『魔導器ワンド』すら容易く切り裂さいたことがある。しかし、これだけ斬きり結んでもピアの『如意鍛槍デイアンアイゼン』は折れる気配すらない。

（武器同士がぶつかる瞬間、「芯しん」をはずされてるんだ。「芯」をはずされちゃ斬ざん撃げきは最大攻撃力を発揮できない。だから斬れない）

　もしお互たがいの手にあるのが木刀と練習用の槍だったなら、とっくに勝負はついていただろう。はじめて会ったあの滝たきの前でのように。

（こっちは二ヶ月、向こうは二年。下地に差があるのは仕方ない……だが、それでも！）

　ハヤテたちが目指すのは魔女騎士ヘクセンリツターの頂点。

　こんなところで二番手に甘んじるわけにはいかない！

　それだけでなく準決勝で敗れたビクトリアとキルル、たくさんの手助けをしてくれたアリアに報むくいるためにも、彼女たちには自分らの勝利を報告したかった。

「負けられないんだよぉ！」

　フェイントから、ハヤテは自分とピアの間に炎の壁かべを展開する。

　燃え盛さかる炎に阻はばまれ、さすがのピアも一瞬ハヤテの姿を見失った。

　そこへ──炎を突き破るようにして炎の大剣の突きが放たれる。

「アアアア！」

　炎はハヤテ自身の視界も阻み、攻撃が当たる瞬間は見えなかったが、柄つかを握る手からは確かに突きの手て応ごたえが返ってきた。

　ところが。

「魔技マギカ金剛不壊デイアマントレンナイ」

　積んできた戦せん闘とう経験の賜たま物ものと言うべきか、危険を察知したピアは一いつ瞬しゆん早く魔技マギカを使い、ハヤテの突きを無効化していた。

　しかし、金剛不壊デイアマントレンナイはダメージを受けない代わりにその場から動けなくなる技わざ。

　ハヤテは『レーヴァティン』を彼女の体から引き抜ぬき、追撃をしかけようとするが──

「変化！」

　──かけ声とともに巨きよ大だい化した斉天大聖に横合いから殴なぐられ、ブッ飛ばされる。

「何ッ!?」

　かろうじて『レーヴァティン』で防御はしたが、驚おどろきのあまり目を丸く見開いてしまう。

（分身の次は巨大化だと!?　どんだけ多芸な猿なんだ！）

　キュキュキュッとミスリルの上を滑すべりながらブレーキをかけた。

　顔を上げればピアは金剛不壊デイアマントレンナイを解き、斉天大聖とともにこちらを向いている。

　ハヤテは大きく息を吸った。

「ゼアアアアアアア!!」

　全身の力を込こめて『レーヴァティン』を振りかぶり、炎ほのおを昇しよう竜りゆうのように渦うず巻まかせるハヤテ。

「「ッ！」」

　今にも大技を放ちそうなハヤテの構えと裂れつ帛ぱくの気合いに、ピアと斉天大聖は目を奪われる。

　その背後で、斉天大聖がピアの助けに入ったことで自由になったシェリーが機を窺うかがっていた。

「開け放つは冷れい廟びようの門、忍しのび出いでるは停てい滞たいの息吹、眠らぬ者にも永久とこしえの終わりを告げよ──」

　ハヤテの行動が囮おとりだとひとりと一いつ匹ぴきが気づいた時、すでにシェリーは詠唱を完成させていた。

「──《氷霧ダイヤモンドブレス》」

　シェリーの周囲を完全に囲むように氷の霧きりが発生する。

「～～～ブフォォォォォ！」

　斉天大聖は口から吐はいたつむじ風で《氷霧ダイヤモンドブレス》を吹き飛ばそうとするが、空気すらも凍らせる究極の束そく縛ばく魔ま法ほうの前では無意味。

　そんな強力な防ぼう御ぎよ壁へきの中で、シェリーはさらなる大魔法を展開する。

《氷霧ダイヤモンドブレス》はあくまでこの大魔法のための時間稼かせぎ。

「冷れい廟びようの女王が治めしは死と終しゆう焉えんの常なる地なり、時を告げる砂の音は絶え、ただ魂たましいすら凍こおらせる歌声が終わりの終わりまで連なり連なり、汝なんじもまたその音色の隷れい奴どとならん──」

　それはかつてハヤテの魔神技ラストオリジンとともに、魔ま獣じゆうの神を屠ほふった大魔法。

「──《終焉ト静寂ノ凶ツ風アハトヘブンズジヤツジメント》」

　全すべての命の灯ひを凍いてつかせる死のブリザードが吹ふき荒あれる。

　この時、斉天大聖は躊躇ためらいなく横へ跳ちよう躍やくした。

　決してピアを見捨てたわけではないだろう。契約獣サーヴアントが戦闘不能になれば『魔導器ワンド』も失われ、敗北が確定する。それを避けたのだ。

　その素早い判断のおかげで斉天大聖は左ひだり腕うでを犠ぎ牲せいにするだけで済んだ。

　そして、契約獣サーヴアントのような瞬発力を持たないピアは──

「魔技マギカ金剛不壊デイアマントレンナイ！」

　──唯ゆい一いつ、大魔法を凌しのげる切り札を切る。

　ブリザードはあっという間にピアの体を吞のみ込んだが、金剛不壊デイアマントレンナイは大魔法に対しても有効だったようだ。彼女は息ひとつ吐くことさえ赦ゆるされない吹雪ふぶきの中、まだ二本の足で闘とう技ぎ場の床ゆかを踏み締しめている。

　こうなると、逆にピアを吞み込んだ《終焉ト静寂ノ凶ツ風アハトヘブンズジヤツジメント》が彼女に味方する。先さき程ほどシェリーが《氷霧ダイヤモンドブレス》で自分を護まもったように、今度は終わりを告げる暴風がピアを護る第二の盾となる。

《終焉ト静寂ノ凶ツ風アハトヘブンズジヤツジメント》と金剛不壊デイアマントレンナイ……ふたりの魔力量、金剛不壊デイアマントレンナイの消費魔力にもよるだろうが、おそらく先に魔力切れを起こすのは大魔法を振ふるうシェリーの方だろう。

《終焉ト静寂ノ凶ツ風アハトヘブンズジヤツジメント》でピアを倒せない以上、魔力切れを起こす前にシェリーは大魔法を止めるしかない……かと思われた。

「焰ほのおよ！　纏まとえ！」

　その時、ハヤテは『レーヴァティン』の炎を衣ころものように自身に纏わりつかせる。

　そして、そのまま《終焉ト静寂ノ凶ツ風アハトヘブンズジヤツジメント》の猛もう吹雪の中へ自ら突つっ込んだ。

　ただの自じ爆ばくかに見えたその行動に誰だれもが驚きよう愕がくしたが、それ以上の驚愕を一秒後に全員が味わうこととなる。

「纏った炎が吹雪を防いでる!?」

　決勝戦を見ていた生徒の誰かが叫さけんだ。

　そう。ハヤテは炎をまるで防寒着のように着て、《終焉ト静寂ノ凶ツ風アハトヘブンズジヤツジメント》から身を護っていた。

　ビクトリア戦でも見せた炎を精密に操あやつる訓練が、ここで実を結んだのだ。

「ピア！」

　その様子を見ていた斉天大聖が主あるじの救きゆう援えんに行こうとするが、先程と同じ理由で踏み留とどまる。『レーヴァティン』の炎なしに《終焉ト静寂ノ凶ツ風アハトヘブンズジヤツジメント》の中へ入ることは不可能だし、不用意に近づけばシェリーは大魔法を契約獣サーヴアントの方へと向けて決着をつけるのは確実だったからだ。

　そうしてハヤテは誰にも邪魔されずピアの前へと辿たどり着く。

　金剛不壊デイアマントレンナイを使っているピアは動けない。その代わり、無敵の防御力を彼女は持っているのだが──

（王手だ！）

　──ハヤテの狙いはピアではなく、彼女の持つ『如意鍛槍デイアンアイゼン』の方だった。

『魔導器ワンド』を破は壊かいされれば金剛不壊デイアマントレンナイが解け、《終焉ト静寂ノ凶ツ風アハトヘブンズジヤツジメント》を喰くらう。

　躱かわすには金剛不壊デイアマントレンナイを解くしかないが、そうしたらやはり《終焉ト静寂ノ凶ツ風アハトヘブンズジヤツジメント》を喰らう。

　どちらにせよ詰つみだ。

　万が一にも暴風で『レーヴァティン』を飛ばされないように、慎しん重ちように大たい剣けんを大上段に構え、あとはただ彼女の槍やりを破壊するだけ……

　……のはずだったと思わされるのは、今度はハヤテの番だった。

「!?」

　振り下ろした『レーヴァティン』を、ピアの『如意鍛槍デイアンアイゼン』が下から擦こすり上げるようにして軌き道どうを逸そらす。

「ハアッ！」

　彼女は受け流しと同時に振り上げた槍を、力任せに地面に叩たたきつけた。

　ドシンッ!!　と重い音がして、攻こう撃げきの反動で少女の体は暴風の外へと飛び出していく。

　素す早ばやい動きで跳躍した斉天大聖が彼女を空中でキャッチし、そのままさらに大魔法の圏けん外がいへと離り脱だつした。

　シェリーは大魔法を止め、ハヤテも纏っていた炎をいったん解いて彼女の傍そばへ侍はべる。

　そして改めてピアたちと対たい峙じするが……向こうはヒドい有り様だった。

『ヴァルハラの加護』で見た目こそ五体満足だが、斉天大聖は左腕がすでに上がらなくなっている。その契約獣サーヴアントに半分寄りかかるようにして立ち上がるピアもまた、毛先や制服に霜しもをつけたまま、唇くちびるも真っ青にしてハヤテたちを睨にらんでいた。

　打ち下ろしの反動で大魔法から脱だつ出しゆつした機転はさすがだが、代だい償しようは決して小さくなかったようだ。一瞬とはいえ《終焉ト静寂ノ凶ツ風アハトヘブンズジヤツジメント》を全身に浴び、かなりのダメージを負っている。

「なぜ……だ」

　ピアはゆらゆらと切っ先のブレる槍を構え、自問するように呟つぶやく。

　なぜ自分が負けようとしているのか分からないようだ。

「ハヤテ・ミツルギ……お前は私と同じはずだ。なら、私の方が多くの鍛たん錬れんを積んできた。なのになぜ、私が負ける……」

「俺にはシェリーがいるからな」

　ハヤテは端たん的てきに答える。

「ピア、お前は自分のために限界まで、いや、限界を超こえて戦えるのかもしれない。でも、俺は自分のために限界を超えて、そしてシェリーのために限界のまたさらに限界を超えられる。それがお前と俺の明確な差だ」

「……」

　ピアは納なつ得とくがいかないという表情で、それでも槍を構え続けた。

　戦意こそ衰おとろえていないが、満まん身しん創そう痍いなのは明らかだった。

　試合を観みている多くの生徒が勝負の行方ゆくえは決まったと感じていたはずだ。

「ピアセンパーイ！　負けないでくださーい！」

　だからこそ、声が上がった。

「まだ勝負はついてません！」

「ピアー！　立てぇー！」

「頑がん張ばってー！」

　闘技場の観覧席のあちこちで生徒たちが立ち上がり、劣れつ勢せいのピアへ声せい援えんを投げかける。

「ピア様！　勝ってください！」

　その中には当然親衛隊のリーリィの姿もある。

　闘技場を吞み込むような熱量に、試合中にもかかわらずハヤテは驚きを隠かくせなかった。

「どんだけ慕したわれてんだよピアは……」

「うらやましい限りね」

「まあ、シェリーは元ぼっちだしな」

「何か言った？」

「滅めつ相そうも」

　必ずしも観客の全員がハヤテやシェリーのことを嫌きらいなわけではないだろう。

　それでもこれだけの声援が生まれるのは、ひとえにピア自身の人望による。

　彼女の努力とそれに裏打ちされた実力をみんなが認めているからこそ、これだけの熱がうねりを上げるのだ。

「……さい」

　その時、若じやつ干かん俯うつむいたピアの口元がわずかに動いた。

「うるさい……うるさい……」

　周囲の歓かん声せいでピアの声自体が聞こえたわけではないが、確かに「うるさい」と彼女の唇が動いた。

「……！」

　なぜ彼女がリーリィたちの声援を拒きよ絶ぜつするのか、ハヤテには一いつ瞬しゆん理解できなかった──しかし、どこか彼女はそういうものなのだろうと納得もできてしまった。

（ピアは本質的に独りなんだ。どれだけ慕われてるとかそんなことは関係なしに、彼女自身が自分の中に他者の存在が入り込むのを拒きよ否ひしてる）

　だから人から差し出された手を取ろうとしないし、この声援も雑音としか見なさない。

　彼女の持つ孤こ独どくは、かつてシェリーが抱かかえていたそれとは似て非なるものだったことに、ハヤテは今いま更さらながら気がついた。

（シェリーは周囲に拒絶されて独りになったけれど、ピアは周囲を拒絶して独りになったんだ）

　その原因とはおそらく……ピアが幼い頃ころ両親に捨てられたことだろう。

　まるで何でもない風にハヤテには話していたが……あれはただの演技だったに違ちがいない。

　幼い頃のトラウマが彼女を孤独にし、そして他者を信じて受け入れることができなくなったのだ。

　それは悲劇なのだろう。

　だが。

「ピア！」

　ハヤテは構えを解いて大声で彼女の名を叫んだ。

　試合を中断するような彼の行こう為いに、歓声が少し静かになる。

「記憶かこのない俺も両親かこを失ったお前も、居場所ルーツを持たずにこの学院に来たのかもしれない！　だけどっ！　自分の居場所なんてどこでも作れる！　自分を孤独だと思うな！」

「……何のことだ？」

　荒あらい呼吸を吐はきながら、ピアはとぼけたセリフを口にする。

「シェリー！」

　彼女の態度に構わず、ハヤテは主の名を呼んだ。

「何？」

　シェリーは突とつ然ぜんの呼び声にも動じることなく返事をしてくる。

「俺はお前の主でお前の下げ僕ぼくだ。お前は何だ？」

「私はあなたの主であなたの奴ど隷れいよ」

「俺との体の相あい性しようは？」

「抜ばつ群ぐんよ」

「もし俺がお前の許もとからいなくなったら？」

「地の果てまで追いかけて無理心中するわ」

　思いつく端はしからハヤテは様々な質問をシェリーにした。周囲の人間からすれば時折理解も困難な質問も出るが、シェリーはそれに全すべて淀よどみなく答えていく。その全ての答えの中で、彼女はハヤテを肯こう定ていし続けた。

　そして、最後に──

「──俺のためなら死ねるか？」

「もちろん」

「俺もだ」

　ハヤテは質問を終え、ピアに向き直る。

「俺とピアは似てる気がするって言ってたよな……？　俺に居場所がないと思うか？」

「……」

　答えようとしないピアに、ハヤテはさらに畳たたみかける。

「周りをよく見ろ！　お前は愛されてるんだよ！」

「……！」

　ピアが足をよろめかせて、視線を上へ向ける。

　そうして彼女は自分を見つめる無数の瞳ひとみと、そこに込こめられる幾いく多たの感情とはじめて向き合った。

「私は……」

　その先は声にならず、言葉の代わりに一筋の涙なみだが彼女の頰ほおを伝う。

「……それで？　ハヤテは私をいったい何につき合わせたいのかしら？」

　若干置いてけぼり感のするシェリーは、隣となりのハヤテに問う。ややつまらなさそうに。

「えーと……まぁ、ただのお節せつ介かいかな？」

「はあ……そういえば昔キルルさんと決けつ闘とうした時もそうだったわね。ハヤテは女の子にやさしすぎるんじゃないかしら」

　シェリーは嘆たん息そくし、腕うで組ぐみをする。不満そうだが、それ以上何も言わないのは、ハヤテのそんなところも受け入れているからだろうか。

　主従がそんなやり取りをしていると──あちらの主従にもある変化が起こっていた。

「ピア」

　斉天大聖は大きな手をピアの頭にぽんと載のせる。

「儂わしと契けい約やくできるのは、不断の努力と厳格たる意志を持つ者だけだ。しかし、充じゆう分ぶんな実力を持ちながら、お主が己おのれの殻からにこもるがごとき金剛不壊デイアマントレンナイの魔技マギカしか解放できなかったのは、〝唯ゆい我が〟の心があったがゆえだ」

　師が弟で子しに諭さとすような声で、斉天大聖は続ける。

「いかに体を鍛きたえようと心が伴ともなってこその技わざよ。そして、殻を破った今こそお主に我が魔技マギカを授さずけよう」

「斉天大聖……」

　ピアはしばし自分の契約獣サーヴアントを見上げたあと……涙を拭ぬぐい、いつもの精せい悍かんな武人の表情を、ハヤテへと向けた。

「待たせた……」

「気にするな。ただの余計なお世話だよ」

　ハヤテもまた『レーヴァティン』を構える。

　ピアの背後で斉天大聖が静かに巨きよ大だい化を解く。術を使うのにも体力や魔ま力りよくがいるのかもしれない。左腕のダメージもあるのだし、再び主あるじのサポートに回るつもりなのだろう。

（シェリーが大きなダメージを与あたえたはずなのに……なんてプレッシャーだ）

　体はボロボロでも、今のピアは気力に満ちていた。

　だが……勝利を欲ほつする気持ちならハヤテとて負けていない。

　両者が動かない時間分、闘とう技ぎ場内の緊きん張ちようが高まっていく。

「魔技マギカ──」

　先に動いたのはピアだった。

　彼女の槍やりが突とつ如じよとしてオーラを纏まとう。

「──錬気轟雷槍グラナテスアンゴウアン！」

　瞬間、彼女の姿がかき消え、次の瞬間、ハヤテの目の前に槍の穂ほ先さきが現れた。

「うおっ!?」

　ハヤテはかろうじて『レーヴァティン』の腹で突つきを受けるが、凄すさまじい衝しよう撃げきが背中まで貫つらぬき、闘技場の反対側まで吹ふき飛ばされた。

（危なっ！　キルルと訓練してなかったらヤバかった）

　常に姿がかき消える彼女の迅はやさに慣れていなければ、咄とつ嗟さの防ぼう御ぎよも間に合わなかっただろう。

　しかし、ハヤテが体勢を立て直してすぐ、追撃にきたピアの次の魔技マギカが叩たたき込まれる。

「錬気崩蓮華槍ザフイーアバオユイ！」

　穂先に纏うオーラの残ざん滓しが蓮れん華げの花のような連続突き。

（防御の……ッ、意味がない……ッ）

　突如として見えるようになったあのオーラ──気によって突きの威い力りよくが上がっているのだ。

　しかも──ハヤテはその瞬間のピアの構えを見てゾッと恐きよう怖ふを覚える。

「ゼアッ！」

　錬気崩蓮華槍ザフイーアバオユイの締しめのひと突きは、彼女が滝たきの前で行っていた突きの型と同じモーションだった。

　当然、『如意鍛槍デイアンアイゼン』の常在型能力が加わり、とんでもない威力の一撃となる。

　ハヤテは吹き飛び、全身を闘技場の壁かべに叩きつけられながら、まず上半身と下半身がくっついていることを確かく認にんした。

（『ヴァルハラの加護』がなかったら体がバラバラになってたかもな……）

　あながち冗じよう談だんでもなかった。

　ハヤテは『魔神器ゼーレ』の攻こう撃げき力は元より、その防御力にもこれまで絶大な信しん頼らいを寄せていた。防御さえ間に合えば、この剣けんで受けきれない攻撃などないと思っていた。

　しかし、ピアの最後の一撃には、本気で恐怖と戦せん慄りつを覚えさせられた。『ヴァルハラの加護』のことさえ一瞬頭から吹き飛び、本気でやられたと思った。

　そう、今ハヤテたちが戦っているのは、攻撃系の魔技マギカなしに学院の頂点を取る実力を持った魔女騎士ヘクセンリツター。

　それが心とともに魔技マギカを解放され、その力は戦い始めた時の何倍にも膨ふくれ上がっていた。

　このままじゃ勝てない……ハヤテはそのことを認め、『レーヴァティン』を握にぎり締めた。

　だがそこでピアの攻勢がいったん止まる。

「……どうした？」

　不ふ審しんに思い、ハヤテは尋たずねる。

「お前たちにはまだ奥の手があるのだろう。使え」

　ピアは槍の穂先を下げたまま、まじめな顔でそう言った。

　その意味を理解し、ハヤテは少し首を傾かしげる。

「いいのか？」

「さっきはお前たちが待ってくれただろう。今度は私が待つ番だ」

　フェアに戦おうという意味か──あるいはハヤテとは全力と全力でぶつかりたいという意思表示か。ともかくハヤテは彼女の言に納なつ得とくし、一度息を整えるため大きく深呼吸する。

「ハヤテ」

　いつの間にかシェリーが傍そばまで来て、ハヤテの隣に並んだ。

「やるのね？」

「相手もそれをご所望だ。やらない理由はないだろ？」

　シェリーは小さく頷うなずき、胸の結印をハヤテに差し出す。

　ハヤテは『レーヴァティン』を左手で持ち、右手を彼女の結印の上に置いた瞬間、重ねられたふたりの結印は蒼あおに輝かがやき始める。

　そして、輝きの下から『レーヴァティン』のそれによく似た剣の柄つかが現れた。

　Ａブロック準決勝を観戦していなかった生徒たちは「まさか」と思う。

「おおおお！」

　その声なき声に応こたえるように、ハヤテはシェリーの胸むな元もとから第二の剣を引き抜ぬいた。

『レーヴァティン』を炎ほのおとするなら、こちらは氷を象しよう徴ちようするような深き蒼の剣。

　氷ひよう炎えんの双そう剣けんを手に、ハヤテはピアと対たい峙じした。

「二本目……それがお前の奥の手か？」

「──いいや」

　ピアの確認を、ハヤテは否定した。

　予想外の答えにピアは目を丸くする。

「それじゃないのか……？」

「これはシェリーの力を物質化したものだ。銘なさえない。飾かざりじゃないが、ただの氷の剣だ」

　ハヤテはピアに話しつつ、両手の剣の柄をグッと握る。

　本当の奥の手はここから──

「理外の理ことわりを以もつて条理を超こえん　闇やみとともに光あれ　生とともに死よあれ──」

　詠唱スペリング。

　詠唱スペリングを必要とする魔技マギカは総じて威力が高い。

　ではそれが魔神技ラストオリジンであったなら──

「──万物流る転てんの理ことわりを以て剣つるぎと化す　闇を光に光を闇に　生を死に死を生として　表ひよう裏りの一いつ切さい合がつ切さいを　我が剣が断つ」

　ハヤテが朗々と響ひびかせた声に反応し、炎と氷の剣が白と黒に輝く。

　それをまるで喰くらい合わせるように重ねると──陰いん陽ようもまた重なり、光と闇がひとつになる。
















「魔神剣ラストオリジン『天照凶ツ神魔カオスグラデイウス』」

　全すべての詠唱スペリングが終わった時、ハヤテの手には光と闇──相反するものを同時に兼かね備えた理外の剣が握られていた。

「何だ……その剣は？　いや、剣……なのか？」

「分からなくなるのも無理はない」

　目を細めるピアに対してハヤテは告げる。

「これは人の世の理からはずれた剣だ」

　神とは人の世界の条理を超えた存在だ。

　それを殺すにはこちらも条理をはずれた存在にならなければならない。

　光と闇。陰いんと陽。炎と氷。相反するものが合わさり、互たがいの属性を失わないままひとつとなし、矛む盾じゆんする存在と存在を無理やり一ひと振ふりの剣と化す。

　あえてひと言で説明するなら、「この世にあり得ない力を無理やり剣として象かたどった」ものが、今ハヤテの手に握られているものだ。

　これが魔神技ラストオリジンの第二階かい梯てい『天照凶ツ神魔カオスグラデイウス』──神を弑ころす剣。

　気の弱い者ならば、ただ目にするだけで精神力が削けずられ、寿じゆ命みようを縮めかねない危険な剣……所有者であるハヤテですら、気を抜けば吞み込まれる。

「よく分からないが、根本的によく分からない力の塊かたまりなのだな。だが、なるほど……確かにあり得ないような力の波動を感じる」

　頭では理解できなくとも、肌はだでこの剣の脅きよう威いを感じ取ったピアは、それでも臆おくさず槍を構える。

　それは彼女が最も得意とし、最も鍛たん錬れんを積んだ突きの構えだった。

「──決着をつけよう」

「──ああ」

　ハヤテも理外の剣の柄を両手で握った。

　シェリーと斉天大聖も静かに後ろに下がり、両者ともに勝利の行方ゆくえは、次の一撃で決まることを予感した。




「「───」」




　ハヤテとピアは同時に踏ふみ込んだ。

　勝敗の行方を切っ先に委ゆだねて、一いつ瞬しゆんの交こう錯さく後、ふたりは互いに武器を振り抜いた形で硬こう直ちよくする。

　学院中の人間が詰つめかける闘技場において、誰だれひとりとして声もなく、身み動じろぎの音ひとつせず、しばしの間静せい寂じやくだけが場を支配した。

　そして。

「……お前たちの勝ちだ」

　ただひと言そう告げて──ピア・レイシスは静かに倒たおれた。

　その瞬間、悲鳴と、歓かん声せいと、多くの感情が闘技場内に溢あふれ返る。

　学院ランキング『１位』の座が入れ替かわった瞬間だった。








エピローグ









　選せん抜ばつトーナメントから二日。

　トーナメント翌日は休息にあて、今日からまた早朝訓練を始めることにした。

　ハヤテは木刀二本を抱かかえていつもの小広場へ向かい、軽く準備運動をしながらキルルがやってくるのを待った。

「ハヤテさん……」

「おはよう。キルル」

　遠えん慮りよがちに声をかけてきたキルルにハヤテは手を挙げてあいさつする。

　トーナメント以来、少々元気のない彼女を朝練に誘さそったのはハヤテだ。

「来てくれてありがとうな」

「いえ、こちらこそまた誘っていただいて……」

　やはりまだ負けたことが尾おを引いているのか、どこか態度が引き気味だ。

「キルル。朝練の前にちょっといいか？」

　ハヤテはキルルに話しかける。

「はい？　どうしたんですか？」

　キルルはストレッチを中断して首を傾げる。

「壮そう行こう会かいで、トーナメントが終わったら俺に伝えたいことがあるって言ってただろ？　それを聞こうと思って」

「あ……でも、あたしはハヤテさんのところまで行けませんでしたから」

「俺は〝勝っても負けても〟って聞いたぞ？　あんなにもったいぶったんだ。どんな話なのか気になって夜も眠ねむれない」

　ハヤテがおどけるように言うと、キルルは目を丸くして彼を見上げる。

「……な？　頼たのむから教えてくれないか？」

「……」

　はじめは困こん惑わくしていたキルルだったが、ハヤテの気き遣づかいを汲くみ取とり、一度だけ目を閉じる。

　しばらくして自分の中の迷いと決着がついたのか、キルルはまぶたを開いてまっすぐとした目でハヤテの顔を真正面から見た。

「ハヤテさん」

「ん？」

「あたし、ハヤテさんが好きです」

　いつもの逡しゆん巡じゆんや躊躇ためらいを捨てて、キルルは短く、ハッキリと言った。

　ハヤテは小さく頷く。

「ありがとう。……でも、俺はその想おもいに応こたえられない」

「知っています。ただ一度も言ったことがなかったから、ハヤテさんに聞いて欲しかったんです」

　キルルは一瞬寂さみしげな微び笑しようを浮うかべる。

　それから表情を改めると、そっとハヤテの手を取った。

「ハヤテさんからはもうたくさんのものをもらいました。これ以上欲ほしがっちゃバチが当たります」

　キルルの小さくてすべすべとした手がハヤテの手の甲こうを撫なでる。くすぐったいような気持ちよさに、ハヤテは少し頰ほおを赤くした。

「あたしはただハヤテさんのお側そばにいたいんです。それから今までもらった分を少しずつ、少しずつ返していきたい。それだけです。ほかには何も望みません……だから、これからもずっと好きなままでいいですか？」

　これが、キルルがハヤテに追いついて伝えたかったことなのだろう。

「……」

　ハヤテは自分が彼女にどれほどのことをしてやれたのかと思ったが、それは言わなかった。彼女の真しん剣けんな気持ちに水を差すような言葉を、どうしてここで口にできるだろうか。

「ああ。これからもよろしく、キルル」

「……はい！」

　キルルは子犬のような笑え顔がおを浮かべると……ハヤテの前に跪ひざまずき、握にぎっていた手の甲の結印にキスをした。

「え、あっ、キルル？」

　唐とう突とつに触ふれた少女のやわらかい唇くちびるの感かん触しよくに、ハヤテはドギマギしながら彼女の名前を呼ぶ。

「この先一生ハヤテさんに尽つくす誓ちかいです！　これであたしもハヤテさんのものですね！」

「いや待った！　その言い方だと人に聞かれたらいろいろ誤解され……」

　その時ザッと芝しば生ふを蹴ける音がして、ハヤテは「まさかシェリー!?」と恐きよう怖ふを感じながら背後を振り返る。

「ピア！」

　そこにいたのはシェリーではなく練習用の槍やりを持ったピアだった。

　彼女もまた朝の訓練のため小広場に来ていたようだが。何か今日はいつもと様子が違ちがう。

　具体的に言うと胸むな元もとの露ろ出しゆつが妙みように多くて、頭におっきな赤いリボンをつけていた。

「……どうしたんだ？　その格好」

「うむ……これには深い理由がある」

　ピアは妙にもじもじとしながら言った。

「実はお前にプレゼントがある」

「プレゼント？　何で？」

「お礼だ。お前は私の殻からを破ってくれた。だからお礼がしたい」

　決勝戦でのやり取りのことを言っているらしい。

「えっと、それでプレゼントって？」

　ハヤテは少し迷ったが、ピアの気持ちを無む下げにするのも悪いと思って尋たずねた。

　すると彼女は唐突にハヤテの顔を両手で摑つかみ──あろうことか、その唇を奪うばった。

「＃＄％!?　むぐッ!?」

「プレゼントは、私だ」

　混乱するハヤテに対し、ピアは頰を赤く染めながら小声で囁ささやく。

「お前は愛が人を強くすることを教えてくれた。だから今度は私自身にお前の愛を注いでくれ」

「なっ、ちょっ、待った。落ち着いてくれ、ピア」

「聖夜祭で女がこうすると男は喜ぶと、大人が話しているのを聞いたことがある。それにお前は自分のものにした女に、こういう格好をさせるのが好みなのだろう？　恥はずかしいが、私もこうしてみた……どうだ？　似合うか？」

　思わずキュンと来るような潤うるんだ瞳ひとみでピアは尋ねてくるが、正直今はそれどころではない。

「ちょっと待ってくれ、ピア！　ものにするっていうのは、ものみたいにプレゼントしたり受け取ったりするって意味じゃなくてだな……ていうか何でキスした!?　あとシェリーのあの格好はあいつの趣しゆ味みで！」

　やや混乱気味にあれこれ弁解の言葉を口走りながら、ハヤテはこの状じよう況きようの解決策を必死に頭の中で考える。無む駄だだった。

「ハヤテさん！　シェリーさんはともかく、他ほかの人にも手を出すならあたしも……！」

　さらにふたりのやり取りを間近で見ていたキルルが、顔を真っ赤にしてハヤテの服の裾すそを摑んで揺ゆさぶってくる。

「そうだ。よかったら、私もお前たちの朝練に一いつ緒しよに混ぜてくれないか？」

「聞いてるんですか!?　ハヤテさん!!　……ハッ！　それともまさかすでにビクトリアさんやアリアにも手を……！　となると次はあたし!?　え、あ、その、えっと、はじめてなので優やさしく……」

　ピアはうれしそうに朝練の誘いをしてきたり、キルルは先さき程ほどまでのシリアスさをかなぐり捨てて妄もう想そうモードに突とつ入にゆうし、状況はますますカオスになっていく。

（この状況……もしシェリーがこっちの朝練に合流するまでに解決できなかったら……）

　そんな絶体絶命の四文字しか見えない未来は想像したくもなかったが、『レーヴァティン』なしにピアとキルルから逃にげ切きれるはずもなく……高確率でそうなる未来しかハヤテには見えなかった。








あとがき






　そろそろ毎朝布ふ団とんから出るのがツラくなってまいりました。なめこ印じるしです。

　この度も『俺と彼女が下げ僕ぼくで奴ど隷れいで主従契けい約やく』第４巻をお読みいただきありがとうございます。




　今回は一巻以来のキルル回だったわけですが、書いている内に彼女のいじらしさが増していって、何でこの子こんなに健けな気げなんだろうとか思い始めてしまいました。思えば初期に比べて一番成長しているのはキルルかもしれません。

　まだお読みでない方は、ぜひ彼女の成長と戦いとひとつの決着をこれからご覧ください。




　ところで（この前置きも多い気がしますが）体重が減りません。いや、なめこのお腹なかのたぷたぷ事情も毎回書いてる気がするんですが、本当もうどうしようこれうわーんという感じです。

　夏はスイカダイエットなるものを試みてみました。それ自体はよかったのですが、スイカ食べすぎてあんまり瘦やせませんでした。

　そして秋冬。食べ物がおいしい季節です。摂取カロリーもぼぼぼーんと増える季節です。この本が出る頃ころにはもう真冬かと思いますが、はたしてなめこの体たい脂し肪ぼう率の行方ゆくえは如何いかに!?




　それと最近、友人の方々とリアル脱だつ出しゆつゲームに行ってきました。基本ネタバレ禁止のゲームなので詳しよう細さいは内ない緒しよなのですが、今のところ一勝二敗です。毎度絶ぜつ妙みような時間設定で解けるか解けないかギリギリの勝負がアツいですね。全国ツアーもやっているそうなので、機会があれば読者のみなさんもぜひチャレンジして戦果を教えてください！




　ではこの辺りから謝辞を。

　今回、担当編集さんの交こう替たい時期が重なりまして、４巻につきましては前担当さんと新担当さんのふたり体制でお世話になりました。「おかげ」立ち上げからお世話になり続けた小こ林ばやし様、今まで本当にありがとうございました。今後もぜひ見守っていただければと思います。そして新しく担当となられた有あり馬ま様、これからよろしくお願いします。何なに卒とぞなめこ大繁はん殖しよくにお力ちから添ぞえください。

　イラストレーターのよう太た様。４巻も非常にカッコいい表紙をありがとうございます。何なに気げに躍やく動どうするシェリーのおっぱいがたまりません。新キャラクターのピアのデザインもなめこのワガママを反映してくださって、凄すごく素敵で好みなデザインになりました。彼女のナイスな下した乳ちちと太ももになめこもぬるぬるが止まりません。今後ともよろしくお願いします。

　またこの本を出すにあたってご助力いただいた全すべての皆みな様さま、ありがとうございます。

　そして、前巻に引き続き当シリーズを読んでくださった読者の方々と、３巻のスペシャルな表紙を乗のり越こえて４巻もご購こう入にゆうくださった（くださってますか？　ドキドキ）読者の皆様にも最上級の感謝を。

　次巻もまたお楽しみいただければ幸いです。それではまたいつか！





二〇一四年十一月　なめこ印












俺おれと彼かの女じよが下げ僕ぼくで奴ど隷れいで主しゆ従じゆう契けい約やく４








なめこ印じるし
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